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は じ め に

校 長 榮 羽 勝

２０２３年５月から新型コロナが２類から５類に移行されるとともに、様々

な教育活動が徐々にコロナ前と同様に実施できるようになりました。「３密」の

回避、行事の自粛・縮小・中止といった日々からようやく解放されたものの、再

開するためにはかなりのエネルギーを必要とするものでした。

そんな、第Ⅳ期の２年目である今年度は、これまでの蓄積をもとに以下の点に

重点的に取り組みました。

（１）「課題研究実践」の実施と「理数探究基礎」の普通科への展開

（２）海外研修の再開

（３）「豊高アカデミア」のハイブリッド型発表会の充実

（４）教員交流研修会の開催

まず、「課題研究実践」については、制限のない活動ができるようになったこ

とから訪問する大学を増やし、さらに卒業生の協力もありより高度で実践的な

探究型学習を行うことができました。また、「理数探究基礎」については、昨年

度の理数科１年生での実施をもとに、今年度は普通科２年生（理系）にも拡大し

て展開しました。

次に、コロナ禍で４年間実施できなかった海外研修については、２０２３年８

月に韓国の抱川（ポチョン）市にある漢灘江（ハンタンガン）ユネスコ世界ジオ

パークで実施することができました。研修では、本校のある兵庫県北部地域の地

質と植生や、同じコウノトリの生息地であることとの比較研究を中心に、韓国・

ギリシア・日本をオンラインで繋ぎ、現地の高校生と課題研究発表会を実施する

ことで課題研究の深化と国際性の涵養を図りました。

そして、昨年度は気象警報により開催できなかった全校発表会「豊高アカデミ

ア」も、今年度は無事に開催することができました。県内外から 高校、国内

３大学からも参加をいただき、また、新たに海外の高校からも２校加わって対面

とオンラインでのハイブリッド型の発表会を行うことで、国際交流の輪を広げ

ました。

さらに、熊本県立宇土中学校・宇土高等学校の後藤裕市指導教諭を講師として

お招きして「豊高アカデミア」と並行して教員対象の交流研修会を開催しました。

県内外６校から８名の先生方にも参加をいただき、班別でのワークショップと

ディスカッションを行うことで探究指導力の向上を図りました。

今後とも兵庫県北部地域の理数教育拠点校として、豊高型ＳＴＥＡＭ教育を

基盤とした創造力・国際性を備えたサイエンスリーダーの育成に努めて参りま

す。

結びになりましたが、本校ＳＳＨ事業の推進にあたってご指導・ご協力をいた

だきました関係各位に心より感謝を申し上げ、今年度研究開発実践報告書の挨

拶といたします。
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別紙様式１－１

兵庫県立豊岡高等学校 指定第Ⅳ期目 指定期間 ～

❶令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

豊高型 教育を基盤とした創造力・国際性を備えたサイエンスリーダーの育成

② 研究開発の概要

・真理の探究に努め、科学技術の進展を期する生徒・学び続ける態度を持つ生徒、・倫理観と使

命感を持ち、将来国際的に活躍するリーダーにふさわしい人間性を備えた生徒、・深い教養と豊か

な表現力で分かりやすく他者に伝え協働して行動する生徒の育成を目指して、課題研究を支える

「豊高型 教育」を開発することで、世界や郷土の発展に寄与するサイエンスリーダーを育成

するカリキュラム開発と普及を行う。第Ⅳ期２年間の具体的な取組は次の６点である。

（１）豊高型 教育の推進と 活用による課題研究の質的向上

（２）地域と連携した探究活動の開発

（３）開かれた発表会「豊高アカデミア」の充実

（４）サイエンスツアーや海外研修などのコロナ前の体制への復帰

（５）生徒の成長につながる評価方法の開発と授業力向上プログラムの開発

（６）卒業生との知の交流

③ 令和５年度実施規模

（令和５年５月１日現在）

（備考）普通科１年生は文系理系を分けていない。

普通科３年の１学級は文系と理系の生徒が混在する学級である。

サイエンスツアーⅠとⅡは理数科のみを対象とする。

課程（全日制）

学 科
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計

実施規模生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

普通科 全校生徒

を対象に

実施

理系

文系

理数科

課程ごと

の計

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

研究開発課題を実現するために生徒に身につける力として、次の３つを定めた。

・科学的事象や社会的課題に対して自ら課題を設定し、深い知的好奇心をもって探究し、他者と

協働して科学的手法で解決できる力。

・他者とのかかわりや評価を通して課題解決の方向性を自ら導くことができる力。

・成果を分かりやすく発表し、結果を科学的に議論できる力。

これらの力を涵養するための具体的なプログラムとして、 事業を３つのステージに分類し、

年次計画を立てた。

・探究基礎力を養うステージ：「基礎ステージ」

・養った力を実践に活かすステージ：「実践ステージ」

・分かりやすく他者に伝え、科学的に討議するステージ：「展開ステージ」
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基基礎礎スステテーージジでは課題研究に必要な資質を育成する３つのプログラムを実施する。①科学的思考

力と研究スキルの育成プログラム、②リーダーにふさわしい国際性とコミュニケーション力の育

成プログラム、③深い教養と豊かな表現力を身につけ、知的探究心を育成するプログラム。実実践践

スステテーージジでは、基礎ステージで培った科学的思考、手法と表現力を基に、高度で実践的な課題研

究を行う。展展開開スステテーージジでは豊高アカデミアなど各種発表の場で発表し、分かりやすく伝え、科

学的な深い議論をする力を養う。

○年次計画

第
１
年
次
（
令
和
４
年
度
）

豊高型 教育の基礎作りとコロナショックからの回復
→新型コロナウイルス感染前の取組みを復活し、新設授業開発や 活用を行った

（１）基礎ステージ
・理数科１年生の理数探究基礎の開発と実施
・小中高連携事業などの実施
・オンライン留学実施 ①

（２）実践ステージ
・ 概論の開発と実施
・大学との連携（サイエンスツアー）のコロナ以前の体制の復活と、 活用による充

実 ②
（３）展開ステージ

・豊高アカデミアを も活用したハイブリッド型発表会として充実 ③
（４）職員体制・評価方法・教員研修

・第Ⅲ期で開発した事業の改良実施
・単位制新学科設置に向けた校内体制構築
・授業力向上プロジェクトの５つのプログラムを実施（以降毎年）
・課題研究 テストの開発と実施（毎年）
・生徒の自由記述分析（テキストマイニング）

第
２
年
次
（
令
和
５
年
度
）

海外研修や豊高アカデミアの充実、課題研究・探究活動の質的向上
→２年目の新設授業開発や の活用をさらに推し進めた

（１）韓国海外研修
・研修先で地元高校生や中学生と課題研究交流会の実施
・課題研究交流会の韓国 ギリシャ 日本の３国オンライン接続

（２）課題研究、探究活動の向上
・理数探究、課題研究実践の開発と実施
・普通科２年生理系の理数探究基礎の開発と実施

（３）豊高アカデミアの充実
・豊高アカデミアへの海外の高校の参加
・ 先進校教員を招いた探究活動の教員研修

（４）職員体制・評価方法・教員研修等
・単位制新学科 探究科のカリキュラム開発
・課題研究討論会の普通科への拡大、参加校の拡大
・ の評価項目の改定
・ を活用したハイブリッド型事業（１年次①②③）の検証と改善

第３年次 令和６年度
・２年間のふりかえりと改善
・ 基礎、 の開発と実施
・全科目でルーブリック による生徒評価
・豊高版卒業生活躍事例集の作成と域内中学校への配布
・ 備品リストの作成と共同利用のためのガイドライン作成
・２年間の検証と改善

第４年次 令和７年度
・学校設定科目の教材、指導体制の見直し
・３年間のふりかえりで見つかった課題に対応する校内研修を実施
・ 備品リストの公開
・課題研究指導に関する教員研修会の実施
・小学校教員対象の実験研修
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第５年次 令和８年度
・開発した教材を一般校でも使えるものにまとめ、発信
・ サイクルにより改善した各教科のルーブリックや課題研究・探究 テストなどの

実践事例を県内外に発信
・開発した豊高アカデミア等事業の実施ノウハウをホームページなどで公開

計画の進捗状況

－第１年次計画、第２年次計画の進捗－

（１）探究や 教育の推進を主に担う探究推進部を新たに立ち上げ

・第Ⅲ期４年次において で開発した事業の推進を学習指導部へ分担し、連携を取りながら

円滑に進められる体制を築いた。令和４年度は学習指導部に移管した事業を推進する探究推

進部を新たに立ち上げ、より強力に 教育の推進と普通科の探究活動の開発・実施を行

う体制を整えた。また新学科 探究科設置に向けた中心的役割を担った。

（２）１年理数科の確かな課題研究の実現に向けた取組

・理数探究基礎で入学前プレ探究活動を実施した。その授業で探究するために基本的な知識・

技能・態度を養い、 概論でミニ探究活動を実施した。３学期にはテーマ設定や先行研

究調べを実施し、２学年の研究内容を前倒し実施した。

・令和４年度入学生より、 による１人１台端末の購入と活用を行っている。その端末で

や などの習熟や、 によるファイルやデータのチーム内共有など、

２年生の理数探究で取り組む高次の課題研究の礎石となるスキルを身につけた。

（３）理数科２年生の理数探究、課題研究実践の開発と実施

・理数科１年生でテーマ設定や先行研究調べを前倒しで行った結果、２学年の実験や調査にあ

てられる時間が増加し、課題研究の質的向上を実現することができた。

・課題研究実践では、本校の卒業生の所属する研究室を訪問先へ増やし、研究に関するより深

い体験をすることができるようになった。

（４）普通科２年生理系の理数探究基礎の授業の開発と実施

・理数科１年生で開発した理数探究基礎の授業実践を普通科にも展開した。この授業を受けた

生徒が文系生徒と探究活動を行うことで、文系生徒への波及効果もあった。

（５）宿泊研修の復活

・ 感染拡大予防のため、サイエンスツアーをリモートで実施してきた。その間に

を活用したオンライン講義の技術を開発した意義は大きい。それらは継続して活用していく。

しかし、近隣に理系学部を含む総合大学のない本校にとって大学の研究室で直に実験器具に

触れたり、操作をしたりする体験は貴重であるため、再開を目指した。

・海外研修も中止をしてオンライン留学を実施することで、海外交流を継続してきた。しかし、

サイエンスツアー同様、海外に行かないと経験できないことが多くあるため、 の５

類相当の分類変更により、令和５年度から海外研修を再開した。

（６）「豊高アカデミア」の環日本海地域の学校の交流の場としてのさらなる充実を図った

・対面とオンラインによるハイブリッド型発表会の完成を目指した。

・「広がりから深まりへ」というコンセプトのもと、会場を校外施設から校内に変更し、主に

過去のアカデミアに参加経験のある高校を招待して連携関係を深めた。

・タイとアメリカの高校を招いて、 の発表ブースを設置した。

・ 先進校教員を講師として招き、探究活動指導力向上のための教員交流研修会を実施した。

○教育課程上の特例

・令和３年度以前入学生 第Ⅲ期の継続

学科
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 対 象

教科・科目名 単 位 数 教科・科目名 単 位数

理数科 理科・課題研究基礎 １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年

理科・課題研究実践 １ 総合的な探究の時間 １ 第２学年
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情報・数理情報 １ 社会と情報 １ 第２学年

１．理科学校設定科目「課題研究基礎（１単位）」、「課題研究実践（１単位）」を１年次、２

年次にそれぞれ履修することによって、総合的な探究の時間が目指す教科横断的な学びをよ

り効果的に実施する。総合的な探究の時間は必履修３単位のところ、２単位に減ずる。

２．「数理情報」では、課題研究に関連した論文作成やプレゼンテーションなど総合的な表現力

を「情報」と関連づけることで効果的に学ばせ、さらに英語科等との により国際性育成の

学習活動を展開する。

・令和４年度以降入学生

なし。 理数科は理数探究基礎（１単位）、理数探究（２単位）の履修をもって総合的な探

究の時間の履修の全部に代替する。普通科理系は理数探究基礎（１単位）の履修を

もって総合的な探究の時間の一部（１単位）を代替する。

○令和５年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項（教育課程表 ～ ）

主体的に課題を設定し、他者と協働して取り組む課題研究で高い教育効果をあげるために、学校

設定教科、科目を配置した。

（１）高度な探究を行うために基本的な知識、技能、態度を養う科目を配置（理数科）

・１年生で「理数探究基礎」と「 概論」を設置した。

（２）課題研究に必要な力を育み、わかりやすく伝える力を養う学校設定科目（理数科）

・「課題研究実践」「数理情報」

（３）教科の専門性を活かしつつ、教科横断型学習と協働学習により自ら課題設定し、多角的に捉

え解決する力や新しい価値を創造する力を育むことを目指して設置（理数科および普通科）

・学校設定教科「 」

科目：「 」、「 概論」、「 基礎」

○具体的な研究事項・活動内容（ に事業一覧を記載）

１．課題研究の深化

理数探究基礎

（ ）

理数探究

（ ）

課題研究Ⅲ

（ ）

２年生の課題研究を中心に据え、理数探究基礎で研究のスキルを習得

し、３年生で英語発表を行い、科学技術人材の土台を築く。全体指導

と個に応じた指導の両輪で、生徒の主体性に基づく探究活動と、必要

な知識や技能の指導とのバランスを図る。

理数探究基礎：研究の基礎を座学で学ぶ。 を活用した発表資料

作成、入学前プレ探究による課題研究の早期実施

理数探究：主体的に設定したテーマで研究、校内外で発表

（大学出張講義「課題研究の進め方」、「効果的な発表のしかた」）

課題研究Ⅲ：課題研究Ⅱの深化と英語での発表、校外での発表

概論

（ ）

課題研究実践

（ ）

長期休業、週末などを利用して集中的に実施し、課題研究に必要な知

識や技能、研究倫理に学ぶ。コロナ前の体制への復帰を図った。

概論：サイエンスツアーⅠ等

（神戸大研修、 講演会と発表指導）

課題研究実践：サイエンスツアーⅡ（６大学７研究室と連携）

探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（ ～ ）

理数探究基礎（普通

科２年生理系）

（ ～ ）

理数科課題研究の知見を普通科に普及し、探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを実施。全

校生が探究活動に取り組む。特に探究Ⅱは普通科２年生理系の生徒は

理数探究基礎として、座学と研究の両面で実施した。

探究Ⅰ：地域を素材とした探究活動

探究Ⅱ（理探基）：生徒が自ら設定したテーマによるグループ研究

探究Ⅲ：探究Ⅱの深化と論文作成、英語での発表、校内外での発表

２．地域と連携した探究活動

探究 （ ～ ） ・芸術文化観光専門職大学等 ・

（ ） ・ ・ 基礎
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小高連携・中高連携

等

・豊高サイエンスラボ（ ） ・ 体験会（ ）

・算数教室（小学校）（ ） ・がんばりタイム（中学校）（ ）

・青少年のための科学の祭典 豊岡会場運営と出展（ ）

理数探究（ ） ・兵庫県立大学豊岡ジオコウノトリキャンパス等

３．開かれた発表会「豊高アカデミア」の充実（ ～ 、 ）

全校生参加の発表会「豊高アカデミア」を結節点とすることで、学科横断、学年縦断で成果と

手法を普及する。環日本海地域の 校、非 校の対面およびオンラインのハイブリッド型の

発表を通して交流の場を創出する。また、本校卒業生の大学生・大学院生の発表を企画した。

令和４年度は実施日当日、気象警報により中止となった。令和５年度は令和４年度の取組に加

えて、 ブースを設置し、発表会としての質的向上を果たした。

４． 教育による教科融合・文理融合型教科プログラムの拡充・深化

学校設定教科 ・ （２単位） ・ 基礎（２単位）

・ 概論（１単位）、リベラルアーツ（１単位）開講準備

教育 ・ 講演会 ・ コンサート ・学校設定教科

５．テキストマイニング評価と課題研究テスト、授業力向上プログラムの開発

評価方法の開発

（ 、 ～ 、

、 、 、

）

・各科目で単元ごとのルーブリック（振り返りシート）を実施

・種々の調査による事業評価

（テキストマイニングによる評価、到達度テスト「 テスト」、

生徒意識調査、卒業生アンケート、 の全

体分析、 事業ごとのルーブリック評価の分析）

授業力向上

（ ）

・教員研修 ・授業研究ユニットなどのプログラム

探究活動の指導力

向上

（ ～ ）

・教員交流研修会を実施

６． を活用した授業・教材開発と探究活動への展開

（１） を活用した授業の事例共有（ ）

・授業研究ユニット ・校内教員研修

（２） を活用した動画教材の開発（ ）

・理数探究基礎の入学前ミニ研究活動の 動画解説

（３） を活用した実践

・通常授業の欠席者へのオンライン配信 ・ や の各種サービスを

活用した教科の授業 ・大学研究室と接続したオンライン実験研修 ・ 概論のオン

ライン指導 ・生物自然科学部の研究に対する専門家のオンライン指導 ・豊高アカデミ

アのハイブリッド開催 ・大学教員によるオンライン出張講義

７．本校卒業生の活用事例

（１）サイエンスツアーの訪問先の開拓（ ）

（２）豊高アカデミアの卒業生による口頭発表（ ）

（３）博士課程へ進学した卒業生による運営指導委員会での 成果報告（ ）

（４）課題研究検討会への卒業生の参加（予定）（ ）

８．その他のとりくみ

国際性を育むとりくみ ・オンライン留学（ ） ・全校リスニング（ ）

・

生物自然科学部

（ ～ ）

・バルーンようか天体観測 ・人はく研修 ・校外発表

・琵琶湖博物館研修 ・科学の祭典（成果普及） ・タイ研修



―　12　―

⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について

（１） 体験会、豊高アカデミアなどの地域に開かれたイベントを通した成果普及

（２）ホームページへの開発教材等の掲載（ ）

（３）交流会の講師として本校の探究活動の取り組みを発信

（４）小学校教員対象の研修の実施

○実施による成果とその評価

（１）組織体制を改め、学習指導部から探究推進部を分離独立した。探究活動、 教育の企画、

運営を探究推進部が担当し、指導体制の分業化を図り、事業の自走化への道筋を作った。

（２）サイエンスツアーや海外研修で、コロナ前の体制への復帰を進めることができた。

（３） 教育による文理融合・教科横断授業の深化を図った。新たな学校設定科目「 概

論」を開講し、令和５年度は新たに神戸大研修を開発した。（ ）

（４）理数探究基礎で座学とミニ探究活動により、課題研究の質的向上を目指した。理数探究の

発表では先行研究を考慮した発表や、豊富なデータ量など、成果が見られた。甲南大学主催

のリサーチフェスタでビッグデータ賞を受賞した。（ ）

（５） ツールを活用した授業、オンライン国際交流など多彩な取り組みが展開できた。

（６）桃園高級中等學校（台湾）や （オーストラリア）、 デイ

ヴィス高校（アメリカ）と で接続してオンライン交流を行った。年複数回の交流機会

を持つことで実際の海外研修よりも多くの生徒が交流できた。英語を運用する心理的障壁が

縮小してきている。（ ）

（７）タイへの研修や英語での発表など、生物自然科学部の研究と校外発表を促進した。賞を獲

得するなど、成果を上げている。部員の人数も適正な人数を推移しており、継続が望まれる。

○実施上の課題と今後の取組

（１）文理融合・教科横断授業の充実

・単位制新学科 探究科の学校設定教科、学校設定科目の開発、実施をすすめる。

（２）カリキュラムマネジメント 
・単位制新学科の２年次以降のカリキュラム開発を、３年間の サイクルを考慮して行う。

（３）課題研究や探究の深化と指導方法の改善

・探究の全校展開を継続する。生徒の主体性を維持しつつ、 比の維持・向上と課題研究の質

的向上に取り組むことが引き続き課題である。特に、質疑応答に関する甘さが運営指導委員

からの指摘にもある通り、大きな課題である。質疑応答の甘さが、自らの探究活動の詰めの

甘さにもつながるため、喫緊の課題である。

（４）コンテスト等の参加、受賞者の増加 
・理数探究や生物自然科学部の研究結果をコンテストや学会で発表する機会創出を行う。生物

自然科学部の発表については生物学会での発表を考えている。数学オリンピックへの参加者
は増加しており、神戸大学附属中等教育学校の企画している数学トレセンへ２回参加するな
ど、取り組みを強化してはいるが、受賞者が出るところまでは至っていない。

（５）海外連携校との共同実験の実施 
・海外の高校と共同実験や共同研究を開発する。

（６）豊高版卒業生活躍事例集の製作と域内中学校への配布 
・ を経験した生徒の中で、社会に出て活躍する事例が出てきている。それらを活躍事例集と

してまとめることで、本校生徒にとってはロールモデルとなり、域内中学校へ配布すること

で成果普及が期待できる。

（７） 備品リストと共同利用のためのガイドライン作成 
・本校の 備品を近隣他校が活用できるように備品リストと共同利用のためのガイドライン

を作成する。眠っている機器の利活用を進め、他校が機器不足で取れないデータを本校の備

品で取得し、研究活動の手助けすることで、域内の理数研究レベルの底上げをはかる。
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別紙様式２－１

兵庫県立豊岡高等学校 指定第Ⅳ期目 指定期間 ～

❷令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果

校内組織体制の改変（ ）

令和４年度、校内組織体制を改めた。令和２年度に 企画室に改変した際に、一部事業の運

営を学習指導部へ移行したが、令和４年度に学習指導部から分離独立し、探究推進部を新設した。

は理数科の課題研究を担当し、探究推進部は探究活動や 教育の企画・運営を担当する。

全校の探究活動を２つの部署で分担することで、より強力に企画・運営・事業の改善を行うこと

ができた。

１ 課題研究の再構成

（１）再構成の経緯と意図

指定第Ⅲ期目において、課題探究活動を

全校展開し、テーマ設定に生徒の主体性を

尊重したことで指導が多岐にわたるように

なり、理数科課題研究の指導が以前に比べ

て手薄になった。また、教員の予備知識が

ない複数のテーマの指導をしなければなら

なくなり、生徒任せになる部分が増えてし

まった。交流の広がりを目的とした発表会

「豊高アカデミア」は成功した反面、理数

科の課題研究発表会がイベント化し、十分

な科学的討議ができなくなった。そのため、

課題研究そのものへの取組が甘くなった。

これらが第Ⅲ期の課題であった。

そこで、課題研究の指導効果を高めるた

め、 事業を、課題研究基礎力をつける「基

礎ステージ」、実践的な課題研究を行う「実

践ステージ」、得られた成果を発表する「展

開ステージ」に再構成し、理数探究におけ

る課題研究を中心に据えたカリキュラムと

した。豊高アカデミアを結節点とし、次学年の探究活動のスタートに位置づけることで各ステー

ジのサイクルを回し、探究力を高めた（右図）。

各学年に基礎・実践・展開ステージをバランスよく割り振り、「基礎＋実践→展開」という流

れを毎年繰り返しながら、生徒が のサイクルをまわして探究活動とその結果を発表するスキ

ル、質疑応答のスキルを身につけていく。

２ 理数探究基礎のカリキュラム開発の成果（ ～ ）

（１）教科横断的な担当教諭配置（１年生理数科）

・理科、数学科、情報科教諭が担当することで、教科横断的に指導する体制を整えた。

（２） によるタブレット端末の活用

・教師と生徒間あるいは生徒間の研究データや資料の共有を容易にし、ポスターやパワーポイン

トなどの発表用データの同時編集が可能となった。
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・授業で や などの活用スキルを身につけたことで、オンライン講演会や実験にお

いてリアルタイムに思考過程を講師に示すことができた。また、自分のタブレット端末で

接続することで、講師の先生の共有資料を見やすくなった。

（３）課題研究の早期実施

・入学前にミニ探究活動を行い、入学後にその発表会を行った。

・テーマ設定や仮説、先行研究の調査を１年生の３学期に先取り実施した。課題研究の発表会で、

先行研究について触れている発表が令和元年度と比較して ％も増加した。（ ～ ）

・これらの取り組みにより、２年生の課題研究を深める期間を創出した。甲南大学主催のリサー

チフェスタでデータサイエンス賞を受賞したことが、その成果と考えられる。

課題研究の受賞状況

ビッグデータ賞 令和５年度 リサーチフェスタ

（４）普通科２年生理系での実施

・理数科１年生での開発した理数探究基礎の実践を普通科２年生へも展開した。研究についての

知識、技能、態度について基礎内容を学習して身につけてから、探究活動を行った。普通科２年

生文系と一緒に探究活動を行った班もあったため、波及効果が期待できる。

・例年以上にデータに基づいて仮説検証を深め、積極的にデータの図示化に努めた班が増えた。

（５）研究についての基礎知識の習得

・研究倫理、アンケート調査の質問作成時の注

意点などの学習成果を右図に示す。理数探究基

礎を受験していない生徒（  期生）と同一問題

で比較して、有意な成長が示された。（ ）

（６）テキストマイニングによる評価

・第Ⅲ期アンケートによる評価を中心に行った

が、生徒のメタ認知能力向上により自己評価が

下がってしまうなど、安定した検証ができなか

った。そこで、テキストマイニングによる評価

を試みた（下図右）。以前は頻度が低かった先

行研究についての頻度が高くなり、座学で体系

的に学ばせてから先行研究の調査に入ったこと

が効果的であったと推定できる。

（７） 文書要約による評価

・１年間の授業を振り返ってできるようになっ

たことについて生徒が書いた文章を、 を用い

て要約した（下図左）。これにより主観を排し

た分析につなげられる。要約結果は授業の目的

が概ね達成されたことを示すものであった。

図 テキストマイニング結果（スコア順）図 テキストマイニングツールによる要約

図 テスト 普通科比較

協力して探究活動を行うことで積極的に動く力が

ついた。景観を維持できる土壌発電について、部

員と協同して実験を重ねた。そこで得られたデー
タを分析してまとめて発表することができた。設

定した目標に必要な情報を取ってくる力。この探

究で学んだことを生かしていきたいです。
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３ 開かれた発表会「豊高アカデミア」の充実（ 、 ）

（１）地理的条件の不利な本校は、他 校生徒との交流の場の創出は必須である。そこで、開

かれた課題研究発表会「豊高アカデミア」を行っている。

（２）令和４年度は実施当日に気象警報により中止となった。しかし、何としても実施したいと

いう教員からの要請により、わずか２日後に「豊高ミニデミア」と称して小規模の発表会を

実施し、 による運営指導委員の指導助言を受けることができた。これも、これまでの発

表会実施で得られた知見と、探究活動を通して生徒が成長するという共通理解が教員に浸透

し、迅速な対応ができたためである。

（３）令和５年度は以下の取り組みを増やして発表会の内容を充実させた

・海外の高校を招いて、 のブースを設置した。生徒の英語運用に対する心理的

障壁の低減に貢献した。

・他校の教員も交えて教員交流研修会を実施し、探究活動の指導力向上を図った。

４ 海外研修の実施

（１）韓国海外研修（ ～ ）

・予定人数を越えたため、日本語と英語のハイブリッド型面接試験（ ）と、レポート課

題によって選考を行った。

・山陰海岸ジオパークのジオ（地質）、エコ（環境）、ソシオ（歴史文化）について事前学

習し、韓国のハンタンガンジオパークのジオ、エコ、ソシオについて比較研究を行った。

・事前学習の内容に自らの研究調査を加えて、発表資料を作成した。研修中に現地の高校生

と中学生と課題研究交流発表会を実施した。

・課題研究交流発表会は で韓国―ギリシャ―日本の３国を繋いで行った。海外研修に参

加できず、日本で発表会に参加した生徒もいた。

（２）タイ海外研修（ ）

・大事にしてきた 校のつながりから、タイの研修の招待があった。４日間にわたって行

われる盛大な発表会であり、本校の生物自然科学部の生徒３名が参加した。

５ 課題研究を支える事業・授業の開発、学校設定教科・科目

（１）研究スキルを高める授業の開発と実施

科目名 対象 単位数 主な内容

概論

（ ～ ）

理数科１年 １単位（長期休業中などに

集中的に実施）

サイエンスツアーⅠ

講演会

課題研究実践（ ） 理数科２年 １単位（長期休業中などに

集中的に実施）

サイエンスツアーⅡ

大学出張講義

（ ）

普通科３年 ２単位 教科間連携による複

眼的視点を養う授業

（２）大学等と連携したサイエンスプログラムのコロナ前の体制への復帰

・サイエンスツアーⅠ・Ⅱの実施

卒業生アンケートから、サイエンスツアーⅡは卒業生が進路決定に最も影響を与えた 事業

の１つであることが分かった。近隣に理系学部を擁する総合大学のない本校にとって、科学技術

人材の育成のためには大学の研究室で高度な理化学機器を用いた研究体験が非常に重要である。

ルーブリック自己評価（ ）において、８項目のうち６項目で高評価が ％を超えており、こ

の事業の有効性を改めて実証する結果となった。

（３）地域と連携した活動の拡充（表現力の涵養）

・地域の小中学生や保護者、高校の教諭へ本校の 教育について発信と普及を行った。（ ）

・小学校算数教室・・・豊岡市立豊岡小学校と連携（ ）

・中学校がんばりタイム・・・豊岡市立豊岡南中学校と連携（ ）

・豊高サイエンスラボ・・・中学生を対象にした科学実験教室（ ）
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・青少年のための科学の祭典・・・園児から中学生を対象にした科学実験

・ ・・・地域課題の解決のために、地元の企業で研修を行った。（ ）

６ 環日本海構想

指定第Ⅲ期より行ってきた豊高アカデミアなどで本校と繋がりが生まれた高校や研究機関など

を繋いで、都市部への移動が難しい日本海側のＳＳＨ高校が連携する構想を描いている（ ４ポ

ンチ絵）。そこへ、サイエンスツアーなどで訪問した大学を加えて一覧にした。

本校が 事業で行ってきた取組の成果である。２枚目の図は海外の連携先や海外研修先を示

している。 の活用により、環が世界へ広がり、交流が継続できている。

岩手県立盛岡第三高校

福島県立安積高校

東北大学

静 岡 大 学

東京大学
一橋大学

東京農工大学
慶応義塾大学

東海大学付属高輪台高校

京都大学
京都府立西舞鶴高校

京都府立宮津天橋高校
京都府立久美浜高校

大阪大学
大阪公立大学

徳 島 大 学

大分県立佐伯鶴城高校

福井県立若狭高校
福井県立武生高校

鳥取大学
鳥取県立米子東高校
鳥取県立鳥取西高校

島根県立出雲高校

九 州 大 学

県立広島大学

神戸大学
甲南大学

神戸市立六甲アイランド高校
武庫川女子大学附属中学校・高校

兵兵庫庫県県拡拡大大
芸術文化観光専門職大学

兵庫県立大学 豊岡キャンパス
兵庫県立豊岡総合高校

兵庫県立出石高校

兵庫県立生野高校

山形県立東桜学館中学校・高校

兵庫県立八鹿高校
兵庫県立但馬農業高校

兵庫県立姫路西高校

岡 山 大 学

カラサ シニア ハイスクール

韓国海外研修

ギリシャ・トルコ海外研修

台湾海外研修
桃園市立桃園高級中等学校

ディヴィス ハイスクール

タイ海外研修

ドイツ海外研修

豊岡高校 連携校

海外研修・海外連携校

室蘭工業大学

岩手県立盛岡第三高校

福島県立安積高校

東北大学

静 岡 大 学

東京大学
一橋大学

東京農工大学
慶応義塾大学

東海大学付属高輪台高校

京都大学
京都府立西舞鶴高校

京都府立宮津天橋高校
京都府立久美浜高校

大阪大学
大阪公立大学

徳 島 大 学

大分県立佐伯鶴城高校

福井県立若狭高校
福井県立武生高校

鳥取大学
鳥取県立米子東高校
鳥取県立鳥取西高校

島根県立出雲高校

九 州 大 学

県立広島大学

神戸大学
甲南大学

神戸市立六甲アイランド高校
武庫川女子大学附属中学校・高校

兵兵庫庫県県拡拡大大

ササイイエエンンススツツアアーーでで訪訪問問 豊豊高高アアカカデデミミアアななどど

兵庫県立浜坂高校

兵庫県立香住高校
兵庫県立村岡高校

芸術文化観光専門職大学
兵庫県立大学 豊岡キャンパス

兵庫県立豊岡総合高校
兵庫県立出石高校

兵庫県立生野高校

カラサ シニア ハイスクール

韓国海外研修

ギリシャ・トルコ海外研修

台湾海外研修
桃園市立桃園高級中等学校

ディヴィス ハイスクール

タイ海外研修

山形県立東桜学館中学校・高校

北 海 道 大 学

兵庫県立八鹿高校
兵庫県立但馬農業高校

兵庫県立姫路西高校

ドイツ海外研修

岡 山 大 学
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７ 豊高型 教育まとめ

・ （科学技術的思考力）の取り組み

理数系科目の習得に加えて、本校独自の取り組みを行っている。また の に“

”の意味も持たせ、英語力や国際性も育んだ。

＜具体的取り組み＞

① 概論 ②オンライン留学 ③全校リスニング ④人材養成プログラム

⑤英語で化学実験：ミニ探究活動「英語で中和滴定」 ⑥ 基礎

・ （ ）：人文社会科学的取組

を「情報プログラミング」「自己表現力の育成」「教養の深化」の３本柱として取り組んだ。

＜具体的取り組み＞

① 体験会（ ） ②コミュニケーションワークショップ（ ）

③ （ ）

８ 活用事例のまとめ

活用が広がっている。学習指導部による 活用の教員研修が奏功していると考えられる。

＜具体的取り組み＞

①実験データや写真のクラウド上での共有 ②ポスターやパワーポイントの共有と同時編集

③オンライン交流、リモート授業での や の活用 ④ の活用

９ 新聞報道等

＜令和４年度＞

・ 教育の取り組みについて「河合塾 ４・５月号」で紹介された。

・ の取り組みについて「ひょうご地域創生通信 」で紹介された。

＜令和５年度＞

・青少年のための科学の祭典が「新聞」２社で紹介された。（ ）

確かな学びを支える教員の資質向上の研究開発と生徒の成長につながる指導と評価の一体化

・生徒が身につけた力をより客観的に評価する テストを本格実施（ ）

・授業力向上プロジェクトの研究開発（ ）・・・単元ごとのルーブリック評価を実施

卒業生との知の交流

・サイエンスツアーⅡの訪問先の開拓（ ）

・豊高アカデミアにおける卒業生の研究発表（ ）

令和４年度は発表会が中止となったが、後日卒業生の発表を生徒が で視聴し、質疑応答をす

る時間を設けた。中止になったアカデミア当日に博士課程１年生の卒業生が運営指導委員会で

の成果が大学でどのように生かされているかを報告して好評を得た（ 参照）。

令和５年度は、３大学から５名の卒業生が参加した。卒業生同士のハイレベルな質疑応答も行わ

れたことで、生徒の良いロールモデルとなった。

コンテストへの取り組み（ ～ ）

・数学・理科甲子園 、 への参加

・日本数学オリンピック予選への参加

上位進出はかなわなかったが、数学オリンピックには１年生も多く参加し、神戸大学附属中等教

育学校の数学トレセンへ２回参加して数学力を鍛えるなど、来年度への継続と飛躍が期待できる。

数学や理科の難しい問題を仲間と話合いながら解答する楽しさを感じていた。
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自然科学系部活動の充実（ ～ ）

令和５年度は男子９名、女子５名が在籍する。 年

度以降順調に部員数が増加したが、部員への顧問の指

導が行き届かなくなるという課題も露呈した。第Ⅳ期

では、広がりから深まりへの転換を図り、部としての

適正規模を模索し、研究が十分に深められる活動内容

を目指した。現在は適正な人数へ収束したといえる。

生徒の主体性を尊重しつつ、継続研究の魅力を伝える

ことで、生徒が主体的に取り組む継続研究を実施する。

特に、アカハライモリの研究では、タイ研修に参加

したり、 校の成果報告会などに参加して発表したり

するなど、活発に活動を行った。また、多くの賞を獲

得した。発表先で高い評価をいただくことも多く、生

物学会などの専門学会での発表を計画中である。

生物自然科学部の受賞状況（２年分）

奨励賞 令和４年度 第 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

令和５年度 （山形県立東桜学館高校主催）

ナイス

探究賞

令和５年度 が未来を変える★研究発表 年

（ 朝日放送テレビ主催）

奨励賞 令和５年度 第 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

単位制新学科 探究科のカリキュラム開発

学科改編により、 探究科を立ち上げ、そのカリキュラム開発を行った。

② 研究開発の課題

１ 単位制新学科 探究科の探究活動などの開発

上記の図より、 探究科は２学年から文系科目選択と理系科目選択とに分かれることにな

り、知識背景の違う生徒への配慮を行いながら探究活動の開発を行う必要がある。また、

Ⅰ～Ⅲ、共創探究Ⅰ～Ⅲなどの研究開発についても、豊高型 教育の実績を活用しながら

行っていく必要がある。

２ 発表会での質疑応答の活性化

発表会の様子や自己評価の質問作成の項目の低さなど、質疑応答に消極的である。来年度の発

表会に向けて、科学的な議論のスキルの養成方法も検討していく。

３ 交流が続いている海外の高校との共同実験

日本と海外の共通点や相違点を共同実験で明らかにする手法の開発を行っていく。

４ 豊高版卒業生活躍事例集、 備品リスト、共同利用のためのガイドライン作成

本校の 事業のまとめと、近隣他校への成果普及のために、豊高版卒業生活躍事例集、

備品リスト、共同利用のためのガイドラインの作成を行っていく。

令令和和６６年年度度入入学学生生教教育育課課程程
SSTTEEAAMM探探究究科科（（単単位位制制））

保健 Ⅰ
共創探究

Ⅰ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

探究
基礎

（学校設定科目）STEAM Ⅰ､Ⅱ、Ⅲ、探究基礎、探究実践　　（但し、探究基礎と探究実践は特定期間に実施）

共創探究
Ⅱ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

数学A 論理・表現Ⅰ

２年 公共
物理基礎

共創探究
Ⅲ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

探究
実践科学と人間生活

３年 体育論理国語 古典探究 英コミⅢ 論理・表現Ⅲ 選択科目（17単位） STEAM Ⅲ

英コミⅡ 論理・表現Ⅱ 選択科目（11単位） Ⅱ体育 保健 情報Ⅰ論理国語 古典探究

英コミⅠ 家庭基礎１年 現代の国語 言語文化 地理総合 歴史総合 数学Ⅰ 化学基礎 生物基礎 体育 芸術
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第１章 

研研究究開開発発のの概概要要

❸❸実実施施報報告告書書（（本本文文））



―　20　―

第第１１章章 研研究究開開発発のの概概要要 ➌➌実実施施報報告告書書（（本本文文））

１１ 学学校校概概要要 （（２２））研研究究開開発発課課題題 （（３３））目目的的・・目目標標 （（４４））本本校校のの研研究究開開発発

（１）学校概要

① 所在地，電話番号，ＦＡＸ番号

所在地 兵庫県豊岡市京町 番 号

電話番号 ＦＡＸ番号

② 課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教員数

ア．課程・学科・学年別生徒数，学級数（全校生徒をＳＳＨ主対象生徒とする）

課

程
学 科

第１学年 第２学年 第３学年 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全

日

制

普通科 ４ ４ ４

理系クラス）

理数科 １ １ １ ３

計 ５ ５ ５

普通科１年生は文系理系を分けていない。

普通科３年の１クラスは文系と理系の生徒が混在する学級である。

イ．教職員数

校長 教頭 教諭 養 護 教 諭 非 常 勤 講 師 実習助手 Ａ Ｌ Ｔ 事務職員 司書 臨時講師 計 
１ １ １ ３ ２ ５ ０ ６ 

（２）研究開発課題 
豊高型 教育を基盤とした創造力・国際性を備

えたサイエンスリーダーの育成 
 
（３）研究開発の目的・目標 

① 目的

深い教養と高い専門性を持ち、世界の平和と発展

に貢献できる知識と技能・態度を持った科学系人材

を育成する。カリキュラム開発等で得られた教育資

産を発信し、北近畿の理数教育の充実に資すること

を目的とする。

 
② 目標 

第Ⅲ期で培った普通科の生徒が取り組むことがで

きる課題研究手法を更に深め、課題研究の土台とな

る力を養う「豊高型 教育」の開発と普及、「豊

高アカデミア」での成果を基にした確かな課題研究、

教育の指導ができる教員の資質向上の研究を

行うことを目標とする。

 

（４） 本校の研究開発

① 育む力 
深い教養と高い専門性を持ち、世界の平和と発展

に貢献できる知識と技能・態度を持った科学系人材

の育成をめざして、次の力を育む。 
ア．生涯にわたり協働して課題を発見し、他者と

協働して科学的手法で解決する力 
イ．他者とのかかわりや評価を通して課題解決の

方向性を自ら導くことができる力 
ウ．わかりやすく伝える表現力と国際的討議力 

 
② これを実現するための本校 研究開発

ア．豊高型 教育の開発 
イ．生徒の成長につなげる評価方法の開発 
ウ．開かれた発表会、「豊高アカデミア」の実施

（成果の普及） 
エ．成果を世界や郷土の発展に活かす、科学技術

系人材を育成するカリキュラムの開発

オ． を活用した授業、事業の開発
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（（５５））研研究究開開発発のの経経緯緯

展開ステージ
１年生 ２年生 全校生 学校設定科目 課題研究・探究Ⅱ・Ⅲ （校外発表・各種コンテスト含む）

4月 DSインタービューゲーム 全校リスニング（～２月）
数・理・情報専門科目
（～３月）

探究活動（～３月） カリキュラムマネジメントプログラム

理数探究基礎発表会
〔タイ〕（発表）

全体研修（年５回適宜）

カリキュラムマネジメントプログラム

５月
DS夢アプローチシート
X（エックス）カードゲーム

台湾桃園高級中等學校オンラ
イン留学

キャリア教育促進プログラム

医療系人材養成プログラム
（～３月）
教員養成プログラム
（～３月）

課題研究Ⅲ中間発表会 サイエンストライやる

探究Ⅲ発表会

６月
テーマ設定講演会
「未来からの挑戦状」

がんばりタイム（中学生数学
指導）～２月

課題研究Ⅲ発表会 カリキュラムマネジメントプログラム

東北大学出張講義
「課題研究の進め方」

STEAMコンサート 授業研究ユニット

アクティブ・ラーニングプログラム

研究計画報告会 評価プログラム（ルーブリック）

７月
STEAM講演会
「次世代エネルギー水素を使っ
て模型の車を走らせる」

ルーブリック面談

（発表）
コミュニケーションワーク
ショップ

東桜学館START
（発表）

小学校連携講座
（算数教室）

青少年のための科学の祭典

８月
サイエンスツアーⅡ
（神戸大学）
サイエンスツアーⅡ
（静岡大学）

SSH生徒研究発表大会
（発表）

豊高サイエンスラボ 韓国海外研修
サイエンスツアーⅠ
（神戸大学）

カリキュラムマネジメントプログラム

９月 T-Discoveryツアー事前講演会
サイエンスツアーⅡ
（鳥取大学）

アクティブ・ラーニングプログラム

T-Discoveryツアー
STEAM体験会

サイエンスツアーⅡ
（九州大学）

カリキュラムマネジメントプログラム

10月
サイエンスツアーⅡ
（神戸大学）

STEAM講演会
「AIで仕事はなくなるの？」

数学・理科甲子園

探究Ⅰ　クラス発表会
サイエンスツアーⅡ
（東北大学）

東海大付属高輪台高校SSH発
表会（発表）

カリキュラムマネジメントプログラム

11月

STEAM講演会
「地域ビッグデータの検索・
生成による新しいビジネスの
創出」

サイエンスツアーⅡ
（東京大学）

理数探究・課題研究中間発表
会

STEAMコンサート 県総合文化祭自然科学部門 授業研究ユニット

STEAM講演会
「宇宙から見る食料・環境問題
～アフリカを例に」
「目の前のペンが《ペン》とし
て在るとはどういうことか」

評価プログラム（ルーブリック）

アメリカ ワシントン ACデイ
ビス高校オンライン留学

兵庫「咲いテク」
五国SSH連携プログラム

12月
コミュニケーションワーク
ショップ

普通科にも開かれたサイエン
スツアー（神戸大学）

探究Ⅱ口頭発表会 キャリア教育推進プログラム

リサーチフェスタ（発表）
探究Ⅰ　学年発表会 ルーブリック面談

兵庫県立大学出張講義
「効果的なポスターの作り方」 探究Ⅱポスター発表会

CanDoテスト カリキュラムマネジメントプログラム

１月 数学オリンピック キャリア教育推進プログラム
探究Ⅱ口頭発表会

理数探究・課題研究発表会
サイエンスフェア（発表） 授業評価
豊高アカデミア
（全校発表会）

授業研究ユニット

２月 テーマ設定グループワーク
福島県立安積高校SSH発表会
（発表）

カリキュラムマネジメントプログラム

評価プログラム（ルーブリック）

３月 テーマ設定プログラム
普通科にも開かれたサイエン
スツアー（東京大学）

課題研究討論会（発表） キャリア教育推進プログラム

論文作成
英語での資料つくり

実践ステージ基礎ステージ 授業力向上
プロジェクト
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（（６６））評評価価項項目目一一覧覧

兵庫県立豊岡高等学校ＳＳＨ事業　評価項目一覧

ａ
関
係
構
築
力

ｂ
積
極
性
・
責
任
感

ｃ
発
想
・
想
像
力

ｄ
知
的
探
究
力

メ
タ
認
知

や
り
抜
く
力

ａ
計
画
立
案
力

ｂ
調
査
す
る
技
能

ｃ
デ
ー

タ
を
分
析
・
統
合

　
す
る
力

ｄ
仮
説
を
立
て
る
力

課
題
突
破
力
（

）

論
文
に
ま
と
め
る
力

論
理
的
表
現
力

発
表
態
度

（

課
題
研
究
Ⅲ
は
英
語
）

発
表
資
料
の
工
夫

質
問
す
る
力

質
問
へ
の
対
応

英
語
で
の

　
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

基礎ステージ

探究Ⅰ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅰ（Dream Speech） ☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆

探究Ⅰ（未来からの挑戦状）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

理数探究基礎
☆
☆

☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

大学模擬授業・高大連携講座 ☆
☆
☆

☆ ☆

小学校実験教室
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

小学校算数教室
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

豊高サイエンスラボ
☆
☆

☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

全校リスニング
☆
☆

海外研修
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

科学の祭典
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

留学生との交流
☆
☆

☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

実践ステージ

サイエンスツアーＩ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

サイエンスツアーⅡ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

学校設定科目 ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

探究Ⅱ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅲ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

理数探究
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

課題研究Ⅲ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

展開ステージ

豊高アカデミア
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

コンテストへの参加
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

他校SSH発表会
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

①生涯にわたり協働して課題を発見し解
決する力

②高度で実践的な科学的思考力
③わかりやすく伝える表現力と

国際的討議力
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（（７７））ルルーーブブリリッックク表表（（ ）） ～～令令和和５５年年度度版版～～

力 項目 ４（Ｓ） ３（Ａ） ２（Ｂ） １（Ｃ）

aa  関関係係構構築築力力
自自律律的的にに雑雑談談・・意意見見交交換換がが
ででききるる

人人のの話話がが聞聞けけるる、、
ままたたはは自自分分をを語語れれるる

挨挨拶拶ががででききるる、、返返事事ががでできき
るる

人人とと接接すするるここととががででききなないい

bb  積積極極性性・・責責任任感感

AAにに加加ええ、、他他のの班班員員にに役役割割
をを与与ええたたりり、、よよりり良良くくななるる
よよううにに行行動動ししたたりりででききるる

自自分分でで役役割割をを見見つつけけ、、担担うう 頼頼ままれれれればば役役割割をを果果たたすす
役役割割をを与与ええらられれるるののをを避避けけ
るるよよううにに
ししてていいるる

cc  発発想想・・想想像像力力
他他者者かかららのの意意見見をを受受けけてて再再
構構成成ででききるる

BBにに加加ええ、、現現実実的的ななアアイイデデ
アアががああるる

アアイイデデアアがが言言ええるる
アアイイデデアアがが浮浮かかばばなないい、、
アアイイデデアアをを言言ええなないい

dd  知知的的探探究究力力

自自らら疑疑問問をを持持ちち、、日日頃頃かからら
情情報報収収集集ででききるる・・経経験験とと知知
識識をを関関係係づづけけらられれるる

BBにに加加ええ、、事事前前学学習習ををすするる 事事後後学学習習ををすするる
知知識識ををつつけけよよううととししなないい、、
調調べべよよううととししなないい

ee  メメタタ認認知知力力

自自身身のの行行動動やや考考ええをを俯俯瞰瞰しし
てて見見つつめめ、、現現状状をを的的確確にに捉捉
ええてて対対応応ででききるる

目目 標標 とと 現現 状状 をを 客客 観観 的的 にに 捉捉
ええ、、自自身身のの行行動動ににつつななげげるる
ここととががででききるる

目目標標をを立立てて、、自自身身をを振振りり返返
るるここととががででききるる

目目標標をを立立てて、、自自身身をを振振りり返返
るるここととがが不不十十分分ででああるる

ff  ややりり抜抜くく力力

困困 難難 がが 生生 じじ てて もも 目目 標標 にに 向向
かかっってて、、自自ららをを肯肯定定ししつつつつ
ややりり抜抜きき、、高高次次のの目目標標をを設設
定定ででききるる

現現状状をを肯肯定定的的にに捉捉ええ、、困困難難
がが生生じじててももああききららめめずずにに取取
りり組組むむここととががででききるる

活活動動にに対対ししてて意意欲欲的的にに取取りり
組組むむここととががででききるる

活活動動にに意意欲欲的的にに取取りり組組むむここ
ととががででききなないい

aa  計計画画立立案案力力
主主体体的的にに実実行行可可能能なな計計画画をを
立立ててるるここととががででききるる

主主体体的的にに計計画画をを立立ててるるこことと
ががででききるるがが、、そそののままままでではは
実実行行ででききなないい計計画画ででああるる

他他者者のの力力をを得得てて、、計計画画をを立立
ててるる事事ががででききるる

計計画画をを立立ててるるここととががででききなな
いい

bb  調調査査すするる技技能能

にに加加ええ、、目目的的ののデデーータタをを
得得るるたためめにに効効果果的的なな使使いい方方
ががででききてていいるる

ああるる程程度度のの実実験験器器具具・・ソソフフ
トトのの操操作作法法をを知知っってていいるる

教教 ええ らら れれ たた 通通 りり にに 実実 験験 器器
具具・・ソソフフトトをを操操作作すするるこことと
ががででききるる

正正 しし くく 操操 作作 でで きき るる 実実 験験 器器
具具・・ソソフフトトががほほととんんどどなないい

cc  デデーータタをを分分析析・・統統合合すするる力力

にに加加ええ、、自自分分ななりりのの図図やや
枠枠をを書書きき加加ええ、、デデーータタをを分分
類類ししてていいるる

デデ ーー タタ ・・ 情情 報報 のの メメ モモ をを 取取
りり、、デデーータタのの特特徴徴やや、、要要点点
をを明明確確ににししてていいるる

デデーータタ・・情情報報ののメメモモはは取取るる
がが、、ままととめめききれれてていいなないい

デデーータタ・・情情報報ののメメモモをを取取らら
なないい

dd  仮仮説説をを立立ててるる力力
目目的的ににああっったた仮仮説説をを立立ててるる
ここととががででききるる

自自分分でで仮仮説説をを立立ててるるここととがが
ででききるる

目目的的はは理理解解ででききるるがが、、仮仮説説
をを立立ててるるここととががででききなないい

探探 究究 活活 動動 のの 動動 機機 ・・ 目目 的的 がが
ははっっききりりししなないい

ee  課課題題突突破破力力((ＰＰＤＤＣＣＡＡ))

計計画画・・実実行行・・結結果果のの振振りり返返
りりををしし、、反反省省をを次次のの活活動動にに
生生かかせせるる

計計画画・・実実行行・・結結果果のの振振りり返返
りりををししたたがが、、反反省省をを次次のの活活
動動にに生生かかせせてていいなないい

計計画画ををたたてて実実行行ししたたがが、、結結
果果のの振振りり返返りりををししなないい

行行きき当当たたりりばばっったたりりのの行行動動
ををすするる

ff  論論文文ににままととめめるる力力

にに加加ええ、、得得らられれたたデデーータタ
やや参参考考文文献献ななどどをを適適切切なな書書
式式でで書書きき加加ええ、、信信頼頼性性をを確確
保保ででききるる

動動機機・・目目的的・・方方法法・・結結果果・・
考考察察・・展展望望ななどどのの内内容容をを入入
れれてて仕仕上上げげるるここととががででききるる

探探究究活活動動をを文文章章ににままととめめるる
ここととははででききるるがが、、論論文文のの書書
きき方方をを知知っってていいなないい

何何かからら手手をを付付けけてていいいいののかか
分分かかっってていいなないい

aa  論論理理的的表表現現力力

にに加加ええ、、順順序序立立てててて分分かか
りりややすすくく伝伝ええるるここととががでできき
るる

テテーーママにに沿沿っったた内内容容をを提提示示
しし、、要要点点をを伝伝ええるるここととががでで
ききるる

テテーーママとと主主張張にに関関連連ははああるる
がが、、ううままくく伝伝ええらられれなないい

テテーーママとと主主張張がが合合致致ししてていい
なないい

bb  発発表表態態度度((課課研研ⅢⅢはは英英語語))

にに加加ええ、、表表情情・・声声量量・・目目
線線がが聴聴衆衆にに届届いいてておおりり、、身身
振振りりななどどををままじじええてて関関心心をを
引引くくここととががででききるる

原原 稿稿 をを しし っっ かか りり 覚覚 ええ てて おお
りり、、ししゃゃべべりりもも滑滑ららかかででああ
るる

原原稿稿をを覚覚ええてていいるるがが、、ぎぎここ
ちちなないい

原原稿稿をを棒棒読読みみししてていいるる

cc  発発表表資資料料のの工工夫夫

にに加加ええ、、資資料料のの見見せせ方方がが
効効果果的的でであありり、、聴聴衆衆のの理理解解
をを促促すすここととががででききるる

要要点点ががよよくくままととままっってておお
りり、、発発表表のの流流れれがが理理解解でできき
るる

工工夫夫のの形形跡跡はは見見らられれるるがが、、
理理解解ででききずず流流れれがが把把握握でできき
なないい

工工夫夫のの形形跡跡がが見見らられれなないい

dd  質質問問すするる力力
にに加加ええ、、発発表表者者とと質質疑疑応応

答答をを繰繰りり返返すすここととががででききるる
的的をを射射たた質質問問ががででききるる 質質問問内内容容がが的的をを射射てていいなないい 質質問問ををししなないい

ee  質質問問へへのの対対応応

ああららかかじじめめ質質問問をを予予想想しし、、
客客観観的的デデーータタををふふままええつつつつ
答答ええるるここととががででききるる

質質問問にに流流暢暢にに答答ええらられれるる
質質問問ににはは答答ええるるがが、、ぎぎここちち
なないい

質質問問にに答答ええらられれなないい

ff  英英語語ででののｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ

ままととままっったた文文章章でで答答ええなながが
らら、、間間をを空空けけずずににややりりととりり
すするるここととががででききるる

文文章章ででのの応応答答ががででききるるがが、、
時時々々間間ががああくくここととががああるる

単単語語ののみみででのの応応答答がが多多くく、、
時時々々沈沈黙黙ががああるる

会会話話がが止止ままるる

①①
生生
涯涯
にに
わわ
たた
りり
協協
働働
しし
てて

課課
題題
をを
発発
見見
しし
解解
決決
すす
るる
力力

②②
高高
度度
でで
実実
践践
的的
なな

科科
学学
的的
思思
考考
力力

③③
わわ
かか
りり
やや
すす
くく
伝伝
ええ
るる
表表
現現
力力
とと

国国
際際
的的
討討
議議
力力
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第２章 

研研究究開開発発のの内内容容
 
 

本章では、プログラムごとに下のような表を掲載している。この

表の、①a などの評価項目は、p.23 ルーブリック表の、「つけたい

力」に対応する。プログラムごとにつけたい力を設定し、特につけ

たい力（☆☆）、つけたい力（☆）を明確にして、内容の開発を行

った（目標）。事後、生徒はルーブリック表を用いて自己評価を

行った。その結果、SまたはAを選んだ生徒の割合を表中の（結

果）欄に記す。 

また今年度はルーブリックの見直し、改定を行った。以前のル

ーブリックを基本とし、より幅広く力を評価できるようにメタ認知

（①e）、やり抜く力（①f）などを追加している。 

下の〈表２〉は課題研究Ⅲ実施後、ルーブリック表を用いて生

徒が行った自己評価の結果の例である。〈表２〉より、①a、①ｂ、

②e、②f、③aは概ね目標通り生徒の自己評価が高かった。対し

て、③b、③e などは、こちらが意図したほど生徒の自己評価が

高くなかったことがわかる。 

 
 
表表２２ つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果のの例例（（課課題題研研究究ⅢⅢ））

評評価価

項項目目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

表１ 生徒につけたい力（再掲）

①

関係構築力

積極性・責任感

発想・想像力

知的探究力

メタ認知

やり抜く力

②

計画立案力

調査する技能

データを分析・統合する力

仮説を立てる力

課題突破力（ ）

論文にまとめる力

③

論理的表現力

発表態度（課題研究Ⅲは英語）

発表資料の工夫

質問する力

質問への対応

英語でのコミュニケーション
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第第２２章章 研研究究開開発発のの内内容容

（（１１））基基礎礎スステテーージジ①①

～～科科学学的的思思考考力力とと研研究究ススキキルルのの育育成成～～

理理数数探探究究基基礎礎（（１１年年生生理理数数科科））

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

研究手法やデータ処理の仕方、研究倫理などを体系的に学ぶことで、２年次の理数探究（課題研究）へつ

なげるとともに、結果を科学的に議論する力をつける。座学と実習をバランスよく配置した理数探究基礎と、

校外で実践的に実習に取り組む学校設定科目 概論（ ～ 参照）とを有機的に連携することで、

座学と実践の両輪で課題研究（理数探究）に必要な資質を涵養する。

身につけさせたい力 課題設定、情報収集・活用、表現、仮説、研究手法、倫理、企画実行、協働、

粘り強く取り組む姿勢

２２．．実実践践内内容容

（１）対象・配当時間・担当者

理数科１年生 名（男子 名・女子７名）

１単位時間（月曜６校時）

担当：足立（化学）・田村（数学）・伊藤（情報）

（２）授業内容（１単位時間 月曜６校時）

時時期期 学学習習内内容容

入入学学前前 ミミニニ探探究究活活動動 

４４月月 ミニ探究活動班内発表会 
ミニ探究活動クラス内発表会 

４４月月～～

５５月月 

教教科科書書  
科学的とは 探究をする上での心構え 
探究の流れ テーマ設定、仮説、計画 

６６月月～～

７７月月 

仮仮説説検検証証演演習習  
梅干しから塩を取り出す 
コップを置いた時のくもりの原因を探る 
ろうそくの炎のしくみを解明 

９９月月～～

月月 
教教科科書書 
探究に必要なその他の知識 統計学 

月月  
教教科科書書 

論文の書き方、発表の仕方、ポスターの作
り方、口頭発表スライドの作り方 

１１月月  テテーーママ設設定定ググルルーーププワワーークク 
２２月月  研研究究テテーーママのの設設定定 先先行行研研究究のの調調査査  

（３）単元の内容

①ミニ探究活動

入学前の春休みに、自分でテーマを設定しミニ探究

活動を行わせた。テーマ設定が不慣れな新入生への支

援として、約 のテーマ例と、それぞれのテーマで

の研究の進め方のヒントを示した。４月には班内発表

会を経てクラス内発表会を行った。伝え方の工夫、他

者の発表との比較、活発な質疑応答などを経て、探究

活動発表会としてのみならず、意欲向上、他者理解や

お互いに高めあえる雰囲気づくりにも貢献した。

②仮説検証演習

「梅干しから塩を取り出す」「コップを置いた時の

くもりの原因を探る」「ろうそくの炎のしくみを解明」 
仮説検証演習では、身近な現象に関係する問いを設

定し、仮説と検証方法をシートに記入させ、班ごとに

解明を行わせた。うまくいかなければ仮説の再設定や、

検証方法の変更を行い、試行錯誤しながら取り組んだ。

回を重ねるにつれスムーズかつ適切に実行できる生

徒が増え、一定の成果が得られた。

③テーマ設定

指定第Ⅲ期に開発した「探究ノート」の内容を用い

て様々なワークを行い、テーマ設定に取り組んだ。研

究計画書はクラス内で小グループを作り、相互評価の

ワークをした。

３３．．事事業業のの評評価価

テキストマイニングによる評価

概論と同じ手法で行った。評価の詳細は

にまとめて記載した。

図 テキストマイニング結果（スコア順）

図 テキストマイニングツールによる要約

理数探究基礎の授業を通じて、実験の手順やデータの処理方法を学び、仮

説を立てる能力や考える力が向上したことを述べています。また、研究を通

じて新しい考え方や見方を学び、協力して取り組むことの重要性を実感し

たと述べています。さらに、データの取り方や統計の方法を学び、パソコン

を使ったスライド作成や仮設検定の方法も身につけたと述べています。全

体的に、理数探究の授業を通じて研究や考える力が伸びたと感じているこ

とが伝わってきます。
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理理数数探探究究基基礎礎（（２２年年生生普普通通科科理理系系））

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・理数科で開発した内容を普通科にも波及することで探究活動の質的向上が発露される。

・研究手法やデータ処理の仕方、研究倫理などを体系的に学ぶ活動と教科書を用いた座学を並行して行うこ

とで、確かな探究活動ができる。

・教科書を用いた学習の後、自ら設定したテーマによる探究活動を行うことで、課題発見・解決に必要な資

質・能力を育成するとともに、発表する力が養われる。

２２．．実実践践内内容容

使用教科書：理数探究基礎（数研出版）

探究の段階ごとに教科書を用いた座学の授業を行

った。

＜指導内容＞

４～６月
テーマ設定・研究計画

５月 日 研究計画報告会

６～ 月
研究

月 日 中間発表会

～３月

発表資料作り・研究報告書作成

月 日 ポスター発表会

１月 日 口頭発表会

１月 日 豊高アカデミア

３３．．評評価価

（１）生徒の評価

定期考査、ルーブリック自己評価、ポートフォリ

オ（ポスター、口頭発表資料、自己評価シート）、

パフォーマンス（発表内容、態度）を素材に、３観

点別に評価した。

（２）授業の評価

生徒に対して行った「探究Ⅱ 振り返りアンケー

ト」（ルーブリック評価）を基に授業評価を行った。

（実施： 月～１月）評価項目は に記載。４

段階の評価項目を到達度の高いものから順に便宜

上４点、３点、２点、１点とし、生徒の自己評価結

果を文系と理系で比較した。４点、３点を付けた生

徒の割合を次表に示す。

理系クラス（２クラス 名）は、理数探究基

礎の教科書での学習を済ませた後に探究活動を行

っている。また、探究活動中も教科書を持ってい

るため、探究活動の各段階において教科書を参照

しやすい環境にある。一方文系クラス（２クラス

名）は、従来通り探究活動を行っている（教科

書を用いた学習はなし）。

ルーブリック評価のすべての項目で、理系の方

が自己評価が低い結果となった。とりわけ、課題

設定と情報収集・分析の項目で理数探究基礎履修

クラス（理系）と未履修クラス（文系）の差が大

きかった。理系の自己評価が総じて文系より低か

った理由として、以下のいずれかが考えられる。

・教科書を用いた学習の結果、何ができるように

ならないといけないのかが明確に分かり、自己評

価の閾値が文系に比べて高くなっていた。

・調査研究が主であった文系テーマに比べて、調

査に加えて実験や計算が主であった理系テーマで

は数学や理科の背景知識が少ないため、難しさを

感じた。

・座学の時間を捻出したため活動の時間が少なく

なってしまい、設定テーマに対して十分な探究活

動ができなかった。

次に生徒の振り返りの記述をテキストマイニン

グし、比較した（スコア順、理数科は昨年度（１学

年）の結果）。

普通科文系（スコア順）

到達度
文系
％

理系
％

文 理

課題設定
４点
３点

情報収集・
分析

４点
３点

考察
４点
３点

発表
４点
３点

基
礎
ス
テ
ー
ジ
①
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普通科理系（スコア順）

理数科 １学年時

理数探究基礎を学習した普通科理系や理数科（理

数科は昨年度履修時のデータ）では、仮説、アンケ

ート、グラフ、先行研究などのキーワードが目立

ち、探究手法に基づいた振り返りができていた。理

数科と普通科理系（ともに理数探究基礎を履修）を

比べると、普通科理系では、アンケートなど、調査

に重きを置いていたことが見て取れるのに対し、理

数科では先行研究、質疑応答、聞き手、実験などの

キーワードが意識されていることが明瞭で、より研

究手法が定着しているとともに、伝えることまでを

意識した探究活動になっていたことが見て取れる。

理数探究基礎以外の要素の効果、即ち理数科のみで

行う 事業の効果が示される結果であるといえ

る。 
概論（１単位、 に記載）における大学

での研修や発表の機会が大きな成果を生んでいるこ

とを支持する。 

 
普通科文系（頻度順）

 
普通科理系（頻度順）

 
次に、単語の頻度順に分析した。双方で大きな違

いは見られなかったが、いずれも「考える」が高頻

度で出現しており、主体的に課題と向き合ったこと

が見て取れる結果であった。 
普通科生徒の振り返り文章をチャット を使っ

て要約させた。機械要約を行うことで、担当者の心

情や主観を排した要約文がつくれる。授業担当者自

身が振り返りシートを分析した感触と大きく異なら

なかったことからも、生徒の振り返り文章を丸ごと

機械要約にかける方法は、簡便な授業（事業）分析

方法として、一定程度評価できると考えてよい。 

＜ による要約文＞ 
（普通科全体。文系２クラスは理数探究基礎履修なし、

理系２クラスは理数探究基礎履修） 
この一年間の探究活動を通じて、自分の考えを伝え

る力や広い視野で物事を捉える力、異文化理解の必

要性などが身についたと感じています。また、意見

をまとめたり、結果を出す力や論理的に考える力も

身についたと思います。さらに、他の人の意見を聞

いたり、役割を決めて行動する力や計画力、問題解

決に取り組む姿勢も身につきました。これらの力を

活かして、今後も積極的に取り組んでいきたいと思

います。 
 
＜ による要約文＞（理数探究基礎実施クラスのみ抽出） 
協力して探究活動を行うことで積極的に動く力が

ついた。景観を維持できる土壌発電について、部員

と協同して実験を重ねた。そこで得られたデータを

分析してまとめて発表することができた。設定した

目標に必要な情報を取ってくる力。この探究で学ん

だことを生かしていきたいです。 

機械要約文から、授業の成果が一定程度得られた

ことがわかる。理数探究基礎履修生徒のみを抽出し

た方が、より具体的な要約になっていた。班員任せ

にせず個々がより主体的に取り組んだことが読み取

れる結果であったともとれるが、教員の所感では文

系理系に取り組みの遜色はなく、 分析との差異の

原因は検討を要する。 
、担当教諭双方の分析結果から、ねらいは概ね

達成されたと評価できる。 

基
礎
ス
テ
ー
ジ
①
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（（２２））基基礎礎スステテーージジ②②

～～リリーーダダーーににふふささわわししいい国国際際性性ととココミミュュニニケケーーシショョンン力力のの育育成成～～

韓韓国国海海外外研研修修

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

本校の位置する但馬北部は、鳥取県東部から京都府北部にかけて東西 以上、南北約 の「山陰海

岸ユネスコ世界ジオパーク（以下、山陰海岸 ）」に含まれている。理数探究において、この山陰海岸

と関連した課題研究を進めている。本海外研修では、事前学習で山陰海岸 や但馬地域の植生、歴史文化

に関して事前学習を行い、露頭 ジオ 、自然環境（エコ）や歴史文化・人々の生活や習慣（ソシオ）をキーワ

ードとして「山陰海岸 の豊岡盆地と韓国漢灘江（ハンタンガン） との比較研究」と「ジオパークの

地理的特徴とコウノトリの生息地としての特徴の共通点と相違点の比較研究」、「分野横断的に多角的な視点で

考察することができる思考力の養成」を大きな柱とする。また、ヤンジュペクソク高校とソンヤン中学校の生

徒と課題研究交流発表会を英語で行うことで、国際的な討議力をつけることを目的とする。 
さらに、その課題研究交流発表会を本校と韓国、そしてギリシャのレスボス島 の三国でつなぐことで

波及効果を高めることを目指す。また、学年を解体した縦割り班で活動させることで、上級生が下級生に自身

の研究を伝えるという波及効果も期待できる。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｄ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

Ⅲ期平均

※比較のために「Ⅲ期平均」は平成 年度～令和元年度の３カ年で実施した海外研修の自己評価の平均値を

算出し、令和５年度と同じ評価項目で並べた。令和５年度にルーブリックの改訂を行い、さらに新規に評価に

加えた項目があるため、平均値が記載されていない項目がある。

３３．．成成果果とと課課題題

・生徒定員 人に対して、希望者が 人であった。

そのため面接とレポートでの選考方法を開発した。

担当者とネイティブ教員のペアで面接を行い、日

本語の質疑応答で研修に対する意欲を問い、英語の質

疑応答で英語運用能力を判定するハイブリッド型の

面接を実施した（開発した面接の評価ルーブリックは

に掲載）。また、山陰海岸 についての講義を

受講し、それについてのレポートを評価することで選

考を行った。 
・事前学習では、地元地域の「地質（ジオ）」「植生や

コウノトリ保全（エコ）」「豊岡の文化や歴史（ソシオ）」

について学ぶことで、地元への理解が深まった。 
・事前学習で学んだことを課題研究交流発表会の口頭

発表資料を作成する際に、上級生が下級生に指導する

場面が多々あり、探究活動の波及効果があった。 
・漢灘江でのフィールドワークでは、植生と地質的特

徴との関係やその変化、また地域産業との関連性につ

いて調査することができた。 
・漢灘江ジオパークセンタ

ーでは、センタースタッフ

による解説と、在韓日本人

ガイドの今別府氏の説明により、漢灘江 と地元

の山陰海岸 との「ジオ」「エコ」「ソシオ」につ

いて比較研究を行うことができた。 
・ジオビレッジのフィールドワークでは、ジオパーク

の地元住民の活動が活発で、そうなった経緯を質疑応

答で炙り出すことができた。その成果を地域住民の参

画に課題感がある山陰海岸ジオパーク推進協議会へ

報告することで活性化に資することができる。 
・課題研究交流発表会では、司会進行や発表、質疑応

答を英語で行い、韓国の生徒と英語で討議することへ

の抵抗が減ったと考えられる。 
・物おじせずに話そうとする韓国の生徒と様々な活動

をおこなうことで言語運用能力が向上した。 
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・課題研究交流発表会を韓国、ギリシャ、日本で

を活用して実施することで、 に関する活発な双

方向の交流の場が国境を越えて広がった。 
・２のルーブリック自己評価の結果から、高い学習効

果があったことが伺われる。特に、英語のコミュニケ

ーションに後ろ向きであるのが本校の課題の１つで

あるため、③f の割合が高いことから、その課題解決

の１つとして事前学習や海外研修のプログラムが有

効であったと評価できる。 
・２のルーブリック自己評価の②b の評価が低かった

のは実験器具や実験用ソフトを用いてデータを取得

するプログラムが少なかったためである。科学的なデ

ータの取得や実験用ソフトを活用するプログラムを

充実させることが今後の課題である。 

４４．．実実践践内内容容

【【日日 時時】】令和５年８月 日（日）～ 日（水） 
【【場場 所所】】韓国（ソウル～漢灘江 ） 
【【生生 徒徒】】 名（２年普通科４名、理数科７名 

 １年理数科４名） 
【【担担 当当】】三木 亮 
【【引引 率率】】榮羽 勝 三木 亮 松原 典孝氏 
【【事事前前学学習習】】  
① 山陰海岸 と漢灘江 の共通点、地質

学的特徴などに関して、同行した兵庫県立大
学大学院の松原講師による事前講義を実施
し、レポートにまとめた。 

② ＮＰＯ法人コウノトリ市民研究所代表の上
田尚志氏より、山陰海岸ジオパーク内の生物
多様性とコウノトリの保護、野生復帰への取
組についての講義を受け、講義内容をレポー
トにまとめた。 

③ 豊岡市コウノトリ共生課 成田和博氏、農林
水産課 山本隆之氏より、豊岡市の環境調和
型農業への取り組みについての講義を受け、
講義内容をレポートにまとめた 

④ 本校地歴公民科職員より、朝鮮戦争の歴史に
ついて、地理的な面を含めて講義を受け、講
義内容をレポートにまとめた。 

⑤ 山陰海岸 のフィールドワークを行い、
各自のタブレット端末で写真を撮るなどし
て資料収集を行った。 

⑥ 現地の高校生との交流で用いる発表資料を
「ジオ」「エコ」「ソシオ」の３班に分けて、
それぞれ英語で作成し、 及び英語科教員
の指導のもと、発表練習を行った。 

⑦ 本校 によるリスニングおよびディクテー
ションを毎週実施した。 

【【韓韓国国海海外外研研修修日日程程】】

月日

曜
発着 時刻 実施内容 宿泊地

８

日

豊岡高校

関西国際空港

仁川国際空港

ソウル歴史博

物館

宿舎着

移動（貸し切りバス）

韓国の歴史や生活（ソシ

オ）を学ぶ

ソウル

８

（月）

アートバレー

漢灘江世界ジ

オパークセン

ター

宿舎着

センター研修

課題研究交流発表会

抱川

８

（火）

漢灘江

（鉄原郡周辺）

漢灘江

（抱川市周辺）

宿舎着

ピドゥルギナン瀑布、湧

水をフィールドワーク

ジオビレッジ ヒアリ

ング調査

抱川

８

（水）

チョルウォン

平和展望台

仁川国際空港

関西国際空港

豊岡高校

フィールドワーク

移動（貸し切りバス）

解散

【【事事後後学学習習】】  
① 事後アンケートを実施した。 
② 研修内容をパワーポイントにまとめ、豊高ア

カデミアで「ジオ」「エコ」「ソシオ」の３つ
のテーマでステージ発表を行った。 

③ 山陰海岸ジオパーク推進協議会へ、研修報告
を行う。３月に実施予定である。 

≪≪生生徒徒のの感感想想≫≫  
・豊岡を沢山知ることで「豊岡にはこんな凄い所がある

んだ！」と私の故郷の豊岡を誇りに思いました。 
・発表準備の段階では２年生と一緒に作業をする事があ

り、英語でのスライドの作り方や話し方など参考になる

部分がとても多かったです。

・参加生徒は全く違う個性があって、それぞれが得意を

活かし、自分の仕事を全うしようという意思があった。

年齢や立場関係なく意見をはっきり言い合えたのが私

の中の経験にはあまりなくて、意見の合わない人たちと

真面目に一つの仕事をこなすことがどんなに楽しくて、

すごいことなのかを学べました。

・発表への意識が変わった。最初はどうやったら間違え

ないだろうとかを考えていたけど、最後はどうやったら

伝わるだろうと主観から客観へと視点を変えることが

できました。 
・英語で会話をした。自分よりもすごく綺麗な発音でも

っと勉強しようと思えた。言語を超えて仲を深める力が

身についた。

・豊岡のジオ、エコ、ソシオを学び、研修先で多くのこ

とについて比較研究出来ました。事前学習は大事です。 
・本物のリーダー性というのは、みんなを従わせること

じゃなくて、一人ひとりを繋げて、頑張ろうと思わせる

能力なんだなと思いました。

・事前学習や発表準備は少し大変だなと感じたこともあ

ったけど、比べ物にならないほど貴重な経験をすること

が出来た。

・このような貴重な体験をしたことで、自分に自信が持

て、もっと他の海外の国についても沢山勉強したいと思

いました。

・夜遅かったにもかかわらず、家に着いてから母に沢山

のことを絵に書いてまで説明してしまい、本当に楽しか

ったんだなぁと思ってしまいました。
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オオンンラライインン留留学学

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

年実施の卒業生アンケート

に、本校在学中の経験についての影

響度を評価する設問がある。『国際性

を育む取り組み』における「留学生

との交流」では「わからない・経験

していない」という回答が７割を占

め、「全く影響がなかった」と答えた

ものも取り組みの中でもっとも高

い。コロナ禍が収束した現在、『豊高

で世界と出会う』という本校のスロ

ーガンにふさわしく、国際性を備え、

自身の考えや意見を英語で述べようとする英語運用能力を高めるために、まずはオンライン留学に興味・関

心を持たせ、手ごたえのある経験とするための持続的な取り組みとする。 

２２．．実実践践内内容容

（１）対象生徒・人数

名 １年生 名、２年生 名

今年度は実施毎に参加生徒を募集するのではな

く、一年を通してオンラインによる海外交流を経験

することで、英語で思いを伝えることへの心理的障

壁をなくすことを目指した。

（２）担当教員

探究推進部（ネイティブ英語教諭・英語科教員）

（外国人指導助手）

（３）桃園高級中等學校（台湾）との交流

実施日 内 容

５ （金） ①学校紹介

②学校など日常生活についての質疑

応答

月 年賀状の交換

３ ８（金） ペンパルとの交流

ネイティブ教諭の発案で、先方の参加生徒 名

と本校の約 名でペンパルを決めて年賀状の交換

を行った。名前を知る相手を想像しつつ年賀状を交

換し、相手からカードが届くとみんな喜んでいた。

カードのやりとりで自己紹介を行うことによって、

互いに顔の見える交流ができ、それがより相手の国

や文化について理解を深めようとする様子につなが

った。

（４）Ａ･Ｃ （米国）との

交流

実施日 内 容

（土） ①学校紹介（日本語→英語）

英語を母語とする生徒とのオンライン留学を望み、

兵庫県国際交流協会から紹介を受けた。時差の関係

で土曜日の午前中に実施し、先方は各自の家からの

参加となった。今後、オンライン留学の機会を増や

すために対応が大変ではあるが、各自のパソコンや

端末を活用した交流が増える可能性もある。交流の

ファシリテーターである教員の英語運用能力と

活用能力がより必要となると考える。

特に良かった点は、各自の学校紹介と交流を互い

に日本語と英語で伝え合ったことである。母語でな

い言語で互いに交流することを通して、両者が分か

る単語で伝え合い、分かり合おうとする態度が普段

以上に見られた。

３３．．生生徒徒のの感感想想

・実際に海外の人と話すことで、英語の授業とは違

う体験を得た。スライド作成や、手紙を書くときに、

相手のことを考えながら進めたので、楽しく英語と

向き合うことができた。

・少人数で話せたことで、話せる時間が長くなった

ことが良かった。事前にプレゼン資料を準備するこ

とで、楽しみな時間が増え、交流する実感が湧いた。

・海外の文化や歴史に触れることで、自分の視野が

広がったと感じた点。

・手紙を事前に送り合うことで、交流会がより楽し

みになった。
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豊豊高高ササイイエエンンススララボボ（（中中学学生生をを対対象象にに実実験験授授業業））

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・仲間と共に授業計画を立てる過程で、コミュニケーション能力や責任感が育まれる。

・中学生の前で授業をすることにより、自己表現力を高め、自己の思考を明確にする力が養われる。

・分かりやすい授業を作る過程で、他者の視点に立って物事を見る能力が育まれる。

２２．．実実践践内内容容

【【日日 時時】】令和５年８月 日（金）

【【場場 所所】】化学実験室、化学講義室、生物実験室

ルーム、普通教室

【【生生 徒徒】】２年理数科 名

【【担担 当当】】三木 亮 伊藤 俊之 武田 拓也

【【内内 容容】】

理数科２年生の生徒が、 探究科のオープンハ

イスクールに参加した中学生に、化学実験・生物実

験・プログラミング体験についての実験を行った。本

年度は中学生約 名の参加があった。指導計画の作

成と授業の進行は生徒が行った。

【【実実験験のの内内容容】】

化学「元素の性質を体験しよう」 生物「原形質分

離の観察」 情報「マインドストーム体験」

３３．．成成果果とと課課題題

生徒同士の相談や授業の役割分担等をスムーズに

行っていた。文系科目の

公開講座は教師が行った

が、理数分野の実験だけ

でなく文系科目にも本校

の生徒を教師役としてあ

てていきたい。

青青少少年年ののたためめのの科科学学のの祭祭典典 豊豊岡岡会会場場大大会会（（出出展展・・当当日日のの運運営営））

１１ 仮仮説説・・ねねららいい

・地域に対して科学の普及を行うことで、科学における社会貢献のあり方を体験できる。

・高校生自らが実験を理解し、安全に行うことや、展開を考えながら来場者に分かりやすく伝える工夫をす

ることで、科学的思考力や表現力、豊かな創造性、コミュニケーション能力を養うことができる。

・子どもたちの科学への興味や関心を高めることができる。

 
２２ つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

３３ 成成果果とと課課題題

・来場者 約 名 の園児や小中学生と保護者に伝わるような説明を工夫することで、表現力が向上した。

・タブレット端末を活用して実験内容のポスターを共同編集で作成した班があったことが特徴的であった。

・各ブース内で生徒各自が自発的に取り組み、考えて行動することで、責任感を高めることができた。

４４ 実実践践内内容容

【【日日 時時】】令和５年７月 日（土）、 日（日）

【【場場 所所】】但馬文教府

【【生生 徒徒】】１年理数科 名 生物自然科学部 ９名

【【担担 当当】】松田 和則 澁谷 亘 足立 賢博

中井 裕章 武田 拓也 藤本 良平

長田 寛俊 上坂 純矢 山本 紀代美

三分一 純子

【【内内 容容】】

理数科１年生と生物自然科学部が以下の①～⑥の

実験ブースを出展し、小中学生や園児などへ実験指導

を行った。 ①箱の中に虹を作ろう ②一筆書きで図

形を描こう ③カラフルソフトビーズをつくろう

④プラスチックでキーホルダー ⑤手作り顕微鏡

～ミクロの世界！～ ⑥色が変わるステンドグラス

を作ろう
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ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭ 体体験験会会

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

本校は令和２年度から３年間 教育実践モデル校に指定され、地域への 教育

の波及とともに、幼い頃より理数系教育に触れ、親しむ態度の涵養に努めてきた。「情報

プログラミング」「自己表現力の育成」を目指す本校の取り組みを体験し、その楽しさを

実感してもらう機会とするために、今年度はできるだけ本校生徒が地域の子ども達に指導

し、触れ合う時間を増やすこととした。

２２．．実実践践内内容容

【日 時】令和５年９月 日 土

【場 所】本校 ルーム・３Ｆ教室

【参加者】小学生 名、中学生 名、学校教員１名

保護者 名

【指導補助】２年生９名

教員養成プログラム受講者及び、本校の理数

科生徒より参加を募った。

体 験 内容

①『 でストップウ

オッチを作ろう』体験

ストップウオッチをプ

ログラミングで作成

②『レゴでプログラミング』

体験

３人１組でレゴのマイ

ンドストームを用いて

ライントレース

③『ドローン操縦』体験 ２人１組でドローン操

縦や撮影体験

④『ＶＲで豊高体験』 ヴァーチャル空間で映

像コンテンツの視聴

⑤『ＮＡＯ』の展示

３Ｄプリンターと作品の展

示

３Ｄプリンターで制作

中のものも展示

（１） 体験

開校式後、 を用いたプログラミング体験

から始めた。本校生の補助もあり、スムースにプログ

ラミングは進行した。小学生の中には （スク

ラッチ）に慣れて

いる子どももおり、

個人差が生じてい

たため、プログラ

ミングを得意とす

る子どもには別課

題の準備も必要だと感じた。

（２）レゴのマインドストーム体験

本校理数科生徒の指導の下、レゴのマインドスト

ームを用いた、ライントレース体験を実施した。３人

１組で指導に沿って、確認しながらプログラミングを

行った。レゴの動きに合わせて、プログラミングを微

調整するところでは、班で話し合いながら楽しんで進

めることができた。

（３）ドローン体験

２人１組になっ

て、 ルーム

に設置した机から

机まで、離着陸と

飛行を楽しんだ。

直感的に操作でき

るため、非常に盛

り上がり、高校生

と一緒に記念写真

を撮る様子も見ら

れた。

（４）『ＶＲで豊高

体験』

中学２年生以上

を対象として実施した。本校の ルームをヴ

ァーチャル空間に再現し、そこで映像コンテンツ

を選択・視聴することができる。 体験の

時間を活用して、保護者にも ルームでＶＲ

を体験していただいた。生物自然科学部の生徒の

ポスター発表を鑑賞してもらうことで、本校

事業を地域の方や子ども達に知っていただくこと

となった。

３３．．参参加加者者アアンンケケーートト結結果果

複数回答いただいたアンケート結果については上

記の通りである。本校生徒ともに行ったドローン

が高評価となった。レゴ・マインドストームにつ

いては組み立てから行うなど今後の実施について

は工夫を要する。

小

学

生

中

学

生

保

護

者

合

計

①

②レゴ・マインドストーム

③ドローン

④ＶＲゴーグル －

⑤展示

合 計
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 医医療療系系人人材材養養成成ププロロググララムム・・教教員員養養成成ププロロググララムム

１１．．ねねららいい

但馬地域は医療・教育の人材が慢性的に不足し、その人材を本校から輩出していくことが地域の要望と

なっている。両分野を志望する生徒を対象に、兵庫県内の大学や行政機関などと連携し、医療、教育分野

における専門的な知識と課題解決への学びを展開し、将来の地域社会を支える人材の育成を目指す。ま

た、ディベートやレポート課題等を通じて社会課題や根源的な問いに対する思考力・表現力を涵養する

とともに、実践の場を通じて自らの考えを深める機会を提供し、有為な人材の育成に寄与する。探究活動

との相互関連性を高めることで、両プログラムでの学びを主体的に深化させることを目指す。

２２．． 参参加加生生徒徒実実績績（（令令和和元元年年度度～～令令和和５５年年度度））

医療系人材養成プログラム 教員養成プログラム

１ ３ ４ １ ３ ４

１年生 45 24 25 36 3344  26 26 24 20 1122  

２年生 39 30 22 23 2200  22 19 10 7 1133  

合計 84 54 47 ※59 ※5544  48 45 34 ※27 ※2255  

※ より１年生を中心とした１年間のプログラムに再編

３３．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価でで４４･･３３をを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

評価

項目

①課題を発見し解決する力 ②分野への実践的思考力 ③わかりやすく伝える表現力

ｃ

前期

後期

※ 人材養成プログラム 独自のルールブック 後期のルーブリック自己評価は３月の修了式に実施予定

４４．．実実践践内内容容

（１）医療系人材養成プログラム

内 容 講 師 ・ 指導者

５ 開講式・オリエンテーション

（前期レポートテーマ提示）

神戸大学医学部 石田 達郎 教授

神戸大学医学部 園田 悠馬 准教授

公立豊岡病院組合管理者 八木 聰 氏

６ 地域医療セミナー ちば内科クリニック院長 千葉 義幸 先生

７ 豊岡病院分野別医療セミナー 豊岡病院より医師・薬剤師・看護師・技師等 名

８ ８ 豊岡病院オープンホスピタル 豊岡病院

８ ９ 八鹿病院「医師を目指す高校生セミナー」 公立八鹿病院院長 西村 正樹 先生

９ ７ 前期レポート提出

９ 各分野別大学模擬講義 豊岡病院研修医 赤松 歩美 先生

医療系セミナー（後期レポート提示） 神戸大学医学部 河野 誠司 特命教授

神戸大学医学部研修（～ ） 神戸大学医学部 長尾 学 特命助教

下 「ふれあい看護体験」 豊岡病院、八鹿病院

２ ６ 後期レポート提出

２ ９ 医療系大学セミナー（薬学・医技・看護・リハ） 川崎医療福祉大学 成廣 直正 准教授 
神戸学院大学薬学部 瀧本 竜哉 助教

３ ６ 医療系ディベート選手権 神戸大学医学部 園田 悠馬 准教授

３ 閉講式 神戸大学医学部 園田 悠馬 准教授

基
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（２）教員養成プログラム

（３）レポートテーマ

５５．．進進学学者者数数のの推推移移

※教育系統は教育学部への進学者数のみ 

（４）探求Ⅱとの連携

医療系では５テーマ 名、教員養成系では５テー

マ 名がプログラムでの学びを探究Ⅱで主体的に深

化させることができた。以下、一部テーマを抜粋。

６６．．成成果果とと課課題題

前期ルーブリック自己評価から、① 主体的に学ぶ

知的探求力、③ 質問する力や③ 議論する力の育成

に課題を感じている生徒が多いことが分かった。そう

した課題意識をもってプログラムに参加したため、活

発に質問や議論に参加する場面も見受けられた。探究

Ⅱへの接続も円滑になっており、より多くの生徒が各

分野への探究心を育んでいる。

教員養成プログラムへの参加者が減少傾向にある

ため、関係諸機関と連携を深めて継続して教員志望者

を育成したい。ただ、プログラム修了者の教育系統へ

の進学率は平均で約 ％となっており、一定の成果が

みられる。

内 容 講 師 ・ 指導者

５ 開講式・オリエンテーション

（前期レポートテーマ提示）

兵庫教育大学教育実習副センター長 平松 紳一 様

豊岡市教育委員会学校教育課長 寺坂 浩司 様

６ 上 がんばりタイム（豊岡南中、３回） 豊岡南中学校 伊地智 健介 先生

６ 幼保セミナー・授業実践セミナー 兵庫教育大学 吉國 秀人 教授

７ 下 算数教室 豊岡小学校

７ 幼保体験 八条認定こども園 河本 美佳 先生

９ ７ 前期レポート提出

９ 下 がんばりタイム（豊岡南中、６回） 豊岡南中学校

９ 各分野別大学模擬講義 佛教大学教育学部 高見 仁志 教授

４ 特別支援教育セミナー 但馬教育事務所 学校支援専門員 松本 茂樹 様
教育学セミナー

（前期レポート講評、後期レポート提示）

兵庫教育大学教育実習副センター長 平松 紳一 様

兵庫県教育委員会 殿井 瑞穂 様

英語教育セミナー 但馬教育事務所 主任指導主事 松元 善徳 様
２ ５ 教育セミナー 八条小学校 山根 啓樹 先生

２ ６ 後期レポート提出

３ 閉講式 兵庫教育大学教育実習副センター長 平松 紳一 様

医療系レポートテーマ

前期 医療補助器具のアイデア作成

後期

①ある病気を見つけるためのスクリーニング

検査 と確定診断に用いる検査 の組み合わ

せを見つけ、その組み合わせが有効な理由

②感度と特異度を利用して検査のカットオフ

値を決める方法の説明

教員養成レポートテーマ

前期 児童・生徒と信頼関係を築くために

後期
子供たちを前にして、あなたの好きな言葉を

使って伝えたいこと

医療系探究Ⅱテーマ

リハビリで健康寿命を伸ばすために

少子高齢化による医療現場の人手不足を解消するには

を使って、よりよい医療にするために

教育系探究Ⅱテーマ

海外の教育制度を取り入れた新しい教育制度を作ろう！

新しい板書スタイルを確立しよう

効率的な家庭学習のために をどう活用するか

基
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全全校校リリススニニンンググ

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・本校勤務の英語科のネイティブ教諭と日本人教員、 によるライブ放送で毎週実施している。日本と異

なる世界の文化・伝統行事や創作物語など多様な題材を取り扱い、日常会話特有のフレーズを盛り込むことで、

英語への興味・関心を高める。さらに、家庭学習では取り組みづらいリスニングを習慣化することによって、

ある程度まとまった量の英語を聴くことに慣れ、苦手意識の軽減と知的探求心の醸成を図る。

・リスニング力を向上させることで、課題研究Ⅲで行う英語での研究発表や質疑応答、オンライン国際交流

での受け答えなど、スピーキングの場面と相関した英語力を身につける。

２２．．実実践践内内容容とと考考察察

【日 時】毎週木曜日 ： ～ ：

【場 所】 教室（校内放送にて実施）

【生 徒】全校生徒

【担 当】ジュリウス・チャップマン

宍倉 明夫

ミシェル・ボリュー

ジェイソン・ジャン

リスニング問題は原案作成後、ネイティブ英語教諭

と ２名、英語科教員１名で協働して問題を作成し、

英語科教員が解説を作成する。その際、英語科教員は

既習事項や大学入試・外部検定試験などの傾向を踏ま

え、語彙や表現についても修正を加えている。放送後

に解答・解説を配布し、それを見ながら再び放送文を

聴くことで、英文（文字）と音声を結びつける学びと

なっている。

また年度内での指導の定着度を把握するために、同

じテストを学期ごとに 回ずつ、年間で計３回（４月・

９月・２月）実施した。

AAnnaallyyssiiss::  

our school’s previous ALTs. The 2nd year 

「シリーズもの」は『 … 』で続く

創作物語。実際の や教員が登場する冒険譚のため、

生徒の反応もよく、回を重ねるほど得点率が上がった。

AAnnaallyyssiiss::  

CCoonncclluussiioonn::  

analysis of the students’ growth for each type 

perspective on the students’ growth.

7.9

9.4

9.2
8.9

9.1

9.4

5.0

7.0

9.0

11.0

点
数

テスト回数

同同一一テテスストトにによよるる得得点点変変化化

((11･･22年年生生))
１年生 ２年生

6.7

10.6

8.1

8.4

10.2

7.7

11.5

8.7

8.2

10.9

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

無人島物語

- P A R T  1
無人島物語

- P A R T  2
宇宙物語 -
P A R T  1

宇宙物語 -
P A R T  2

宇宙物語 -
P A R T  3

点
数

テスト名

シシリリーーズズもものの(1･･2年年生生)
１年生 １年生 ２年生 ２年生
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基
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（（３３））基基礎礎スステテーージジ③③

～～深深いい教教養養とと豊豊かかなな表表現現力力、、知知的的探探究究心心のの育育成成～～

探探究究ⅠⅠ

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・大学等の教員より地域課題の現状とその背景について講義を受け、地域課題の解決を目指す活動を通し

て、探究の手法を学ぶ。

・課題を発見・解決する力をつけ、自己の考えを形成し、表現する力を養うことで「深い学び」の醸成に資

する。 
・演劇的ワークショップを行うことで、コミュニケーション能力の向上に資する。 
・演劇的手法を用いて探究の深化を図る教育手法を確立する。 
 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

探究Ⅰ（未来からの挑戦状）より

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｄ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

２

 

３３．．実実践践内内容容

（１）探究Ⅰ（金曜６校時）

１学期

１． （ドリームスピーチ）

①インタビューゲーム

②夢アプローチシート（マンダラチャ

ート）の作成

２．金沢工業大 カードゲーム

『アクションカードゲーム 』

３．探究活動『未来からの挑戦状』（５時間）

①探究ガイダンスと挑戦状（探究テー

マ）の発表

②外部講師より各テーマに関する地

域課題の現状について講義

４．第１回コミュニケーション・ワークシ

ョップ（２時間）

２学期
１．①探究活動『未来からの挑戦状』（８時

間）

② ツアー（３時間）

③クラス発表会（２時間）

④学年発表会（２時間）

２．第２回コミュニケーション・ワークシ

ョップ（２時間）

３学期
１．探究活動振り返り（２時間）

２．テーマ設定（４時間）

①金沢工業大 カードゲーム

『アクションカードゲーム 』

今年初めて実施し

たが、非常に活発な話

し合いとなった。実現

可能性よりも事象へ

の多面的な捉え方が

できるという点で、探

究のグループワークの導入として有効だと感じた。

②探究活動『未来からの挑戦状』

探究ガイダンスと挑戦状の発表

【場 所】和魂百年館
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Ｓ

探
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活
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Ｔ‐

Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ

ツ
ア
ー

発
表
資
料
作
成

ク
ラ
ス
発
表
会

学
年
発
表
会

豊
高
ア
カ
デ
ミ
ア

【講 師】探究推進部 永田 さおり

【生 徒】第１学年普通科 名

【担 当】第１学年担任団 探究推進部

【内 容】

「探究」とは答えが分からないものにどのように

アプローチするかを学ぶことであり、「探究Ⅰ」では

地域課題の解決を通して、探究の手法を身に着ける

ことを目的としている。昨年度に引き続き、多くの

先生方が講師として探究活動をご指導して下さる

こととなった。

【外部講師と挑戦状（テーマ）】

挑挑戦戦状状①①但馬地域の中核都市と

して、豊岡はどうあるべきか

芸術文化観光専門職大学

中尾 清 教授

挑挑戦戦状状②②世界の人々と友達にな

れる観光 外国人訪問

客と観光資源のマッチング

芸術文化観光専門職大学

直井 岳人 教授

挑挑戦戦状状③③豊岡市の地場産業「豊岡

鞄」の活性化～伝統産業は先進産

業のゆりかご～

芸術文化観光専門職大学

中村 嘉雄 助教

挑挑戦戦状状④④学生が楽しく暮らすた

めの地域公共交通デザイン

芸術文化観光専門職大学

野津 直樹 講師

挑挑戦戦状状⑤⑤商店街の魅力の再発見、

価値の再創造へ

福知山公立大学

谷口 知弘 教授

挑挑戦戦状状⑥⑥ 宿泊×交流ツーリ

ズム→関係人口増！

福知山公立大学

中尾 誠二 教授

挑挑戦戦状状⑦⑦学校内外のオンライン

教育の光と陰

兵庫教育大学

吉國 秀人 教授

挑挑戦戦状状⑧⑧但馬シニア世代の健康

寿命をのばせ☆！

八鹿看護専門学校

和田 美穂 教員

挑挑戦戦状状⑨⑨キュレーション 展示制

作 ・プロジェクト

立教大学

小泉 元宏 教授

③コミュニケーション・ワークショップ（計２回）

【場 所】 ルーム

【講 師】芸術文化観光専門職大学講師 姚瑶氏

【生 徒】第１学年普通科 名

【担 当】第１学年担任団 探究推進部

【内 容】

「異文化共生」をテーマに、１回目は豊岡市に暮ら

す外国人に対して、災害時に必要な情報をいかにして

伝わりやすくできるかを考えた。２回目は外国人と再

婚した家族の「悩み」は何かというオープンエンドな

問いに対するグループでの話し合いを行った。そのあ

と、「外国人ルーツの転校生がやってきた」というシチ

ュエーションでの寸劇を各グループで披露した。

④ ツアー事前講演会

『新しい世界と出会うために』

【場 所】和魂百年館

【講 師】中田工芸株式会社 中田 修平 取締役社長

【生 徒】第１学年普通科 名

【担 当】第１学年担任団 探究推進部

【内 容】

演題の『世界』とは海外のことではなく、今生き

ている現実の捉え方を変えることで、新たな世界が

自分の目の前に現れることである。本校 であり、

運営指導委員でもある中田社長様より、世界を

視野に入れたブランディングやご経験をお話しい

ただいた。

⑤ ツアー

地域課題の解決のために、フィールドワークは重

要である。コロナ禍が収束した今年度地元企業との

連携のもと、 ツアーを再開することが

できた。今年度は探究テーマに基づき、自分たちで

見学先を決め、目的に見合うアンケートの準備を行

った。実社会とつながりながら様々な方との協働の

もと、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現す

る た め に

い か に 動

く か を 考

え る よ い

機 会 と な

った。

【 ツアー協力企業・団体】

エンドー鞄株式会社 株式会社オフテクス

株式会社トキワ 株式会社 由利 城崎温泉麦

わら細工かみや民藝店 城崎温泉観光協会

芸術文化観光専門職大学 西日本城崎温泉駅

誕生の塩工房 豊岡駅通商店街振興組合

豊岡観光イノベーション（山本屋） 円山川公苑

４４．．成成果果とと課課題題

クラス発表会で選出された各テーマの代表班が、

学年発表会、豊高アカデミアで口頭発表を行った。

今年度は発表資料に工夫が見られ、見ごたえのある

班が多かったが、その最大の理由は ツ

アーの再開であったと考える。実際に地域の方と話

すことで地域課題を自分ごとととらえることに繋

がった。生徒による自己評価も達成感を伴う高評価

が多くなってい

る。この学びを

生かし、探究Ⅱ

における社会実

装に繋げたい。
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学学校校設設定定教教科科

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・国語科、理科、地歴・公民科等、それぞれの教科の専門性を生かしつつ、教科間連携と協働による授業に

よって、生徒が一つのテーマを多角的に理解する態度を養う。 
・1 つのテーマを題材として、国語科、理科、地歴・公民科が連帯して授業を行うことで、視点を変え、考

えを深められるような生徒の「気づき」を促す。 
・教科横断的な学びを通して、問題を発見・解決する力をつけ、自己の考えを形成し、表現する力を養うこ

とで「深い学び」の醸成に資する。 
２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｄ ｆ ｆ

目標 ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆

３３．．実実践践内内容容（（学学校校設設定定科科目目 ））

（１）テーマと教科の学習内容 （３年普通科文系生徒履修）

教科 学習内容

①

科

学

国 語 『技術の正体』木田 元

公 民 生命倫理について

理 科 ディベートディスカッション

英 語 ？

（ ）

②

労

働

国 語 『なぜ私達は労働するのか』内田 樹

公 民 青年期・金融について

理 科 プレゼンテーション

『押しの動物』

英 語 英語劇

『 』

③

社

会

国 語 『ケアの専門家？』鷲田 清一

地 歴 プレゼンテーション

『あの時歴史はこう動いた』

理 科 生態系についての小論文

英 語 ＰＯＤＣＡＳＴ

①「公民」では科学技術の発達と生命倫理の関連につ

いて学習し、脳死移植、尊厳死、遺伝子診断などの生

命倫理の問題について理解を深めた。その次の授業で

は『マスクの是非について』というテーマでディベー

トディスカッションを行った。コロナ禍収束に伴い、

当たり前のものであったマスク着用について、科学的

根拠を踏まえて議論することを求めた。また、身近な

テーマから、社会の一員としての責任と自由について

考え、説得力のある意見として述べることである。「英

語」の時間では、未来の車についてグループで話し合

った後、班の意見を英語で発表した。

②「労働」に関する評論を読解し、関連する知識を学

習したあと、「余暇」を心豊かに過ごすことにも着目さ

せた。英語劇『 』では、４人の

登場人物が夏の早朝の神社で不思議な経験をしたと

いう設定で、生徒達自身で英語での脚本づくりに挑戦

した。４つの班に「モンスター」「タイムトラベル」「秘

密の宝」「しゃべれる動物」というお題を任意に選ば

せ、お題に合わせた４つの場面設定からなる劇を創っ

た。脚本づくりだけでなく、舞台の背景も

で作製し、英語で演じた。演劇発表まで４時間かけた

が、仲間と協力して脚本を創り、そして演じることを

参加者全員で楽しむことができた。振り返りでも次回

を望む声が多く、意欲的であったことが分かる。

．．生生徒徒のの振振りり返返りりよよりり

発表を主とする授業計画を立て、互いの発表に対す

るルーブリック評価を複数回行った。これが各自の発

表に対するメタ認知と自己評価の向上に繋がった。

班でパワーポイントを使って資料を作ったりする時に、班

員で話し合って何を伝えるかなど話し合って作ることが

できたし、自分から積極的に会話することができました。

人に自分の意見を伝えることが苦手だったけど、色々な教

科の授業や、面接などを通して前より伝えられるようにな

ったと思います。

基
礎
ス
テ
ー
ジ
③
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実
践
ス
テ
ー
ジ

（（４４））実実践践スステテーージジ

～～高高度度でで実実践践的的なな課課題題研研究究～～

ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭ 概概論論

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

理数探究基礎で探究するために基本的な知識、技能、態度を養い、 概論で実践的なミニ探究活動を行

うことで座学と実習の両輪で理数探究（課題研究）に必要なスキルや考え方を身につけることができる。

２２．．実実践践内内容容

（１）対象・担当者等

対象：理数科１年 名（男子 名・女子７名）

担当：中井（理科）、足立（理科）

（２）年間実施内容

１単位時間（特定の時期に集中的に実施）

（３）個々の事業内容

①神戸大学研修

「酵素活性を細胞レベル、タンパク質レベル、 レ

ベルで観察」をテーマに、神戸大学石村理知助教と連

携して、得られた実験結果を基に次の実験を考えて実

社会に役立つ成果へとつなげる研修を行った。研究開

発体験は５つの研究題目に分かれて実施した。

図 単元構成

この事業は理数探究基礎と軌を一にして進めた。

教科書による講義形式の授業を本研修の進捗段階に

合わせて配置することで理論と実践を一体化する工

夫をした。

② 講演会、東北大学リモート講義

知識・思考・技術を深化させ、創造性の育成を図

る取組の一環としての 講演会に参加した。身

近なビッグデータの例とその検索・生成についての

講演であった。また、理数科１年生を対象とした、

東北大学リモート講義を行った。様々な植物の観察

により、多様性と生殖の不思議を実感するという目

的の講義であった。アンケート結果からも実りある

ものであったことが伺える。

日 付 内 容
配当

時間

７

（火）

神戸大学研修事前学習

（監修：神戸大学 石村理知助教）

２

７

土

青少年のための科学の祭典豊岡会場

運営・出展

４

７

日

青少年のための科学の祭典豊岡会場

運営・出展

７

８

（土）

神戸大学研修（サイエンスツアーⅠ）

（神戸大学 石村理知助教、 ）

７

８

（日）

神戸大学研修（サイエンスツアーⅠ）

（神戸大学 石村理知助教、 ）

７

８

（水）

講演会「地域ビッグデータの検

索・生成による新しいビジネスの創

出」（福知山公立大学 田中克己教

授）

２

（水）

東北大学リモート講義「身の回りの

不思議を実感し、なぜと思う心を醸

成する」（東北大学 渡辺正夫教授）

２

金

神戸大学研修成果発表中間発表会 １

１

（火）

理数科２年 理数探究

発表会参加

３

計

生徒のアンケート結果

知識を深めることができた

研究への興味が高まった

講演会・講義の満足度

非常に満足

満足

事
前
指
導

大
学
で
の
実
験
・

探
究
活
動

ま
と
め

中
間
発
表
会

発
表
の
講
評
と
指

導
（
石
村
助
教
）

豊
高
ア
カ
デ
ミ
ア

豊
高
ア
カ
デ
ミ
ア

講
評
（
石
村
助
教
）
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３３．．事事業業のの評評価価

（１）テキストマイニングによる評価

第Ⅲ期はアンケートによる評価を中心に行った。し

かし、年度当初に比べて年度末の方がアンケート結果

が低くなったり、１年生より２年生の方が低くなった

りする結果となったりすることがあった。３年生では

改善したことから、その原因を「生徒のメタ認知力が

向上した結果、自己評価の閾値が高くなり、結果とし

て自己評価が下がった」と考察し、平成 年度の第

Ⅲ期 中間評価において評価委員からも概ねその考

察で間違いないであろうとの評価をいただいた。

そこで、アンケートに代わる新たな評価方法として、

テキストマイニングを試みることとした。設問「１年

間の 概論を振り返って、できるようになったこ

と、身についたこと、入学当初から成長したと思える

ことを ～ 字程度で記述してください」への回

答を全て並べ、フリーのサービスを用いてテキストマ

イニングした。

（ ）

図 テキストマイニング結果（スコア順）

スコアは、その単語の「重要度」を表す値で，一般

的な文書で何度も出現する単語はたとえ出現回数が

多いとしても、あまり重要ではない単語となり得る。

この問題を解決するため、テキストマイニングでは、

「一般的な文書でよく出る単語は、重要ではないため、

重み付けを軽くする」、一方、「一般的な文書ではあま

り出現しないけれど、調査対象の文書だけによく出現

する単語は重視する」仕組みが取り入れられている。

こういった特徴語を抽出するためのロジックとして、

法 と い う 統 計 処 理 が 行 わ れ て い る

（ ）。この手

法によって、出現回数だけでなく、重要度を加味した

「スコア」を用いて作図されている。

図 テキストマイニング結果（頻度順）
※いずれもユーザーローカル テキストマイニングツールによる分析 
 
スコア順、頻度順のいずれの図にもスライド、まと

める、発表という語が現われており、成果をまとめ

発表する能力の向上を実感していることが分かる。

また、高度な、研究、実験器具などの語から、大学

での専門性の高い研究に触れたり、高校にはない機

器を扱う貴重な経験ができたことを表す。

理数探究基礎 ３事業の評価 に示したテキ

ストマイニングの結果では、仮説、検証、データ、

統計という語が並び、教科書を用いた座学や、仮説

検証の実験演習を用いた学びでの成長が読み取れる。

概論、理数探究基礎の両輪で体系的な学びが

できていることが伺える。

（２） 文章要約による評価

設問「１年間の 概論を振り返って、できる

ようになったこと、身についたこと、入学当初から

成長したと思えることを ～ 字程度で記述し

てください。」の回答全員分を結合し、ユーザーロー

カル・テキストマイニングツールを用いて文章要約

させた。授業担当者が要約する場合、どれだけ留意

しても主観が入り込む余地を完全には排除できない。

一方、 に要約させることで、主観を排した分析に

つなげられる。要約結果は授業の目的が概ね達成さ

れたことを示すものであった（下図参照。下線部は

本稿執筆者による強調で、授業の狙いが達成された

と判断した根拠となる記述）。

図 テキストマイニングツールによる要約

神戸大学での研修や実験についての経験や学びについて述べています。大

学での実験や研究に取り組むことで、仮説から結論までの脳内ロードマッ

プや具体的な手段を考える幅が広がりました。大学の教授や学生からの指

導を受けることで、様々な器具の使い方や経験を得ることができました。ま

た、研究内容を周りと話し合うことで疑問を解決することもできました。さ

らに、 概念に触れることで将来の進路や興味のある分野について

考えるきっかけを得ました。実験や発表を通じて、スライド作成や発表力、

考察力などのスキルも身につけました。神戸大学研修では、高度な実験や

研究に取り組むことができ、大学レベルの研究の内容やまとめ方を学ぶこ

とができました。また、発表や説明力の向上、新たな質問の仕方なども学び

ました。この経験を通じて、大学や将来について考えることができました。
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践
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３３．．事事業業のの評評価価

（１）テキストマイニングによる評価

第Ⅲ期はアンケートによる評価を中心に行った。し

かし、年度当初に比べて年度末の方がアンケート結果

が低くなったり、１年生より２年生の方が低くなった

りする結果となったりすることがあった。３年生では

改善したことから、その原因を「生徒のメタ認知力が

向上した結果、自己評価の閾値が高くなり、結果とし

て自己評価が下がった」と考察し、平成 年度の第

Ⅲ期 中間評価において評価委員からも概ねその考

察で間違いないであろうとの評価をいただいた。

そこで、アンケートに代わる新たな評価方法として、

テキストマイニングを試みることとした。設問「１年

間の 概論を振り返って、できるようになったこ

と、身についたこと、入学当初から成長したと思える

ことを ～ 字程度で記述してください」への回

答を全て並べ、フリーのサービスを用いてテキストマ

イニングした。

（ ）

図 テキストマイニング結果（スコア順）

スコアは、その単語の「重要度」を表す値で，一般

的な文書で何度も出現する単語はたとえ出現回数が

多いとしても、あまり重要ではない単語となり得る。

この問題を解決するため、テキストマイニングでは、

「一般的な文書でよく出る単語は、重要ではないため、

重み付けを軽くする」、一方、「一般的な文書ではあま

り出現しないけれど、調査対象の文書だけによく出現

する単語は重視する」仕組みが取り入れられている。

こういった特徴語を抽出するためのロジックとして、

法 と い う 統 計 処 理 が 行 わ れ て い る

（ ）。この手

法によって、出現回数だけでなく、重要度を加味した

「スコア」を用いて作図されている。

図 テキストマイニング結果（頻度順）
※いずれもユーザーローカル テキストマイニングツールによる分析 
 
スコア順、頻度順のいずれの図にもスライド、まと

める、発表という語が現われており、成果をまとめ

発表する能力の向上を実感していることが分かる。

また、高度な、研究、実験器具などの語から、大学

での専門性の高い研究に触れたり、高校にはない機

器を扱う貴重な経験ができたことを表す。

理数探究基礎 ３事業の評価 に示したテキ

ストマイニングの結果では、仮説、検証、データ、

統計という語が並び、教科書を用いた座学や、仮説

検証の実験演習を用いた学びでの成長が読み取れる。

概論、理数探究基礎の両輪で体系的な学びが

できていることが伺える。

（２） 文章要約による評価

設問「１年間の 概論を振り返って、できる

ようになったこと、身についたこと、入学当初から

成長したと思えることを ～ 字程度で記述し

てください。」の回答全員分を結合し、ユーザーロー

カル・テキストマイニングツールを用いて文章要約

させた。授業担当者が要約する場合、どれだけ留意

しても主観が入り込む余地を完全には排除できない。

一方、 に要約させることで、主観を排した分析に

つなげられる。要約結果は授業の目的が概ね達成さ

れたことを示すものであった（下図参照。下線部は

本稿執筆者による強調で、授業の狙いが達成された

と判断した根拠となる記述）。

図 テキストマイニングツールによる要約

神戸大学での研修や実験についての経験や学びについて述べています。大

学での実験や研究に取り組むことで、仮説から結論までの脳内ロードマッ

プや具体的な手段を考える幅が広がりました。大学の教授や学生からの指

導を受けることで、様々な器具の使い方や経験を得ることができました。ま

た、研究内容を周りと話し合うことで疑問を解決することもできました。さ

らに、 概念に触れることで将来の進路や興味のある分野について

考えるきっかけを得ました。実験や発表を通じて、スライド作成や発表力、

考察力などのスキルも身につけました。神戸大学研修では、高度な実験や

研究に取り組むことができ、大学レベルの研究の内容やまとめ方を学ぶこ

とができました。また、発表や説明力の向上、新たな質問の仕方なども学び

ました。この経験を通じて、大学や将来について考えることができました。

課課題題研研究究実実践践（（ササイイエエンンススツツアアーーⅡⅡ））

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・大学の研究室を実際に訪れ研究活動を体験することで、高度で実践的な科学的思考力が身につく。 
・高度で実践的な探究型学習を行うことで、生徒の勉学に対するモチベーションが高まり、自ら進んで学ぶ

姿勢が身につく。 
・高度な実験技術の習得、データを分析する能力を習得する。 
・自分の進路選択として、難関大学に目を向けさせることができる。 
・科学分野の視野を広げることで、高校での学習と大学進学後のより高度な学習との連続性に気付かせる。 
・担任団の教員が引率を行うことで、組織的に事業運営を行う。 

２２．．実実践践内内容容

＊事後指導 アンケート、研修内容をポスターにまとめる。

３３．．評評価価

ルーブリック自己評価でＳ・Ａを選んだ生徒の割合（％） 

大学の研究室における「ミニ研究」の体験は、研

究や勉学に対するモチベーションを高め、進路選択

などへもよい影響を与える効果が期待できる。神戸

大学、静岡大学、九州大学でのサイエンスツアー

は、本校の卒業生（岡叶侑子、大津樹、山本真生）

とのつながりにより実施に至ったものである。長期

間の 指定で、卒業生とのつながりの活用に取り

組むことができた。 ５に関して、ルーブリック自己

評価の項目①のａ 関係構築力）及び （積極性・責

任感）が高い評価となっている。実施後、ポスター

の作成を義務付けていることなどが理由として考え

らえる。② （計画立案力）が高いのは、各大学研究

室での実験が、生徒の主体的活動ができるよう工夫

されている表れではないかと分析する。

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

実施日 大学、研究室 指導教授 実験の内容 参加 生徒

８/７～８/８
神戸大学大学院工学研究科
市民工学専攻

小池　淳司教授
瀬谷　創准教授
岡　叶侑子

地域・都市計画とは
GISを用いて将来の豊岡をかん
がえてみよう

５名

８/21～８/22 静岡大学理学部生物化学科
後藤　寛貴助教
大津　　 樹

クワガタムシを用いた遺伝子機
能阻害実験の体験 ６名

９/23～９/24 鳥取大学大学院工学研究科 伊福　伸介教授
巨大な分子「高分子」の魅力

５名

９/30～10/１
神戸大学大学院
人間発達環境学研究科

伊藤　真之教授
Ｘ線天文衛星による観測データ
の分析 ７名

９/30～10/１
九州大学大学院生物資源環境
学府生命機能科学専攻

立花 宏文教授
山本　真生

食品化学研究の第一歩～食品
の力を細胞で～

６名

10/21～10/22
東北大学大学院工学研究科
化学工学専攻

菅 恵嗣准教授
色が変わる分子集合体の作製と
利用 ７名

10/28～10/29
東京大学大学院農学生命科学
研究科 生圏システム学専攻

吉田丈人教授
淡水プランクトンの生態

４名

実
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神神戸戸大大学学医医学学部部研研修修（（普普通通科科ににもも開開かかれれたたササイイエエンンススツツアアーー））

１１．．仮仮説説ととねねららいい

医学部を志望する生徒が、専門家の指導の下、日頃目にする機会のない医療設備の取り扱いを学び、通常の

高等学校の授業では体験できない、科学的な思考や医学に関する専門的見地を身に付けるための実習・実験を

行う。その結果の考察を通して論理的思考力を磨き、さらに大学の研究者とコミュニケーションをとる中で、

独力では得られない新しい視点や専門的知見に触れ、医学分野への興味・関心を涵養する。また、本研修を含

めた活動を通して、将来地域医療を担うことができる人材となる熱意を醸成する。 

２２．．成成果果とと課課題題

大学の研究室での実習体験を通して、医学部で

何を学べるかを知り、将来医療人として生きると

いう目標に向かうモチベーションを高めるよい

機会となった。また、今回のテーマである「糖尿

病」への知見を深めることができた。

実際に医学部に進学するためには大きな壁を

乗り越える必要があり、

高校での学習と専門分

野における研究を結び

付ける力の育成が今後

の課題となる。

東東京京大大学学研研修修（（普普通通科科ににもも開開かかれれたたササイイエエンンススツツアアーー））実実施施計計画画

１１．．仮仮説説ととねねららいい

・卒業生のアンケートで「最も自分の将来に影響を与えた 事業」であるサイエンスツアーⅠ・Ⅱは理数

科のみが対象であった。東京大学研修においては全学年全生徒を対象に参加者を募ることで、 活動の

全校への波及効果が見込める。 
・現代科学の最先端領域についての理解を深め、高等学校や近隣施設にない最新の研究装置を体験し、最先

端科学技術への興味関心を高める。 
 
２２．．成成果果とと課課題題

未実施のため、生徒の変容等についての研修の

効果は記載できないが、令和２年度～令和４年度

までコロナ禍で実施できなかった東京大学研修

を４年ぶりに再開した。

さらに、普通科にも開かれたサイエンスツアー

として、今年度は参加生徒の ％が普通科である。

下記のデータを比較して、今年度は特に普通科へ

の 活動の普通科への波及効果が期待できる。 
普通科への事後活動を開発し、より大きな波及

効果を図ることが求められる。

≪過年度の参加者における普通科の割合≫

平成 年度 ％

平成 年度 ％

令和 元年度 ％

【【日日 時時】】令和５年 月 日（木）～ 日（金） 
【【場場 所所】】神戸大学大学院医学研究科 
【【生生 徒徒】】普通科１年生１名 ２年生１名 

理数科１年生２名 ２年生２名 
【【担担 当当】】長尾 弘史 
【【内内 容容】】糖尿病に関する講義・実験・実習 
健常と肥満、絶食と食後を組み合わせた４種類

のマウスの血清を用いて、グルコース濃度とイン

スリン濃度を測定する実験を行った。また、それ

ぞれの肝臓組織の脂肪量を調べた。それらの結果

からどういった特徴のあるマウスが糖尿病の可能

性があるのかを考察した。 

【【日日 時時】】令和６年３月１日（金）～２日（土） 
＜予定＞ 

【【場場 所所】】東京大学 工学部 及び 理学部 
【【生生 徒徒】】普通科１年生１名 ２年生３名 

理数科２年生１名 
【【担担 当当】】永田 さおり 
【【内内 容容】】  
・工学部応用化学科山口一也研究室で講義およ

び触媒化学研究を見学し、理学部化学科一杉太

郎研究室で講義および とロボティクスを用

いた材料研究を見学する。 
・本校卒業生の尾嶋正治名誉教授による講義

「放射光表面科学の面白さ」 
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理理数数探探究究・・課課題題研研究究ⅢⅢ

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・テーマ設定や先行研究調査などを、1 年時の理数探究基礎で実施することで、理数探究への取組を早期に

開始することができるとともに、深めることができる。 
・問題を発見・解決する力を養うことができる。 
・主体的な課題研究への取組と科学的なアプローチ法の研究により、「科学的探究心」が身につく。 
・他者と協力して粘り強く物事に取り組み、問題を解決する力を育むことができる。 
・課題発見能力（テーマ設定力）の育成方法の確立を目指して、ポートフォリオ、ルーブリック評価と面接、

検証を繰り返し行うことで、課題発見能力をつける方法を体系化することができる。 

２２．．評評価価 ルーブリック自己評価でＳ・Ａを選んだ生徒の割合（％） 理数探究

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

Ⅲ期平均

３３．．実実践践内内容容

（１）理数探究（火曜７校時）

内 容

３月 テーマ設定、先行研究調査

４月 オリエンテーション、班分け

５月 テーマ報告会 大学出張講義「これか

ら課題研究を始める豊岡高校生へ」

東北大学 酒井 聡樹 准教授

７月 ３年生との情報交換会

ルーブリック面談

月 中間発表会

月 ルーブリック面談

大学出張講義「効果的なポスターの作り

方」兵庫県立大学 松原 典孝 講師

１月 理数探究発表会（口頭発表）

豊高アカデミア（オンライン口頭発表）

２月 論文作成

（２）課題研究Ⅲ（水曜６校時）

内 容

４月 発表の英訳（～６月）

５月 中間発表会

６月 課題研究Ⅲ発表会

７月

２年生との情報交換会

９月 論文作成 科学実験を題材とした探究

活動（～ 月）

＊研究テーマ一覧は、 参照

＊３年間を見通した探究活動の位置づけについて

は、 参照

理数探究においては、発表を複数回行うことで、

ブラッシュアップしていくことができるようにし

た。今年度は、理数探究９班とも、甲南大学主催の

リサーチフェスタ、サイエンスフェア 兵庫のう

ちどちらかと校内発表会、豊高アカデミアの３回行

った。発表の前に、「効果的なポスター、スライドの

作り方」の講義を実施することで、より他者を意識

した発表ができるような取組を実施した。甲南大学

リサーチフェスタにおいては、３班が参加し、うち

１班が「ビッグデータ賞」を受賞した。また、課題

研究Ⅲにおいては、中間発表を実施することで、英

語の原稿を読みがちな発表を改善することができ

た。令和５年度（Ⅳ期２年目）より、項目が変更（

参照）となっている。令和５年度においては、ルー

ブリック面談①、②の各項目の評価が高い。探究活

動によって、教科の授業ではつけにくい他者と協力

して粘り強く物事に取り組み、問題を解決する力が

育くまれていることが伺われる。質問力やその対応

に関しては、評価が低い。限られた時間なので質問

したくてもできないなどの理由があるためと考え

られる。質問の減少は、質問への対応が甘くなるな

どの負のスパイラルがあることが懸念される。

実
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探探究究ⅡⅡ・・ⅢⅢ

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・理数科で培った課題研究の手法を生かし、仮説検証や課題を発見し解決する力を身につけるとともに、探

究活動を通して論理的な思考力、判断力、わかりやすく伝える力を涵養する。 
・結果をまとめ、発表するまでの過程を通して主体的に粘り強く取り組む姿勢を養い、班員や様々な支援者

との対話を通して、自らの考えやものの見方を深める。 
・１年次に学んだ探究の手法の実践を通して、文理を融合した興味・関心を育成し、「プロジェクトベース」

で他者と協働することで、新たな価値を創造し、よりよい社会の担い手としてふさわしい態度を養う。 
・探究Ⅱで２年生が探究活動を行い、探究Ⅲでは３年生が２年次に行った探究活動の内容を英語で発表し、

討議を行う。

２２．．実実践践内内容容

（１）探究Ⅱ（木曜６校時）

内 容

１学期 ４ オリエンテーション

６ 研究計画報告会

２学期 ９ 校外学習

中間発表会

ポスター発表会

※端末を用いて、 でのポスタ

ー作製

３学期 １ 口頭発表会

１ 豊高アカデミア

研究報告書作成

志望理由書作成

（２）探究Ⅲ（水曜６校時）

内 容

１学期 英語要旨作成

５ 探究Ⅲ発表会

３３．．評評価価方方法法のの改改善善

探究Ⅱの対象である２学年は、新学習指導要領に

基づき、記述評価を行う。生徒のメタ認知を高める

ためにも、指導と評価の一体化に向けた『自己評価

シート』が必要であると考えた。

（１）評価物

生徒のポートフォリオ（探究ノート・ポスター・

口頭発表資料・研究報告書・自己評価（振り返り）

シート）、パフォーマンス（発表内容・発表態度）

を評価物として観点別に評価する。

（２）報告・発表会の複数開催

本校生徒の取り組みは概ね主体的であるが、計画

的かつ目的意識を持って取り組むために途中段階で

の報告・発表会を行った。担当者に活動計画や途中

経過を報告することを通して、活動の方向性や調

査・分析の追加等が指摘を受け、自分自身での気づ

きが促される。また、中間発表会で発表し、他の班

の発表を聞くことによって、他者に伝わる発表への

工夫を凝らす契機となると考えた。

（３）『探究Ⅱ自己評価（振り返り）シート』の開発

探究の過程に沿って、ルーブリック評価を行うこ

とによって、現在の自己評価を行うとともに、探究

活動を通して身につける力を生徒が把握できるよう

工夫した。また、活動を通して身につけた力を文章

表記し、それを担当者に見てもらうこともメタ認知

力の向上に繋がると考えた。（開発した自己評価シ

ートは 参照）

（４）ＰＧＲとの比較

③わかりやすく伝える表現力（ ･ を選んだ割合）

論理的

表現力

発表態度 発表資料

の工夫

質問する

力

質問への

対応

％ ％ ％ ％ ％

『自己評価シート』より（プレゼン発表の評価を抜粋）

適切なグラフ等を用いて分かりやすい発表資料を作製

し、内容を論理的に伝え、議論する力を身につけてい

る。質問に適切に受け答えできる。（レベル４）

％

グラフ等を用いて発表資料を作製し、研究内容を論理

的に伝え、議論する能力を身につけている。質問に適

切に受け答えする能力を身につけている。（レベル３）

％

グラフ等を用いて発表資料を作製し、探究の流れを意

識しながら伝える能力を身につけている。質問に受け

答えする能力を概ね身につけている。（レベル２）

％

グラフや図表など視覚的効果を高める努力が不十分で

ある。発表の際に受けた質問を聞き、対応しようと努

力している。（レベル１）

％

ＰＧＲは自己評価がやや甘く、生徒の実態として

は『自己評価シート』の方が近いと感じる。今後の

課題としたい。

（参考）

・高等学校「探究的な学習」の評価（西岡加名恵・大貫守）

・高等学校教科と探究の新しい学習評価（西岡加名恵）
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（（５５））展展開開スステテーージジ

～～分分かかりりややすすくく伝伝ええ、、科科学学的的なな深深いい議議論論ををすするる力力のの育育成成～～

理理数数探探究究・・課課題題研研究究発発表表会会

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・普通科の生徒が理数科の課題研究発表会に聴衆として参加し、ディスカッションに加わることで、研究手

法や意識、到達点などを普通科へと波及するとともに、普通科生徒への刺激とする。 
・主体的な課題研究への取組と科学的なアプローチ法の研究により、「科学的探究心」が身につく。 
・他者と協力して粘り強く物事に取り組み、問題を解決する力を育むことができる。 
・発表会を通し、自己の考えを形成し表す力を養うことで、「深い学び」の醸成に資する。 

２２．．実実践践内内容容

（１）理数探究発表会

【日 時】 令和６年１月 日（火） ： ～ ：

【参加生徒】 ２年５Ｈ（発表）・１年５Ｈ・２年３Ｈ・２年４Ｈ

【研究発表内容】 ２年５Ｈ ＳＳＨ理数探究

各班 口頭発表８分 質疑応答・移動５分 発表班 班

（２）課題研究Ⅲ発表会

【日 時】 令和５年６月 日（水） ： ～ ：  
【参加対象】 ３年５Ｈ（発表）・２年５Ｈ生徒、 

運営指導委員、兵庫県教育委員会、但馬内県立学校 （６名）、理数科３年生の 
保護者、本校教職員他 

【研究発表内容】 ３年５Ｈ ＳＳＨサイエンスリサーチ 課題研究Ⅱでの研究内容を英語で発表

各班 ポスター発表 分 質疑応答・移動５分 発表班 班

３３．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果（（ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合（（％％））））課課題題研研究究ⅢⅢ 
評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

４４．．成成果果とと課課題題

理数探究では中間発表会（ ３）を実施し、年に

３回「進捗状況報告書」を提出で、研究の進捗状況を

明確にすることができた。さらに「リサーチフェスタ

（甲南大学）」や「サイエンスフェア in 兵庫」、「豊高

アカデミア」などでの複数回の発表により、発表をブ

ラッシュアップすることができた。 
課題研究Ⅲにおいては、今年度は発表の完成度を

上げるため、中間発表（５/ ）を実施した。 のア

ドバイスを受けて、本番に臨んだ。ルーブリック自己

評価において、ルーブリック項目③「発表態度」、「質

問への対応」の評価が低かったのは、中間発表をした

ものの、発表練習や質問に関する想定問答などに時

間を割かなったことが挙げられる。次期は、英語でも

他者を意識した発表ができるような取組が必要であ

ると感じている。 

展
開
ス
テ
ー
ジ



―　46　―

豊豊高高アアカカデデミミアア（（開開かかれれたた全全校校発発表表会会））

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

山陰から北陸地方の環日本海側地域は公共交通網がぜい弱で、点在する 校どうしの交流はもちろん、

近隣学校どうしの交流もしにくい環境にある。このため、第Ⅲ期の指定期間より山陰から北陸までの環日本

海地域が府県を超えて広域連携し、合同発表会をする機会を創出した。その効果とねらいについては、第Ⅲ

期３年次・４年次報告書 、５年次報告書 記載の通り。

令和４年度は３年ぶりに対面での実施を計画し、対面とオンラインのハイブリッド型発表会の完成を目指

したが、大雪警報により中止とし、規模を縮小して後日開催した。今年度もハイブリッド型発表会の完成を

目指すのに加えて、海外の交流のある高校をオンラインでつなぎ、司会・発表・質疑応答をすべて英語で行

うブースを設置した。さらに、先進的な探究活動を行っている熊本県立宇土中学校・宇土高等学校の後藤裕

市先生を招いて、実践事例の講義を受けつつ、他校の先生と探究活動に関する教員交流研修会を開催した。

これらにより具体的には、以下の効果が期待される。

・研究成果を分かりやすく他者へ積極的に伝える姿勢の涵養ができる。また、その姿を見た他の生徒の課

題研究への意欲向上を期待することができる。

・日本と海外の高校生の英語発表を視聴することで、英語の必要性を再認識して、英語を運用する心理的

ハードルを下げることができる。 
・他校の教員と探究活動の情報交換を行うことで、現在行っている探究活動の課題などを洗い出し、先進

的な取組に触れて、探究活動の指導を改善・向上することができる。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｃ ｆ ｄ ｆ ｄ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

３３．．実実践践内内容容
【【日日 時時】】令和６年１月 日（土）

【【場場 所所】】豊岡高校（和魂ホール、普通教育棟）

【【生生 徒徒】】１・・２年 名 職員 名

他校生徒 計 名来校（他校職員等の

参観は 参照）

【参参加加者者総総数数】 名

【【オオンンラライインンセセッッシショョンン接接続続合合計計数数】】

【【内内 容容】】３部構成の発表会とした。

第第１１部部 開開会会式式、、ポポススタターーセセッッシショョンン

本校の 事業（探究Ⅱ、普通科２年理数探究

基礎、 概論、理数探究、神戸大医学部研修、

生物自然科学部）について 件、また、環日本

海地域の高校から９件の計のポスター発表を行

い、学年と学校を超えた交流を行った。また、地

元企業の会社概要ポスターも２件展示した。

ポスターセッションと並行して、教員交流研修

会を実施した。

第第２２部部 総総合合開開会会式式 スステテーージジ発発表表

・韓国海外研修の報告発表

・生物自然科学部の研究発表

第第３３部部 知知のの探探究究（（ハハイイブブリリッッドド型型口口頭頭発発表表））

≪本校 事業≫

・「探究Ⅰ」代表班 ２件（普通科１年）

・「 概論」代表班 ２件（理数科１年）

・「探究Ⅱ」代表班 ７件（普通科２年）

・「理数探究」 件（理数科２年）

・生物自然科学部 英語発表

≪本校卒業生・他校≫

本校卒業生（東北大学、神戸大学、県立広島大

学）と他校の合計 件の発表があり、他都府県

の高校や卒業生、英語の発表や質疑応答など、ハ

イレベルな知の交流を行った。

〇豊高アカデミアに至るまでの構造図については、

の図を参照のこと。各学年において探究から発

表までの サイクルを何度も行うことで全体的

な実力の養成を行う。

実践内容の詳細は右記の本校ホー

ムページに過年度の他の事業も含め

て記載している。

４４．．成成果果とと課課題題

（１）成果

ルーブリック評価の結果より、仮説で期待した項

目はほぼ達成できたと考えられる。本校運営指導委
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員からの評価も高かった。とりわけ、今年度は新課

程で導入した理数探究基礎の授業を受けた後で、研

究に取り掛かった生徒が多かったため、「先行研究」

を踏まえたうえで、自らの研究がそこからどのよう

に進んだのかという基本的ステップをおさえて発表

できているものが多く見受けられた。生徒が作成し

たポスターの変容は を参照されたい。この変容

から見て取れる変化を記す。

・参考文献の先行研究の調査ができている

・ストーリーを意識した発表資料が作られている

発表態度についても、声量や聞き手を意識した話

し方、質疑応答へのスムーズな誘導などの点が特に

上達しており、事業の効果が確認できた。

また過去の生徒の自己評価より、英語の話す心理

的ハードルが高いことが課題である。そのためコロ

ナ禍で実施した豊高アカデミアのオンライン開催の

ときに培われた による双方向の発表方式を深

化させ、今年度は海外の高校生を招いて英語の発表

ブースの設置を企画した。タイとアメリカの高校と

山形県立東桜学館高校、本校の生物自然科学部が英

語で発表した。そのブースへの視聴者が少ないこと

が心配されたが、平均して 名程度が視聴しており、

関心の高さが伺えた。ルーブリック評価の③ の項

目の高評価の割合が ％を超えていることからも、

英語に自己評価が高いことが分かる。今後、この評

価の変遷に注目していきたい。オンライン参加者も

発言ができる双方向の発表会の形は、配信のみのオ

ンライン発表会とは一線を画す成果であると言える。

豊高アカデミアは環日本海の高校を中心に発表の

参加校を募ってきたが、その環が広がりをみせてい

る。今年は、国内からの参加校や参加生徒数はコロ

ナ前ほどではなかったが、交流を世界に広げたこと

は大きな成果である。

３年生の進路指導が繁忙な時期に発表会が行われ

たが、職員間の役割分担を明確にして、組織的に実

施できた。職員の惜しみない協力が得られたことも

大きな成果であった。

表 豊高アカデミアへの参加高校一覧

校 東海大学付属高輪台高校（来訪）

福島県立安積高校（来訪）

山形県立東桜学館高校

福井県立武生高校

福井県立若狭高校

鳥取県立米子東高校（掲示のみ）

兵庫県立姫路西高校（掲示のみ）

非 校 京都府立宮津天橋高校（来訪）

兵庫県立八鹿高校（来訪）

岩手県立盛岡第三高校

パヤオ大学附属高校〔タイ〕

デイヴィス高校〔アメリカ〕

京都府立西舞鶴高校（掲示のみ）

職員対象の事後アンケートでは、発表会に「非常

に満足」「満足」と回答した職員は ％にとどまっ

たが、「不満足」の教員はほぼいなかった。満足の割

合が以前に実施よりも少なくなったのは、ポスター

セッションと並行して教員交流研修会を開催したた

め、生徒のポスターセッションが十分に見られなか

ったことが主な理由である。

ポスターセッション６回と口頭発表５回の発表回

数や発表時間については、概ね全ての職員が適切で

あるという回答であった。４年ぶりの対面開催とな

ったが、運営上の大きな問題もなく校内、校外への

成果の共有に成功したと考えられる。

教員交流研修会については「他校の先生を招いて

の研修会はとても良かった。講師の選定が難しいか

もしれないが今後もあるとよい」「多くの意見や考え

に触れられて良かった」と好意的な意見が多かった。

また「探究のテーマ設定の在り方について考える機

会となった。単年での構想は慌ただしく、動機・考

察などの論理形成や調査方法・データ形成に対する

時間の余裕の無さを感じていた。ある程度の中身を

担保しようと考えると、２年構想で探究活動する道

もあるのではないか」といった探究の進め方につい

て具体的な意見が出てきたことは、教員が探究活動

に前向きに取り組んでいる証左である。「教員交流研

修会を運営指導委員会と同じ時間にすると良い」な

どアカデミアや探究活動についての具体的なアドバ

イスが多く出てきたのは、教員交流研修会の有効性

を示している。

参加した生徒、保護者、引率教員からのアンケー

トでは、全員が全ての発表に「満足」以上の評価を

しており「生徒の方の主体性ある取組に驚いた」「文

理融合で質の高い活動を展開されている」「生徒がし

っかりと探究・研究されており、充実していた」な

ど、成果普及の効果を示す記述がみられた。さらに

「テーマ及び問いの設定」「生徒と教員のモチベーシ

ョン」「評価方法の確立」「外部とのネットワーク不

足」など、探究活動の指導で苦労している点を挙げ

ていたため、その困り感を解消するために本校の探

究活動の成果普及につなげていきたい。

（２）課題

学校開催により発表会の規模は縮小したが、これ

まで繋がりがあった高校との関係の深化に努めて一

定の成果があった。その一方で、本校の生徒と他校

の生徒の発表を合わせた発表数が多くなり、質疑応

答にかけられる時間が少なくなってしまった。これ

は、昨年度のミニデミアのアンケートからも「質問

を考えたが、実際に質問した生徒は少なかった」と

いうデータからも明らかである。質疑応答は生徒の

思考を深めるのに極めて有効であるため、その対策

を考えていきたい。さらに、同時に多くの発表を行

っているため、他の発表も観たかったという意欲的

な意見も散見された。この２つは対抗的な意見のた

め、２つのバランスを取る形で来年度の企画運営を

行っていきたい。

展
開
ス
テ
ー
ジ
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課課題題研研究究情情報報交交換換会会

１１．．仮仮説説ととねねららいい

課題研究を体験した理数科の３年生が、これから課題研究を行う２年生に「自らの課題研究で工夫した点や、

苦労したことを伝えること」や「２年生の設定テーマや調査内容に関するアドバイス」を行うことで、上級生

の成果を下級生に普及することと、２年生の課題研究をより充実させることを目指す。 

２２．．成成果果とと課課題題

初めはぎこちなく話していたが、打ち解けると

分間では足りないくらい話が盛り上がってい

た。２年生は各グループで情報を共有し、課題研

究の質の向上のヒントをつかむことができた。

課題研究は、テーマや関わる人が違っても同じ

ような所で壁に突き当たる。この会では、それを

突破するために

上級生の知見を

後輩に普及する

点で非常に有効

であった。

課課題題研研究究討討論論会会

１１．．仮仮説説ととねねららいい

豊高アカデミアを開発したことで、理数科の課題研究の取り組みを普通科にも普及し、探究活動の全校展開

を実現することができた。その一方で発表会が時間の制約が大きいイベント化したため、理数科のみで行って

いた課題研究発表会の厳しい質疑応答の習慣が薄れてしまった。 
課題研究討論会では、他校の生徒と質疑応答に特化した交流を行うことを目的とする。本校は豊高アカデミ

アの口頭発表、他校は事前に発表の様子をビデオ撮影するなどしたものを事前に視聴し、課題研究討論会当日

は、発表内容についての質疑応答のみを行うことで、科学的・論理的な思考力と発信力を養うことができる。 
 

２２．．成成果果とと課課題題

未実施のため、生徒の変容と事業の効果につい

ては記載できないが、 ２年度、 ３年度に盛岡第

三高校と東海大学付属高輪台高校の３校で先行

実施した際には、質疑応答が盛り上がり、生徒の

満足度も高かった。よって、本校も相手校ともに

討論会のねらいを実現するのに有効であること

が認められている。

今年度は、新たに鳥取西高校を加え、４校合同

で実施をする予定である。 
また、これまでは理数科の課題研究のみで討論

を行っていたが、普通科２年生の探究Ⅱの学年代

表班を加え、普通科の探究活動も交流の対象にす

る予定である。交流予定の他校にも、人文科学や

社会科学分野の発表で討論ができるように現在

交渉中である。

【【日日 時時】】令和５年７月 日（火） 
【【場場 所所】】 ルーム、理数科２年 教室 
【【生生 徒徒】】理数科２年生 名 

理数科３年生 名 
【【担担 当当】】三木 亮 中井 裕章 
【【内内 容容】】 
２、３年生が６～７人のグループに分かれて

グループごとに課題研究の情報交換を行った。

１セッションは約 分間で、グループを入れ

替えて２セッション行った。３年生は事前に自

らの研究についてアドバイスシートにまとめ

てから、情報交換会に臨ませた。 

【【日日 時時】】令和６年３月 日（火） 
＜予定＞ 

【【場場 所所】】 ルーム 
【【生生 徒徒】】普通科２年生 

理数科２年生 
【【担担 当当】】中井 裕章 
【【内内 容容】】  
岩手県立盛岡第三高校、東海大学付属高輪台

高校、鳥取県立鳥取西高校と事前に動画を視聴

した上で、 のブレイクアウトルームを活用

したグループワークを１セッション約 分間

で行う。 
これをさまざまなグループの組み合わせで

行い、質疑応答の力を深める。 
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（（６６））科科学学系系部部活活動動、、課課外外活活動動のの活活性性化化

科科学学系系部部活活動動（（生生物物自自然然科科学学部部））

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

学区には自然科学系部活動を有する中学校や高校が数校しかない。しかしⅡ～Ⅲ期目の 指定期間に部員

数が増加し、安定的に活動できるようになった。中学校に自然科学系部活動の無かった生徒でも、熱心に自由

研究に取り組んでおり、本校の生物自然科学部がそのような生徒たちの受け皿となっている。生徒が個々に自

由に設定したテーマを基に研究させていたため、それが強みであると同時に継続研究につながらず、研究の深

まりにやや物足らないものがある点が課題となっていた。第Ⅲ期の後期から継続研究となる「アカハライモリ」

に関するテーマが生徒発信で出てきたため、第Ⅳ期の２年間で深化を目指した。また、新型コロナウイルス感

染症拡大に伴って制限されていた地域での活動や対外的な発表会への参加などをコロナ以前の水準へと戻す

ことを目指す。しかし、以前の活動を知る生徒は既に卒業してしまっているため、培ってきたポスター作成の

ポイントなど文章化が難しいノウハウが途絶してしまった。これらを取り戻すことが目標の１つである。 

２２．．実実践践内内容容・・成成果果・・課課題題
（１）活動日

週３日（水曜日、金曜日、土曜日）。土曜日は定
例ではなく、必要に応じて設定した。それ以外の日
は自由参加として、他の部活動との兼部ができるよ
うに配慮した。現在、放送部と英語研究部、書道部
と兼部する生徒が在籍している。

（２）活動内容と成果
①研究
・アカハライモリの遺伝子解析

本校の周囲約 圏内の水域に生息するアカハ
ライモリの体色変化の地域的な違いから遺伝子解
析をした結果、通常では移入する可能性のない高知
県（窪川）と同じ塩基配列を持つ個体を発見し、人
為的移入の可能性について研究した。（継続研究４
年目）
・コイ科の淡水魚における摂餌時の縄張り形成の条
件について
・プラナリアの光に対する応答の研究
・人の腕の触感に近い赤ちゃん向けの枕の開発
・スライムの硬さの温度や濃度との関係
・地球冷却微生物の調査（東北大学の調査に協力）
・ダンゴムシのイリドウイルス感染個体の発見
②生体飼育

アカハライモリ、淡水魚数種、プラナリア
③校外での研究発表、普及活動など

４～ ５年度の２年間分の活動を１つの表にま
とめた。

時期 内 容 場 所

５月 〔タイ〕

英語口頭発表

パヤオ大学

附属高校

７月

英語口頭発表

山形県立

東桜学館高校

テレビ 口頭発表 豊岡高校

青少年のための科学の祭典

豊岡 運営、出展

但馬文教府

 
時期 内 容 場 所

８月 ひとはくセミナー データ

のとり方と評価 研修

豊岡市

城崎町

体験会 普及 豊岡高校

９月 豊高祭 展示・発表 豊岡高校

ひとはくセミナー

シダ類 調査

豊岡高校

周辺

東京大学大学院生との研究

発表交流会 討論

豊岡市役

所

月 天体観測 研修 バルーンよ

うか天文館

東海大附属高輪台高校 成

果報告会 ポスター発表

東海大付属

高輪台高校

月 県高等学校総合文化祭自然

科学部門発表会 口頭発表

バ ン ド ー

神 戸 青 少

年科学館

口頭発表 姫路西高校

月 リサーチフェスタ

口頭発表

甲南大学

（オンラ

イン開催）

１月 琵琶湖博物館 研修（ 滋賀県立琵

琶湖博物館

ラムサール湿地研究成果報

告会 口頭発表

但 馬 文 教

府

豊高アカデミア

口頭発表、ポスター発表

豊岡高校

サイエンスフェア 兵庫

ポスター発表

神戸ポート

アイランド

２月 福井県立若狭高等学校課題研

究発表会 ポスター発表

福井県立

若狭高校

福島県立安積高校 探究活

動発表会 ポスター発表

福島県立

安積高校

科
学
系
部
活
動
の

活
性
化
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第Ⅳ期の２年間で、概ねコロナ前の体制への復帰

を果たせた。特筆すべき活動と普及を述べる。

≪ への参加≫

タイ王国の全土に点在する 校の理系大学附属

高校が一堂に会して４日間で盛大に行われる課題研

究発表会である へ参加して、「アカハラ

イモリの体色変化と遺伝的地域性」について英語で

の発表を行った。 年度はパヤオ大学附属高校が

主催校となって開催された。本校と交流のある

校がパヤオ大学附属高校と連携校であり、運営側か

ら直接「豊岡高校にも声をかけてほしい」と指名さ

れて実現した。これも長年 校として醸成された

活動と普及の成果であり、他校との交流が結実した

ものである。

タイの優秀な生徒が集まった 人を越える発

表会で、研究内容がハイレベルであり、流暢な英語

で白熱した討論が行われていた。本校を含めて日本

から参加した４校の生徒たちは、英語での発表と質

疑応答に苦戦しながらも、協力して準備を進め、絆

を深めていった。

つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｄ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

韓国海外研修と同項目で自己評価を行った。参加者が３名だったため、評価値にばらつきが出た。

【【タタイイ研研修修日日程程】】

月日

曜
発着 時刻 実施内容 宿泊地

４

日

日高総合支所

関西国際空港
スワンナプーム

国際空港

宿舎着

移動（ジャンボタク

シー）

パヤオ大学教授 八

巻先生と待ち合わせ バンコク

５ １

（月）

宿舎発

アユタヤ

宿舎着

寺院研修

パヤオ

５ ２

（火）

パヤオ大学

宿舎着

オープニングセレモ

ニー

代表スピーチ

ポスター発表

ウェルカムセレモニ

ー パヤオ

５ ３

（水）

パヤオ大学

宿舎着

口頭発表

パヤオ

５ ４

（木）

パヤオ大学

宿舎着

口頭発表

パヤオ

５ ５

（金）

パヤオ大学

宿舎着

集合写真撮影

ワークショップ

ラーニングセッショ

ン

授賞式

閉会セレモニー パヤオ

５ ６

（土）

ホワイトテン

プル

チェンライ空

港

スワンナプー

ム国際空港

寺院研修

機内

５ ７

（日）

関西国際空港

日高着 解散

非常に丁寧に迎えられ、日本の高校と交流をし

たいという熱意を感じた。交流を継続したい。

タイ研修で生まれた高校間のつながりから、発

表会への行き来や、オンライン発表への参加など、

新たな交流が創出された。

生徒同士の繋がりも強固となり、日本へ帰国後

も互いに連絡を取り合って、情報共有をしていた。

ある女生徒が１月の豊高アカデミアへ参加するこ

とになった際は、タイ研修へ参加した本校の女生

徒が自主的につきっきりで案内をするほどであっ

た。発表技術や海外の文化や語学力の向上も大事

であるが、他校と合同で行う海外研修では、この

ような横の繋がりの価値が非常に大きいと感じた。

また、パヤオ大学附属高校の豊高アカデミアへ

のオンライン口頭発表が実現するなど、この研修

への参加をきっかけとして、さまざまな新たな取

組が創出され、高い波及効果があった。

≪ への参加≫

山形県立東桜学館高校が主催する へ

参加し、「アカハライモリの体色変化と遺伝的地

域性」について英語発表を行った。タイでの発表

を通して、英語での発表に対する心理的ハードル

が低くなり、英語での発表に積極的になった。

また、発表 で を獲得したこと

で、生徒の自信につながった。

≪ への参加≫

朝日放送テレビ主催の 年大会に

「アカハライモリの体色変化と遺伝的な地域性

の関係について」でエントリーした。日本各地の

高校生がエントリーした テーマの探究発表の

中からベスト に選ばれて「ナイス探究賞」を

受賞した。継続的な研究の内容の深化が着実に成

果を挙げつつある。

≪豊高アカデミアでの運営と発表≫

本校の全校発表会であるアカデミアは、生徒が

主体となって運営する発表会である。生物自然科

学部の生徒は、口頭発表の司会として発表会の運

営に尽力した。

さらに、部活動の成果をポスター発表し、兵庫

県総合文化祭で奨励賞を獲得した「アカハライモ

リの人為的移入の可能性」についてステージ発表

を行った。生物自然科学部の探究活動を、全校生

に視聴させることで探究活動のロールモデルと

して質の向上が期待できる。アカデミアに参加し

た他校の教員や生徒への成果普及を行うことも

できた。また、午後に行われたハイブリッド型口

頭発表では、「アカハライモリの人為的移入の可

能性」を英語で発表を行い、質疑応答を行った。

英語での発表を繰り返すことで英語運用能力が

向上した。

≪ポスターの深化≫

兵庫県総合文化祭科学部門、また東海大学付属

高輪台高校や福島県立安積高校の発表会で「アカ

ハライモリの人為的移入の可能性」のポスター発

表を行った。発表を重ねるごとにポスターも発表

もブラッシュアップされて、発表の技術が上がっ

ていった。なお、東海大学付属高輪台高校の発表

会ではディベートも行った。ジェネリック医薬品

に関して、医薬品の特許延長についての是非を議

論した。１つのテーマに対して多角的な視点から

述べる力が身についた。

兵庫県総合文化祭では、口頭発表奨励賞受賞と

健闘した。コロナ前の水準に少し近づくことがで

きたと考えられる。

④受賞・表彰

・「アカハライモリの体色変化と遺伝的地域性」

（山形県立東桜学館高校主催）

受賞

・「アカハライモリの体色変化と遺伝的な地域性

の関係について」

が未来を変える★研究発表

年（ 朝日放送テレビ主催）

ナイス探究賞 受賞

・「アカハライモリの体色変化と遺伝的地域性」

第 回兵庫県総合文化祭自然科学部門

奨励賞 受賞

・「アカハライモリの人為的移入の可能性」

第 回兵庫県総合文化祭自然科学部門

奨励賞 受賞

図 令和５年度 生物自然科学部が作成したポスター
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の関係について」でエントリーした。日本各地の

高校生がエントリーした テーマの探究発表の

中からベスト に選ばれて「ナイス探究賞」を

受賞した。継続的な研究の内容の深化が着実に成

果を挙げつつある。

≪豊高アカデミアでの運営と発表≫

本校の全校発表会であるアカデミアは、生徒が

主体となって運営する発表会である。生物自然科

学部の生徒は、口頭発表の司会として発表会の運

営に尽力した。

さらに、部活動の成果をポスター発表し、兵庫

県総合文化祭で奨励賞を獲得した「アカハライモ

リの人為的移入の可能性」についてステージ発表

を行った。生物自然科学部の探究活動を、全校生

に視聴させることで探究活動のロールモデルと

して質の向上が期待できる。アカデミアに参加し

た他校の教員や生徒への成果普及を行うことも

できた。また、午後に行われたハイブリッド型口

頭発表では、「アカハライモリの人為的移入の可

能性」を英語で発表を行い、質疑応答を行った。

英語での発表を繰り返すことで英語運用能力が

向上した。

≪ポスターの深化≫

兵庫県総合文化祭科学部門、また東海大学付属

高輪台高校や福島県立安積高校の発表会で「アカ

ハライモリの人為的移入の可能性」のポスター発

表を行った。発表を重ねるごとにポスターも発表

もブラッシュアップされて、発表の技術が上がっ

ていった。なお、東海大学付属高輪台高校の発表

会ではディベートも行った。ジェネリック医薬品

に関して、医薬品の特許延長についての是非を議

論した。１つのテーマに対して多角的な視点から

述べる力が身についた。

兵庫県総合文化祭では、口頭発表奨励賞受賞と

健闘した。コロナ前の水準に少し近づくことがで

きたと考えられる。

④受賞・表彰

・「アカハライモリの体色変化と遺伝的地域性」

（山形県立東桜学館高校主催）

受賞

・「アカハライモリの体色変化と遺伝的な地域性

の関係について」

が未来を変える★研究発表

年（ 朝日放送テレビ主催）

ナイス探究賞 受賞

・「アカハライモリの体色変化と遺伝的地域性」

第 回兵庫県総合文化祭自然科学部門

奨励賞 受賞

・「アカハライモリの人為的移入の可能性」

第 回兵庫県総合文化祭自然科学部門

奨励賞 受賞

図 令和５年度 生物自然科学部が作成したポスター

③結果 目的の個体発見！

A地点で新たに採集した個体の解析結果を先行研究1)

のデータと照合したところ、高知県窪川の個体の
データと一致した。

              
図２ 上：昨年A地点で発見された個体（W1）

               中：今年A地点で発見した個体（W2）
下：高知県窪川の個体¹⁾

W1とW2の塩基配列に違いは見られなかった。

よって、W1とW2は同一個体であり、W1の再捕獲に
成功した。と考えようとしたが、我々が解析したの
はミトコンドリアのシトクロムb領域である。
これは母性遺伝をするため、同じ母を持つ子はみな
同じ塩基配列を持つ。
よって、W1を再捕獲したとは言えない。

アカハライモリの人為的移入の可能性
豊岡高校生物自然科学部 2年井垣ゆう藤原八央樹藤本華

1年西村茉莉香 3年成田大輝

①背景
日本に生息するアカハライモリは４種の系統に分類
され¹⁾、系統ごとに形態や求愛行動に差異がある²⁾。但
馬地域に生息するアカハライモリは中央系統に分類さ
れる。昨年、但馬北部３
地点のイモリのDNA解析
を行い、塩基の配列が大
きく異なる個体を発見し
た。Tominaga(2013)と比
較したところ西系統の個
体とよく一致し、人為的
な流入を示唆する結果と
なった。しかし、解析の
際に出力されたクロマト
グラムに乱れがあり、デ
ータの信頼性が低かった。

②実験 分子系統解析
ミトコンドリアのシトクロムbのDNAを解析した。
前年から新たに2地点を加えた、但馬北部の5地点から
採集したアカハライモリを用いて実験を行った。

1.尾部末端２mmを切る 2.抽出と精製

3.DNAを増幅 4.解析を依頼 5.Haplotype
 (PCR) Networkを作成

WESTERN

考察
今回の結果は、何らかの理由で西系統のアカハライモ
リが人為的に持ち込まれた可能性を示している。
他系統のアカハライモリが持ち込まれた可能性がある
例は、2022年に横浜市で一例報告されている³⁾。この
例では、発見された場所がアカハライモリの生育に向
かない環境であったため、定着の可能性は否定された。
しかし、A地点には在来種がいることから、中央系統
のイモリが西系統のイモリと交配する可能性を否定で
きない。同種のアカハライモリであっても系統ごとに
遺伝子が異なるため、異なる地域の個体が混入するこ
とは、遺伝子攪乱につながると考察される。また、ア
カハライモリは地域によって求愛行動に違いがあると
いう研究もある。元の個体群の持つ繁殖行動を攪乱し、
個体群の維持にも影響しかねない。

今後の展望
2023年9月16日の調査で、初めて17匹の幼体を確認
した。これらの中に西系統の移入した個体（オス）
と在来種（メス）との交雑種が含まれる可能性がゼ
ロではない。今回の調査手段ではメス由来のミトコ
ンドリアDNAを解析しているため、幼体のミトコン
ドリアDNA解析では交雑を確認することができない。
解析方法を検討すると共に、継続的な調査を行う。

調査した5地点

A地点B地点

C地点

D地点

E地点

参考文献
1) A.Tominaga他,” Phylogeny and historical demography of Cynops pyrrhogaster (Amphibia: Urodela): Taxonomic relationships and 
distributional changes associated with climatic oscillations”, Molecular Phylogenetics and Evolution, 66, 654–667, （2013）
2) A.Tominaga他,”Structure and movement of the hybrid zone between two divergent lineages of the Japanese newt Cynops pyrrhogaster 
(Amphibia: Urodela) in central Japan”,  Zool Syst Evol Res.,1, 1–16,(2021)
3) Ryoko Matsumoto, Hiroko Hirotani, Yuki Kato, Shingo Sano and Mitsuaki Ogata:A record of the Japanese Fire-bellied Newt (Cynops 
pyrrhogaster)from Aoba, Yokohama City, Kanagawa Prefecture,Natural History of Kanagawa 43, 77-82, (2020)

黒:A地点 青:B地点 緑:C地点 桃:D地点 黄:E地点 解析
塩基対:691

結果

結果は地点Eを除いて全てN2O濃度が上昇していた。

地球温暖化を抑制する微生物を探す
豊岡高校生物自然科学部 1年 森舷貴 西村茉莉香 浜田なつき

林龍惺 長谷川大地

背景
温室効果ガスである一酸化二窒素(N2O)は、同体積で
比較すると二酸化炭素(CO2)の約300倍の温室効果が
あり、無視できない存在である。N2Oは主に燃焼過程
や農地等の土の中で発生す
るが、N2Oを分解する微生
物も土の中から発見されて
おり、その微生物を活用す
れば地球温暖化の抑制に貢
献できると考えられる。そ
こで、市民科学プロジェク
ト「地球冷却微生物を探せ」
と共同して調査を行い、デ
ータを取得した。

調査方法
①ガラス瓶に土をいれ、密封する。
②外の空気とガラス瓶の中の気体と混ぜたものと、外
の空気を計2本採る。
③30～60分後、120
～180分後に②と同じ
作業を行い、計3回分
気体を採る。
④ガスクロマトグラフ
を用いてそれぞれのバ
イアルのN2O濃度を計
測する。

考察・展望
・全体的にN2O濃度が上昇していた。
→N2O吸収微生物が少ないorいないのではないか。

・微生物が多そうな地点EのN2O放出速度が0だった。
→N2O生成とN2O吸収が打ち消しあっていた、つま

りN2O吸収微生物がいたのではないか。
N2O吸収微生物の効果が主要な微生物の効果で埋もれ
ないよう微生物が少なそうな場所で調査してみたい。

学校周辺のダンゴムシの調査
調査１
学校周辺の生き物調査をしていた際、多くのオカダンゴムシ
（Armadillidium vulgare）を発見した。同じように見えるダンゴ
ムシもよく見ると個体差があり気になったので、質量に注目して
調査することにした。

結果、考察
豊岡高校周辺のオカダンゴムシ145
匹の質量を調査すると、平均質量は
137.5mg、最大質量は275.7mgと
、平均の2倍もの質量のダンゴムシ
もいることが分かった。この差がで
きた原因は、成長過程での餌の量や
住む場所による影響も大きいのでは
ないかと考えた。

調査２
2023年10月4日の調査の際、体の表面が
青がかったオカダンゴムシとワラジムシを
数匹発見した。これは「イリドウイルス」
というウイルスに感染したもので、感染後
１、２か月で死亡してしまう。そのため生
きたままの状態
での発見は非常
に珍しい。但馬
地区では2020
年に一例目撃情
報があるが、今
回兵庫県で初め
て確実に感染し
た個体がいるこ
とを確認した。

CO2
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参考文献
温暖化の科学 Q10 二酸化炭素以外の温室効果ガス削減の効果｜ココが知りたい地球温暖化 ｜ 地球環境研究セン
ター (nies.go.jp) https://www.cger.nies.go.jp/ja/library/qa/15/15-1/qa_15-1-j.html
レポート (affrc.go.jp) https://www.naro.affrc.go.jp/archive/nias/sc/others/report/report.html

温室効果の比率

※記号に数字がふってあ
るものは、同じ場所で異
なる時期に土を採取した
データである。

C

F

EA

D

D

A1

B

C1

D

F EA2

C2



―　52　―

≪その他≫

・生物自然科学部員がイリドウイルスに感染した青

色のダンゴムシを発見した。個体が死んでしまうと

青色が失われてしまうため、生きた状態で捕獲され

るのは兵庫県北部では初の事例であった。

・科学の祭典で、小中学生へ実験の指導と祭典の運

営を行った。小中学生へ、部活動の成果の普及を行

うことができた。

・東京大学の大学院生が９月に豊岡において数日間、

コウノトリとの共生や湿地、防災に関する調査を行

い、発表会を行った。その発表会へ本校生徒が参加

し、大学院生の発表に質疑応答をした。本校生徒の

鋭い質問に東京大学の教授が大学院生への教育効果

が高いと判断し、毎年行われるようになった。

（ ５年度は大学側の事情で実施されず）

・兵庫県民局主催の「新さわやかな環境づくり但馬地

域行動計画推進協議会事例発表会」にて「アカハラ

イモリの人為的移入の可能性」についての口頭発表

と本校の部活動の成果についてポスター発表を行

い、近隣の高校生や地域住民へ成果を普及した。

（３）課題

名を越える人数が在籍していたときは部活動

の活性化という点では大きな盛り上がりを見せたが、

教員の指導が十分に行き届かず、研究テーマを対外

的に発表する機会を十分に確保することが難しかっ

た。そのため部活動担当の３名の指導教員に対して

名程度が適正人数であると考えられる。

現在は、適正な人数で活動できているため、教員

のアドバイスによる研究テーマの深化と適正人数へ

の精選という点で評価できる。

その一方で、人数が少なくなることは継続研究の

存続の問題や新たな柱となるテーマの開発という点

での課題が生じる。また、ポスターの作成について

はコロナ前の体制への復帰に一歩近づいてはいるが、

口頭発表では近畿総合文化祭や全国総合文化祭につ

ながる表彰からは遠ざかっている。

表彰される発表だけが高く評価されるということ

は議論が分かれるところではあるが、テーマを決め

切れていない部員にテーマ設定のきっかけとなるよ

うな教員からの働きかけや博物館や大学への研修を

企画して、好奇心や探究心を刺激していきたい。加

えて、発表機会を多く設けるなどして良い研究を正

しく聴衆へ伝える技術を磨いていて、さらなる飛躍

を目指していきたい。

今年度からタイのパヤオ大学附属高校との交流が

生まれた。研究内容がハイレベルであり、研究も生

物分野や医学分野など理数系分野で多岐に渡ってい

る。生物自然科学部と共同研究を進めることも考え

られる。タイは ％以上の国民が日本に好意的であ

るという親日国である。さらに、パヤオ大学の教授

である八巻氏によると、国民性も日本人と似ている

と分析していた。パヤオ大学附属高校だけでなく、

タイの研修中に他の理系大学附属高校から連携の打

診もあった。そのように日本との交流に意欲的であ

るので、継続的な良い連携を模索していきたい。

（４）展望

①研究活動の深化

・博物館や大学などへの研修

・パヤオ大学附属高校との共同研究

・アカハライモリの遺伝子解析の継続

②研究活動の普及

・「アカハライモリの人為的移入の可能性」の生

物学会での発表

・県総文自然科学部部門、 、 、豊高ア

カデミアなどでの発表

・科学の祭典への出展

・東大院生との研究発表交流会での発表

科
学
系
部
活
動
の

活
性
化
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科
学
系
部
活
動
の

活
性
化

ココンンテテスストト等等へへのの参参加加

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

・数学、理科、科学技術等の知識、技能を用いて、科学的に問題を解決する力を育む。

・論理的に説明することにより科学技術等に対する興味・関心、意欲・能力を高める。

・科学好きな生徒らが集って切磋琢磨することで、多くの刺激を受け、互いの魅力を引き出す。

・チームワークやリーダーシップの素養を養う。

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果 ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合 ％％

３３．．成成果果とと課課題題

生徒の事後評価において、「思考力、考え抜く

力」、「協力して問題を解く力が身についた」、「難

しい問題を粘り強く考える力が身についた」等の

記述があった。 
コンテストは理数科、普通科の区別なく希望者

を募る。理数科、普通科の生徒が学年を超えてチ

ームを組むため普段交流のない生徒たちもいる

が、勉強会を重ねる中で仲間と意見を交換し、ま

とまっていく様子がみられた。メンバーとの協調

性を養う重要性を理解し最後までやり遂げるこ

とができた。 
結果を受けて、特に１年生は来年度のコンテス

トに向けてのモチベーションが高まった。 
一方、コンテストの成績に関しては予選通過が

難関となっている。各コンテストへ関心は高まっ

ているようなのでいかに結果を出していくこと

が今後の課題となる。 
≪各評価における生徒の感想≫

・現状を理解し勉強しなければいけないと思った。 
・新しく理科や数学の知見を得たが結果が悔しか

った。 
・モチベーションアップにつながった。 
・知識をそのまま出すのでなく、知識を組み合わ

せて思考していく力がついた。 
 

４４．．実実践践内内容容

〇〇令令和和５５年年度度 生生徒徒研研究究発発表表会会

【【日日    時時】】令和５年８月９日（水）・ 日（木）

【【場場 所所】】神戸国際展示場 
【【生生 徒徒】】普通科１名 理数科３名 

（男子２名 女子２名） 
【【担担 当当】】藤本 良平 
【【内内    容容】】  
「コイ科の淡水魚における摂餌時の縄張り形成に

ついて」というテーマで研究発表を実施。

ポスター発表では、兵庫県知事斎藤元彦氏や審査

員の先生方の前でも堂々と発表・質疑応答を行い

貴重な経験を積めた。また各校の研究発表を聞く

ことで理科に対する興味関心を更に高めることが

できた。

評価

項目

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力

ｆ ｆ ｆ

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆

４
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○○数数学学・・理理科科甲甲子子園園２２００２２３３  
【【日日    時時】】令和５年 月 日（土） 
【【場場 所所】】甲南大学 
【【生生 徒徒】】理数科・普通科１・２年希望者６名 
【【担担 当当】】澁谷 亘 
【【内内    容容】】  

希望者６名（普通科２年・理数科２年）が参加し

た。難しい問題に挑戦し、メンバーと協力して解い

ていく重要性を体感する良い機会となった。 
事前に行った勉強会に積極的に参加する姿が見

られ、数学や理科に対する新しい知見を得ること

ができた。コンテストの結果は予選通過をできな

かったが県下の他校生の様子を見て刺激を受けた。 
≪生徒の感想≫ 
・普段はあまり考えないことについて友達と意見

を交換すること楽しみを感じることができた。 
・同年代の他校の人とこのようなテストで競い合

うのは初めての経験でよい刺激になった。 
・結果は悔しいが、いい経験になった。 
 

 
〇〇リリササーーチチフフェェススタタ２２００２２３３

【【日日    時時】】令和５年 月 日（日）

【【場場 所所】】甲南大学（リモート参加） 
【【生生 徒徒】】理数科２年 代表班 
【【担担 当当】】中井 裕章、三木 亮 
【【内内    容容】】  
理数探究の研究内容をリモートで発表をおこな

った。全国の学生や研究者、大学の先生方に発表

を聞いてもらう機会であり、貴重な経験を積める

良い経験となった。厳しい意見もあったが様々な

意見をもらうことができ、研究をより深化させる

ことができた。

また多種多様な研究発表を聞くことができ、研

究に繋がる良い刺激を受けた。

〇〇数数学学トトレレセセンン兵兵庫庫

【【日日    時時】】１回目 令和５年 月 日（土）

２回目 令和５年 月 日（土）

【【場場 所所】】神戸大学附属中等教育学校 
【【生生 徒徒】】普通科５名 理数科３名

（男子５名 女子３名）

【【担担 当当】】小山 厚 
【【内内    容容】】  

数学オリンピック予選通過を目指し、数学に強い

関心のある生徒が集い知識・技能を高める。本校か

らは８名が参加。他校の生徒とグループを作り数

学オリンピックを想定した問題を解いた。 
本校からの参加者は全員１年生であり、同じグル

ープになった他校の２年生に指導されながら問題

に挑戦した。他校の上級生との交流は自分の実力

を知り、学習意欲を高める良い機会となった。 

 
 
〇〇第第 回回数数学学オオリリンンピピッックク予予選選

【【日日    時時】】令和６年１月８日（月・祝日） 
【【場場 所所】】神戸大学 
【【生生 徒徒】】普通科 名 理数科 名

（男子 名 女子 名）

【【担担 当当】】小山 厚 
【【内内    容容】】  

制限時間３時間で 問を解いた。初めて見る問

題に長時間かけて取り組み、工夫して解答に到達

する貴重な体験をした。そして、数学の面白さや難

しさを再認識する機会となり、以前より数学が楽

しく感じられるようになった。 
また昨年度は参加者 名だったが、今年度は

名にまで増加した。毎年、数学オリンピックに参加

することで数学への興味が高まっているのではな

いかと考えられる。 
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兵兵庫庫咲咲いいテテクク事事業業（（五五国国ププロロググララムム））

「「神神鍋鍋高高原原周周辺辺のの地地形形・・地地質質おおよよびび水水質質にに関関すするる研研究究」」

１１ 仮仮説説・・ねねららいい   
フィールドトリップにより神鍋高原周辺の地理的・地形的特徴について学んだ。神鍋高原周辺の河川水、湧

水などの採取を行い、その硬度をキレート滴定実験により測定した。その結果から、水の硬度と但馬の地質の

関係性などについて考察した。ジオツーリズムの一環として、但馬地方の食文化にも触れた。 
 
２２．．実実践践内内容容
実施日：令和５年 月 日（木） 
参加者：県立神戸高校 ８名 県立姫路西高校 ２名 県立豊岡高校 ２名 

講師 １名 引率教員 ４名  計 名 
：

：

：

：

：

豊岡高校出発 
神鍋高原周辺 フィールドトリップ 道の駅で昼食 
豊岡高校へ移動 
採取した水の硬度測定実験 
まとめ、解散 

３３．．評評価価

目標 ① フィールドトリップにより神鍋高原周辺の地理的・地形的特徴について学ぶ。 
② 神鍋高原で採取した水の硬度を実験により測定する。 
③ 水の硬度と産業との関係性について複数の提案ができる。 

 
ルーブリック評価（４段階 ）における高評価２段階の割合の合計（ ） 

目標レベル 事前 事後 
神鍋高原周辺の地理的・地形的特徴について理解し、説明できる。 % %
神鍋高原で採取した水の硬度の測定実験について理解し、説明できる。 % %
水の硬度と産業との関係性について複数の提案ができる。 % %

４４．．成成果果とと課課題題

神鍋高原で採取した水（湧水と稲葉川）の硬度は、

キレート滴定実験により、それぞれ と

求めることができた。湧水が川の水よりも硬度が高

い理由について考察した。また、神鍋高原ではニジ

マスの養殖に湧水が利用されているが、清酒やワサ

ビづくりのほかにも活用方法がないか話し合った。 
ルーブリックの結果から、事業実施後にはすべて

の生徒が目標のレベルを達成したといえる。 
参加者の感想の一部を紹介する。（「但馬の食文化に

ついてどのようなイメージを持たれましたか」を質

問した）

・午前中のフィールドワークで、神鍋高原周辺には

軽石が混じった黒ボク土が堆積していて根菜や根

腐りがしたくない葉物野菜などが育てられている

と学びました。その通り、昼食では神鍋高原産の大

根が使われており、とても甘い大根でした。地域の

地理的な特徴をよく活かして農業をしているのだ

と実感しました。  
・湧き水で養殖された鱒や黒ボク土で栽培された

野菜など、自分が思っていた以上にたくさんの美味

しい食材があって、いいなと思いました。
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教
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（（７７））確確かかなな学学びびをを支支ええるる教教員員のの資資質質向向上上のの開開発発おおよよびび

生生徒徒のの成成長長ににつつななががるる指指導導とと評評価価のの一一体体化化をを目目指指ししたた研研究究開開発発

テテスストト（（普普通通科科ににもも展展開開ししたた課課題題研研究究テテスストト））

１１．．仮仮説説・・ねねららいい

探究活動についての知識・技能等をはかるために、 テストを実施した。「研究倫理」、「情報源につ

いて」「アンケート調査の注意点」「実験の注意点」「研究ノート」の５つの分野について、研究者として知っ

ておくべき基礎が身についているかを確認することで、事業の成果を把握する尺度の一つとなる。

２２．．令令和和５５年年度度ＳＳＳＳＨＨ テテスストト結結果果

テストの結果については、 参照。第Ⅲ期の後期から先行実施しており、理数探究基礎を受講していな

い生徒と比較することができる。

３３．．成成果果

①理数探究基礎の学習効果

理数探究基礎は１年生の理数科と２年生の普通

科で学習する。現在 期が第３学年、 期が第２

学年、 期が第１学年である。理数探究基礎の学習

効果を比較するために、学習が終わっている 月

のデータを用いて、理数探究基礎を学習していない

期生と比較した。

問題 は改ざんと捏造の違いを理解していると

正答できるがほぼ２択のランダム正答率 ％の問

題であった。データのばらつきは少々あるものの、

理数探究基礎できちんと学んだ後の 月時点での

高い正答率は授業の有用性を示している。

② （ ）の推進による効果

「アンケート調査」に関する問題 の正答率に

注目する。 期よりも、 期と 期の正答率が上

回っている。これは理数科や普通科２年生理系の理

数探究基礎の学習に加えて、普通科の探究活動では

「アンケート調査」などに用いる媒体の変化が影響

していると考えられる。 期までは「アンケート調

査」をほぼ紙媒体で行っていた。しかし、タブレッ

ト端末を持っている 期以降では、ほとんど全て

の探究班が で「アンケート調査」を行っ

ている。 で有効な回答データを得るため

には一問一答にする必要があるため、実際に探究活

動の中でアンケートの質問事項を考え、作ってみた

経験が正しい理解に導いていると考えられる。
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授授業業力力向向上上ププロロジジェェククトト

 
１１．．仮仮説説ととねねららいい

（１）深い教養と高い専門性を持ち、世界の平和と発展に貢献できる人材を育成するカリキュラムの開発 
（２）豊かな表現力で分かりやすく他者に伝え、協働して行動できる人材を育成する指導方法の確立 
（３）「豊高型 教育」の開発と普及、確かな課題研究の指導ができる教員の資質向上の研究 

 
２２．．研研究究仮仮説説

今年度は以下の仮説に基づいて事業を展開した。

ア．授業研究ユニットでの公開授業や意見交換、全

体研修等を通して、授業の在り方について考える

ことで、新たな取り組みへのきっかけを作り、授

業力の向上につなげる。

イ．新教育課程や新学科（ 探究科）設置に向

けたカリキュラムの検討および指導と評価の一

体化などの研究を通して、育てたい生徒像に近づ

けるための指導方法の確立を目指す。

３３．．実実践践内内容容

（１）授業研究ユニット

【ユニットの構成と期間】

第１回 教科別・６ ５月 日 月 ～６月２日 金

第２回 混 成・６ 月６日 月 ～ 月 日 金

第３回 混 成・５ １月 日 火 ～２月２日 金

【内 容】

今年度は従来の内容に加え、特別支援教育への配

慮を追加した。ユニット内のメンバーの授業を見学

し、授業者に授業参観シートを渡すとともに、各ユ

ニットで意見交換を行い、全職員で各ユニットから

出た意見を共有した。

（２）カリキュラム・マネジメントプログラム

【内 容】

来年度の理数科の 探究科への改編に伴う学

校設定科目の検討や教務規定の見直し、および再来

年度からの全クラス単位制への移行に向けたカリ

キュラム等の検討を行った。

（３）生徒による授業評価とルーブリック評価

【実施方法と時期】

いずれも フォームを利用して実施した。

授業評価アンケートは、１学期末と３学期当初に一

斉実施。ルーブリック評価は、各担当者で任意の時

期に実施した。

（４）キャリア教育推進プログラム

医療系人材養成プログラムおよび教員養成プロ

グラムを実施した。詳細は ～ に記載する。

（５）全体研修会プログラム

【実施日と内容】

第１回 ５月 日（水） 「電子ペン」の使い方

第２回 ６月 日（水） フォームの活用

第３回 １月 ５日 金 情報セキュリティ 
第４回 １月 日 水 ロイロノートの使い方１ 
第５回 ２月 日 月 ロイロノートの使い方２ 
第１回から第４回は、職員からの要望に応える形

で、職員会議の後のミニ研修会として実施した。

第５回は、オンラインで外部講師により実施した。

４４．．評評価価

（１）授業ユニット

従来からの主体的・対話的で深い学びや 機器

の活用に関しては、ほぼすべての教員が取り組めて

いる。新たに加えた特別支援教育に関する内容につ

いては、「配慮している」が（ ％）とやや低い。

授業研究ユニットでの取り組みが、授業改善に取

り組むきっかけとなっている（ ％）が、「余裕が

なく、見学にあまり行けなかった。」との声もある。

今後、開催時期も含め、より授業見学のしやすい

実施方法を検討したい。

（２）カリキュラム・マネジメントプログラム

学校設定教科として、既存の教科横断型教科（ｸﾛ

ｽｵｰﾊﾞｰ）に加え、探究的な学びや教科横断、外部連

携を取り入れた教科（共創）を新たに設置した。

（３）生徒による授業評価とルーブリック評価

（授業アンケート）

全職員に集計データを公開し、自由に見られるよ

うにした。全項目で肯定的な評価が多く、前年度評

価の低かった「目標の明確化」と「討論や発表の機

会の設定」も改善された。自由記述欄に意見を書く

生徒も多く、結果が授業改善に生かされている。

（ルーブリック評価）

ルーブリック評価を実施している職員の割合は、

昨年度より＋ ％増え、 ％となった。ただ、

教科によって取り組みに差がある。今後、全教科で

取り組めるように研修等の実施も検討したい。

（４）キャリア教育推進プログラム

詳細は ～ に記載する。

（５）全体研修プログラム

昨年度に引き続き、 関連の研修を中心に行っ

た。来年度より 端末を に変更するため、

授業中の生徒の端末利用が増えることが期待され

る。より効果的な活用ができるように、研修を充実

させたい。
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第第３３章章 研研究究開開発発のの効効果果・・評評価価ととそそのの普普及及

実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価

１１．．新新たたにに設設定定ししたた科科目目のの開開発発とと実実施施 
第Ⅳ期から新たに設定した課題研究に関する科

目についての効果と評価について述べる。 
①理数探究基礎 ～  
理数科が１年生、普通科が２年生理系で理数探究

基礎の授業を受ける。 
研究倫理などの知識やデータの扱い方、仮説検証

の方法などを体系的に学ぶことで２年生での研究

の質を上げることができた。②で述べるように、先

行研究調べの重要性についても抑えることができ

るため、発表資料の質も向上した。 
普通科２年生は理系の生徒が授業を受けた後で

文系と混ざって探究活動を行ったため、理系から文

系の生徒へと学習内容の波及効果があった。 
特に理数科では、プレ探究活動として、入学前ミ

ニ探究活動を課している。合格発表と同時に探究活

動のプログレスレポ－トやポスター製作を課した。

課題研究についての説明動画やポスター製作の方

法などを解説したプリントを配布するなど、丁寧な

指導を行った。 
なお、探究活動のテーマについては、各自が自由

に決めてよいとしているが、決め切れない生徒のた

めに、さまざまな分野からミニ探究活動に適するテ

ーマを提示している。以下の表はその一部である。 
 
表１. ミニ探究活動 提示テーマ抜粋 
テーマ

番号 
テーマ名 

２ 自分で設定したテーマ 
３ 天動説と地動説について調べる 
５ 黄身と白身の固まる温度を調べ、温泉卵をつくる 
９ 生き物生息マップ 
10 本当に地球は温暖化しているのか 
14 「未来年表」から未来の技術の情報を探そう！ 
16 新聞紙が野菜の鮮度を守るのは本当か 
20 オリンピックの世界地図をつくる 
23 コウノトリツーリズムの可能性 
28 死とは何か 

 
生徒は自分が選んだテーマでポスターを製作し、

４月入学後の理数探究基礎の授業で発表会を行っ

た。プレ探究活動を行わせることで、早期に意識づ

けを行い、 サイクルを１回まわすことができる。

この体験をもとに、理数探究基礎の授業内容をより

深く理解するという効果が期待できる。 

 
②理数探究 
理数探究は に取り組みと、それに対する生

徒の自己評価を述べた。どの項目も評価が高く、概

ね目標は達成されたと言えるが、質疑応答について

は評価が低く、課題が残った。 
特筆すべき点は、これまでの２年生の課題研究Ⅱ

で１学期に行っていた先行研究調査やテーマ決め

などを１年生３学期の理数探究基礎の授業に繰り

上げて実施した。そのため２年生での実験・調査の

時間を多く割き、課題研究の内容を深めることがで

きるようになった。その効果として、データを取る

時間を確保できるようになり、甲南大学主催のリサ

ーチフェスタでビッグデータ賞を獲得することへ

とつながった。 
今年度の２年生は理数探究基礎を受けてから課

題研究を行う初めての学年であった。２年生の発表

会では多くの班が 
・研究の動機 
・先行研究について述べる 
・自らの研究のどこが、先行研究でまだ調査され

ていない部分なのか 
という流れで発表を行うことができていた。これも

理数探究基礎で学んでいた効果であると言える。 
に令和元年度と令和５年度の本校生徒のポ

スターを比較のために掲載した。（図１、図２）令和

元年度はコロナの影響がなく研究ができた年であ

ったため、その年度を採用した。 
ポスターを比較すると、先行研究について明らか

な違いが生じている。令和元年度のポスターには、

参考文献を読んで、研究に活かした部分は読み取れ

るが、先行研究と自分が行った研究の相違点は示さ

れていない。一方、令和５年度の方は、タイトルに

もハッキリと先行研究が明示されており、それと自

分たちの研究がどのように違うのかが説明できて

いる。 
この点は、掲示した研究だけでなく他の研究でも

同様であった。令和元年度は テーマの研究があ

ったが、先行研究について触れているものはわずか

２テーマ（２ ％）のポスターしかなかった。

令和５年度は９テーマの研究があったが、先行研究

について触れているものは６テーマ（６ ９ = ％）

もあった。これは非常に有意な差であり、理数探究

基礎の有用性を示していると言える。 
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③課題研究実践 
理数科２年生の課題研究実践の開発と実施を行

った。 に取り組みと、それに対する生徒の自己

評価を述べた。 
課題研究実践では「サイエンスツアー」を実施し

ており、第Ⅲ期に実施した大規模な卒業生アンケー

トでは ％が現在の自身に影響を与えたと回答す

るなど、本校 における最も重要な事業の１つと

なっている。 
第Ⅲ期までのサイエンスツアーと異なるのは、

「本校の を体験して卒業した生徒の所属してい

る研究室へ訪問する」という訪問先開拓を行ってい

る点である。今年度は７つのうち、３つの訪問先が

そうであった。本校卒業生がサイエンスツアーの講

師や として活躍したり、大学生活についての質

疑応答に的確に応えたりしているのを生徒が見る

ことで、自らのロールモデルとして、自分の将来像

をより鮮明に描けるようになることが期待できる。 
 
２２．．海海外外研研修修 
令和５年度には、４年ぶりに海外研修を実施した。

に詳説した「タイ研修」と、 と に詳

説した「韓国研修」である。 
①「タイ研修」

本校の 事業として計画していたものではない

が、大切にしてきた との繋がりの中で生まれた

研修であった。Ⅳ期のテーマである「精選と深化」

の深化に当てはまる事例と言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このタイ研修を行ったことで、さまざまな効果が

生まれた。 
・生徒の積極性の涵養 
タイ研修に参加した生徒の中に、寡黙で人前で発

表することに積極的ではない生徒がいたが、タイ研

修の後に、発表に積極的になり、苦手で敬遠してい

た面接試験のある学校推薦型選抜にも積極的に手

を挙げて、第一志望の北海道大学の水産学部への合

格を勝ち取った。 
・学校間交流の広がりと深まり 
東海大高輪台高校および山形県立東桜学館高校

と本校の間で、互いの発表会へ参加し合う交流が創

出あるいは強化された。７月に山形県立東桜学館高

校が主催した では、これまで本校があまり行

っていなかった英語での発表に挑戦し、

に輝いたことは、大きな自信につながった。 
さらに、豊高アカデミアではタイ研修で訪問した

パヤオ大学附属高校の生徒２班が英語でリモート

発表を行った。その発表を本校生徒が視聴すること

で波及効果が見込まれる。この発表の場を創出する

ために司会、発表、質疑応答すべてが英語の発表の

ブースを設置した。そこに、タイ研修での英語発表

が堪能であった東桜学館高校へ協力依頼すること

もできた。 
・人間関係の広がり 
長期のタイへの滞在により、タイの生徒との繋が

りも生まれたが、タイ研修へ参加した日本人生徒同

士の絆が強力であった。日本へ帰国後も現在も交流

が続いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１.令和元年度のポスター例 図２.令和５年度のポスター例 
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②「韓国研修」

・英語運用能力を評価する面接試験

申込者が定員を超えたため、ルーブリック評価を

開発して（ 参照）４月に面接試験を行ったが、

英語の運用能力を試す試験を導入したのが奏功し

た。 
研修に参加して課題研究交流会で司会や発表を

した生徒の英語力が高かったというメリットもあ

るが、選考基準に「英語」を組み込んだことで英語

ができなければ不利益を被ることがあることを体

験的に学び、それが生徒全体にメッセージとして広

がったことが考えられる。このことは次の③のデー

タから読み取れる。 
・課題研究交流発表会 
本校と韓国の高校生、ギリシャのレスボス島のイ

ーリアス先生などが、 を活用した発表を行った。

ユネスコ世界ジオパークに認定されている３地域

の交流の場を創出するとともに、海外研修へ参加で

きなかった生徒にも海外研修の成果の一端を享受

できる機会を創出することができた。 
新たな海外研修の取組の１つとして他校へ提案

できるものである。 
③英語運用への心理的障壁の低減

今年度、本校生徒の課題の１つであった英語運用

への心理的障壁が改善した。 
今年度の英語の発表があった３つの事業につい

て の③f の項目（ 参照）を比較した。 
探究Ⅲは普通科３年生が２年生で行った探究活

動の研究成果を英訳して、学年発表をした。 
海外研修については、前述の通りである。 
課題研究Ⅲは、理数科３年生が２年生の課題研究

を行った研究成果を英訳して校内発表し、代表生徒

は県内 校が集うサイエンスカンファレンスで発

表を行った。 
表２より３つの事業ともにⅢ期の評価平均値は

低い値を示しており、それが課題であった。ところ

が ５の数値は大きく改善していることが分かる。 

この要因を分析すると、海外研修や多くの対外的

な英語発表を行う中で、英語運用能力について指導

する機会が大きく増えたためと考えられる。 
もちろんそれだけでなく、生徒の気質の変化、全

校リスニングや日々の英語の授業での工夫された

取組、課題研究Ⅲの中間発表会設置、 、

英語のネイティブスピーカー教員が３名勤務して

いるなどの他の要因もからみあってのことであろ

うが、第Ⅳ期２年間の取組の効果と言えよう。 

３３．．県県外外 校校教教員員をを招招いいたた探探究究活活動動のの指指導導
力力向向上上のの教教員員交交流流研研修修
詳細な内容などについては の成果普及と発

信について参照のこと。 
第Ⅲ期で課題研究を全校展開し、普通科の探究を

導入した。課題研究では、生徒と指導教員の人数比

＝ 比が 程度で実施できているが、普通科で

は となり、１人の指導教員が複数の班を同時

に受け持つ状況が生まれ、指導が十分に行きわたら

ないなどの課題が生じていた。 
そのためにこの研修で、本校の教員の探究活動指

導力を向上することで、生徒の研究が深まることを

ねらいとして実施した。 
教員の感想は に掲載の通り、高い満足度で

あった。研修の効果は以下のように考えられる。 
・ 先進校の教員を招くことで、多くの本校教

員が同時に先進校視察をした効果が得られる 
・先進校視察の報告だけでは得られない、講師と

の直接の質疑応答の場が設けられる 
・講師以外の他校の探究活動の取組をグループワ

ークの中で知ることができる 
・他校の先生がいることで、自校の取組について

自らが思っていることを話しやすい 
・自校と他校の行き詰まり感をグループワークで

共有することができる 
・自校と他校を比較し、強みを知ることができる 
・探究活動の改善案を明確化することができる 
これらはいずれも、自校の教員のみで探究活動の

グループワークや、先進校視察の報告を行っただけ

では得られない効果である。また、豊高アカデミア

と抱き合わせで研修を実施したために、参加できる

他校の先生の人数が増えることにもつながった。 
本校教諭からの要望もあるため、来年度の豊高ア

カデミアでも継続して実施できるように企画を行

っていきたい。 

４４．．ルルーーブブリリッックク評評価価のの開開発発
の評価項目の再編と拡充を行った。新設項目

の効果については、評価のデータが出たばかりであ

るため、今後の経年変化を注視していきたい。再編

した項目については、Ⅲ期のデータと比較できるよ

うにしたため、過去のデータと比較して継続して事

業評価の指針としたい。 
また、 の内容では不十分な事業も出てきてお

り、 のように探究Ⅱや人材養成プログラムのル

ーブリック評価表の開発が行われた点も各部署で

主体的に事業に取り組めている証である。 
 
５５．．卒卒業業生生活活用用
豊高アカデミア、サイエンスツアーⅠ・Ⅱ、課題

研究検討会、野辺山宇宙電波観測所特別講演 の

講師紹介など、本校の卒業生が生徒の良きロールモ

デルとなるように、卒業生の研究に生徒が触れられ

る交流の場の創出を数多く行った。 

表２. ③ 英語でのコミュニケーション能力 
、 を選んだ生徒の割合〔％〕 

表１.③f　英語でのコミュニケーション能力
　　 S、Aを選んだ生徒の割合（％）

探究Ⅲ 課題研究Ⅲ

タイ研修 韓国研修

海外研修

R５

Ⅲ期平均からの
増加（％）

Ⅲ期平均
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教員資質向上
兵庫教育大学

豊岡高校

校長

教頭

企画室

探究推進部

カリキュラ
ム委員会

１学年
２学年
３学年

各教科

課題研究担当
探究担当

担当

生物自然科学部

事務室

総務部
学習指導部
進路指導部
生徒指導部
図書室

広報チーム
国際理解担当

担当
評価検証担当

理数科
担任

文部科学省 科学技術振興機構

研究開発企画企画・立案 計画・実行

連携・協力
連携・普及

理数教育
東京大学
大阪大学
東北大学
神戸大学
静岡大学
鳥取大学
九州大学
兵庫県立大学
甲南大学 等

人と自然の博物館
コウノトリの郷
公園
山陰海岸ジオ
パーク

国際性
桃園高級中等學校
（台湾）

（オースト
ラリア）
パヤオ大学附属高
校（タイ）
兵庫県国際交流協
会

教育
芸術文化観光専門
職大学 企業

校 豊岡市 市内小中学校 地域・企業

運営指導
委員会

兵庫県
教育委員会

兵庫咲いテク
委員会

学校評議員会

指導・助言

校校内内ににおおけけるる のの組組織織的的推推進進体体制制

＜ 運営指導委員＞
東京大学 名誉教授 尾嶋 正治 様
東北大学大学院 教授 渡辺 正夫 様
関西学院大学 教授 佐藤 真 様
芸術文化観光専門職大学学長 平田 オリザ様
兵庫教育大学 教授 𠮷𠮷水 裕也 様
中田工芸株式会社 社長 中田 修平 様
豊岡市立豊岡北中学校 校長 戸田 康夫 様

令和４年度より「探究推進部」を設置し、
探究活動、 教育の企画・運営を探究推
進部が担当した。来年度は学科改変により、
単位制新学科「 探究科」がスタートす
る。探究推進部をはじめ各教科や部署、また
大学や地域等とより連携をとり、幅広い「豊
高型 教育」に取り組んでいきたい。
全校を挙げて行う発表会「豊高アカデミア

～探究・課題研究・ 教育発表会～」で
は、 企画室、探究推進部を中心に、役割
分担を分掌（総務部・生徒指導部・学習指導
部など）ごとに割り振り、全ての職員が企
画・運営に携わった。
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成成果果のの発発信信・・普普及及（（ⅣⅣ期期指指定定のの２２年年分分））

１１．．豊豊高高アアカカデデミミアアのの充充実実

（ ）実施規模（本校生 名出席）

年度 Ｒ４ Ｒ５

参加者総数（人）名簿把握分 ―

他校来訪発表者生徒数（人） ―

＜来訪４校＞

東海大学付属高輪台高校 兵庫県立八鹿高校

福島県立安積高校 京都府立宮津天橋高校

＜オンライン６校＞

山形県立東桜学館高校 福井県立武生高校

福井県立若狭高校 岩手県立盛岡第三高校

パヤオ大学附属高校 デイヴィス高校

＜ポスター掲示３校＞

京都府立西舞鶴高校 鳥取県立米子東高校

兵庫県立姫路西高校

発表参加校数（校） ９

保護者、他校教員、その他 ―

運営指導委員（５名）

兵庫県教育委員会 主任指導主事

芸術文化観光専門職大学教授（２名）

兵庫教育大学（１名） 公立八鹿看護専門学校

神戸大学大学教育推進機構助教

熊本県立宇土中学校・高等学校指導教諭

中田工芸（株） （株）オフテクス

かみや民藝店 兵庫県立人と自然の博物館

豊岡市教育委員会 豊岡市役所職員

生きもの科学研究所 兵庫県立村岡高校教頭

兵庫県立篠山鳳鳴高校 兵庫県立尼崎北高校 
接続数は であり、オンライン上での参加

者は上記の人数以上であった。開催場所を、第Ⅲ期で

は豊岡市総合体育館で行っていたが、改修工事で使用

できないため、本校の体育館と校舎で縮小開催した。

表面上の参加人数は減少したが、対面発表とオンライ

ン発表が 校であり、かつての発表最大参加校数９

よりも多い結果となった。ハイブリッド型発表会のオ

ンラインでの参加しやすさによる広がりは、会場のサ

イズに依らないことが示されたといえる。 
また、オンライン発表では、本校卒業生も在学地か

ら自らの研究を発表することができるのも大きな利

点である。大学生同士の質疑応答も生徒が見る機会も

生まれ、良いロールモデルとなった。 
生徒の発表、卒業生活用についてなど、本校の

での取り組みの成果を、アカデミアを通して広く発信

普及できた。 
＜令和４年度豊高アカデミア＞ 
気象警報により中止となった。 の構造図のよ

うに、豊高アカデミアが課題研究や探究活動の結節点

として、重要な行事であるため、中止せざるを得なか

ったのは痛恨の極みであった。 

本校以外の参加は次の通り。

①県外高校 ９校（ 校、非 校）

岩手県立盛岡第三高校 福井県立若狭高校

東海大学付属高輪台高校 福井県立武生高校

京都府立宮津天橋高校 京都府立西舞鶴高校

鳥取県立米子東高校 福島県立安積高校

島根県立出雲高校

②大学・大学院（卒業生）

東京大学大学院 九州大学大学院 大阪大学

神戸大学 北海道大学

（２）探究活動指導力向上 教員交流研修会を実施 
アカデミアのポスター発表と並行して探究活動の

指導力向上をはかるために、熊本県立宇土中学校・宇

土高等学校指導教諭の後藤裕市先生を講師に招いて、

教員交流研修会を実施した。本校の職員とアカデミア 
に参加した県内外６校から８名の教員が探究活動の

指導について交流した。 
宇土高校の実践の紹介とグループワークを交互に

行った。グループワークでは探究活動の指導で行き詰

まっている点や、発表をもう一つレベルアップするた

めにどうすればよいのかなどを話し合い、実践事例を

通して学び、自分が生徒にどのようなサポートができ

るのかを考えて、グループで出た意見を共有した。 
先進的な取り組みに触れると同時に、他校との探究

活動についての交流によって、互いの情報を発信・普

及できる相互に情報交換できる場となった。 

（３） ブースの設置

ハイブリッド口頭発表のブースの１つを、司会

も発表者も質疑応答も全て英語で行うブースと

した。そこでパヤオ大学附属高校〔タイ〕、 デ

イヴィス高校〔アメリカ〕、山形県立東桜学館高校

と本校の生物自然科学部が発表した。

この取り組みを参加者に普及するとともに、海

外の高校生へも発信することができた。

２２．．新新聞聞報報道道等等

＜令和４年度＞

・｢河合塾 ４・５月号」

兵庫型 教育実践モデル校事業での取り組

みについて紹介（ ４ ８）

・「ひょうご地域創生通信 ８」

サイエンスフェアでの、課題研究について紹介

（ ３）

＜令和５年度＞

２件（ ）
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３３．．生生徒徒のの受受賞賞

＜令和４年度＞

・兵庫県高校総合文化祭自然科学部門研究発表

奨励賞 生物自然科学部

「アカハライモリの体色変化と遺伝的地域性」

＜令和５年度＞

・兵庫県高校総合文化祭自然科学部門研究発表

奨励賞 生物自然科学部

「アカハライモリの人為的移入の可能性」

・ １ が未来を変える★研究発表

（ 朝日放送テレビ主催）

ナイス探究賞 生物自然科学部

「アカハライモリの体色変化と遺伝的地域性」

・ （山形県立東桜学館高校主催）

生物自然科学部

「

」

・リサーチフェスタ （甲南大学主催）

ビッグデータ賞 課題研究

「踏んで発電！世界を救うピエゾ素子」

４４．．校校外外ででのの発発表表

＜＜２２年年分分をを１１つつのの表表ににままととめめたた＞＞

５５．．生生徒徒主主体体でで実実施施すするる小小中中学学校校ととのの連連携携

「豊高ラボ」（ ）「豊高 体験会」

（ ）「小・中学校での算数・数学指導（教員

養成プログラム）」（ ）「 親子フェスタ」

６６．．教教職職員員にによよるる発発表表・・報報告告等等

・交流会講師

澁谷 亘教諭「北近畿高大公連携フューチャー

セッション～教科探究の観点から高大連携を考

える～」（ ２ ）

７７．．教教職職員員にによよるる小小学学校校ででのの研研修修ププロロググララムム

①サイエンストライやる

但馬地区小学校教諭対象理科研修の講師

＜令和４年度＞ 
・豊岡市立日高小学校 ７月 日（月） 
・新温泉町立浜坂北小学校 ８月１日（月） 
・養父市立養父小学校 ８月 日（水） 
・養父市立宿南小学校 ８月 日（月） 
＜令和５年度＞ 
・豊岡市立寺坂小学校 ７月 日（水） 
・新温泉町立温泉小学校 ７月 日（水） 
・養父市立大屋小学校 月 日（水） 

②令和４年度 兵庫県小学校理科研究大会 夏季

実験実技講習会 
兵庫県内小学校教諭対象理科研修の講師 
兵庫県内の教諭 名に実験実技指導を実施 

８８．．生生徒徒、、保保護護者者、、地地域域へへのの発発信信

・ホームページの更新と運用・成果物の掲載

９９．．先先進進校校視視察察等等

①福井県立若狭高校

令和５年２月 日（日）

②鹿児島県立錦江湾高校

令和５年 月 日（月）

③熊本県立宇土中学校・宇土高校

令和５年 月 日（火）

④兵庫県立神戸高校

通年で計２回ずつ

１１００．．来来訪訪（（豊豊高高アアカカデデミミアアへへのの視視察察はは ））

① 体験会の視察

・兵庫県立神戸高等学校

令和４年 月 日（土）

② 教育、 について視察

・熊本県立東稜高等学校

令和４年 月９日（水）

③ の取り組みについて視察

・兵庫県立龍野高等学校

令和４年 月 日（月）

④ の取り組みについて視察

・鳥取県立鳥取西高等学校

令和６年１月 日（火）

時期 発表会名 発表者

５月
〔タイ〕 生物自然科学部

日本地球惑星科学連合 大会 課題研究

７月
、

課題研究

生物自然科学部

朝日放送テレビ主催 生物自然科学部

９月
東京大学院生との研究発

表交流会 討論会
生物自然科学部

月
東海大学付属高輪台高校

成果報告会
生物自然科学部

月

県高校総合文化祭 生物自然科学部

バーチャルサイエンスフェア

（姫路西高校主催）
生物自然科学部

月
リサーチフェスタ 、

課題研究

１月 サイエンスフェア 兵庫 課題研究

２月

福島県立安積高校

探究活動発表会
生物自然科学部

但馬の環境保全を考える

事例発表会 県民局主催

課題研究

生物自然科学部

福井県立若狭高等学校

研究発表会

課題研究

生物自然科学部
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研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性

１１．．単単位位制制新新学学科科 探探究究科科がが取取りり組組むむププ

ロロググララムムのの研研究究開開発発

令和６年度入学生より、理数科を単位制新学科の

探究科へ学科改編した。理数科とは異なり、卒

業後に文系分野への明確な進路希望を持った生徒が

入学してくる。 
そのため 探究科の生徒の中でも２年次より文

系科目選択者と理系科目選択者へ分かれることにな

る（ ）。３年間を見通したカリキュラム開発は令和

５年度までの２年間で完成している。これまで本校の

で実施してきた課題研究と普通科へ展開してきた

探究や の文理融合の取組を応用して、 探

究科に実施していくことになる。しかし、生徒の理数

系科目の受講状況を考慮しつつ、課題研究や具体的な

取組、その発表の場の設定など大きく変更させなけれ

ばならないだろう。 
費用面でも、文系選択者の受ける人文科学分野や社

会科学分野の研修に関しても 予算からの支出が難

しい場面も出てくると予想される。ぜひ、柔軟な対応

をお願いしたいところではあるが、まずは 探究

科の生徒の実力を、進路に合わせて涵養できるプログ

ラムの具体的な中身の開発を進めなければならない。 

２２．．質質疑疑応応答答のの充充実実とと強強化化のの取取りり組組みみ

①課題研究討論会の普通科への拡大と参加校の拡

大

第Ⅲ期より行ってきた課題研究討論会は理数科２

年の生徒のみが対象であった。課題研究討論会は、事

前に豊高アカデミアの発表動画を視聴し、当日は質疑

応答に特化した会であり、過去に実施した際の生徒の

満足度が非常に高かった。豊高アカデミアにより発表

会がイベント化してしまい、質疑応答が減ることで科

学的に議論する能力が低下したことが大きな課題で

ある。質疑応答の甘さが自身の課題研究や探究活動の

研究内容の甘さにもつながっているため、喫緊の課題

である。その克服のために開発した取組である。 
したがって、この討論会により科学的・論理的思考

力の涵養をねらい、今年度は３月の討論会から普通科

にも拡大する。来年度はその参加人数をもっと増やし

ていきたいと考えている。 
②中間発表会や学年発表会での質疑応答の工夫

理数科２年の課題研究の発表の場である「理数探究

発表会」は現在、１月の平日午後３時間を行って実施

をしているが、 班の発表を実施しても質疑応答の時

間を５分程度しかとることができていない。来年度は、

放課後の時間も発表会の時間に充てることで質疑応

答の時間をもっと多く確保するなどして、生徒同士や

教師からの指摘など、質疑応答をより活発にできるよ

うに計画予定である。

このような工夫を探究活動などの他の事業の中間

発表会やクラス発表会、学年発表会などで行うことで、

より活発な質疑応答をする習慣と文化を醸成してい

く。

３３．．海海外外のの連連携携校校とと共共同同実実験験

台湾の桃園高級中等学校や、アメリカの デイヴ

ィス高校、タイのパヤオ大学附属高校など、交流が続

いている海外の高校生と共同実験を行う。 
山陰海岸ジオパークやコウノトリ、アカハライモリ

の実験など、本校が継続して行ってきた研究の知見と

連携校の知見を共有し、共同実験やデータの比較によ

る豊岡の強みや課題を浮き彫りにしていく。 
 

４４．．豊豊高高版版卒卒業業生生活活躍躍事事例例集集のの製製作作とと域域内内中中学学

校校へへのの配配布布

校として長期指定を受けている本校には、 を

経験して卒業していった生徒が、社会に出て活躍して

いる事例が出てきている。それらを活躍事例集として

まとめることで、本校の生徒にとってはロールモデル

となり、域内中学校へ配布することで成果普及が期待

できる。 
 
５５．． 備備品品リリスストトとと共共同同利利用用ののたためめののガガイイドド

ラライインン作作成成 
但馬地域の高校で、探究活動のデータ集計や分析に

活用したい機器が本校にある場合、それを近隣他校が

使用する際のガイドラインや使用マニュアルを作成

する。 
十分な予算がなければなかなか購入できないよう

な分光光度計や各種測定機器などの高額な機器を公

開して使用してもらうことで、他校の研究データのレ

ベルを底上げする手助けができる。ひいては、地域全

体の理数研究レベルを底上げすることにつながるこ

とをねらいとする。 
機器の使用頻度も上がれば故障の防止にもつなが

り、本校の課題研究や探究活動の取組を地域へ波及さ

せるきっかけにもなる。 
来年度はガイドラインなどの作成を行い、再来年度

に公開予定であるが、準備が整い次第公開したいと考

えている。 
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第第４４章章 ➍➍関関係係資資料料

運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録（（令令和和４４年年度度））

●●第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】 令和４年６月 日（水） ： ～ ：

【場 所】 豊岡高校 ルーム（オンライン、対面での開催） 
●●第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】 令和５年１月 日（土） ： ～ ：

【場 所】 豊岡高校 ルーム（オンラインでの開催） 
【運営指導委員】  

東京大学 名誉教授 尾嶋 正治 様 東北大学大学院 教授 渡辺 正夫 様 
関西学院大学 教授 佐藤 真 様 芸術文化観光専門職大学 学長 平田 オリザ 様 
兵庫教育大学 教授 𠮷𠮷水 裕也 様 中田工芸株式会社 社長 中田 修平 様 
豊岡市立豊岡南中学校 校長 能登 琢也 様 

 
【内 容】

＜本校卒業生（博士課程１年生）の 成果報告＞ 
・ 豊岡高校に入学してから で様々な経験を積ん

だからこそ、現在博士課程に進学した。 
・ 課題（テーマ）を選定し、どのように論理的に解明

すればよいのかを考えることが、今の大学での研

究につながっている。 
＜本校 企画室長による今年度の事業報告＞ 
・ 実物を見ることも大事だと感じたため、大学と連

携もコロナ禍前の体制を戻しつつ、 活用したリ

モートでのサイエンスツアー充実も継続して行っ

てきた。 
・ 今年度の理数科１年生においては、「ミニ課題研究」

として入学前の春休みに自分でテーマを考え研究

させ、入学後の理数探究基礎の授業内で など

端末を活用して発表させることで、生徒が発

表する回数を確保した。  
・ 記述式のアンケートをテキストマイニングでデー

タ化することによって、生徒が書く語彙がどのよ

うに変化してくのかをみていく。 
・ 豊高アカデミアにおいて、他校と強力な体制を築

きながら更なる充実を図る。 
・ 課題研究などで培った経験を近隣の高校に波及さ

せていく。 
＜運営指導委員による指導助言＞ 

・ 非常に順調に進めることができているようだ。 
・ 豊高アカデミアも内容が豊富ですばらしい。 
・ 記述式のアンケートをテキストマイニングによ

ってデータ化し、生徒の成長を測るのは非常にお

もしろい取組である。 
・ 生徒自身が過去の先輩たちのアンケートを分析

することで、先輩の成長をもとに自分たちのゴー

ルを意識できるのではないか。 
・ 過去のアンケートをテキストマイニングによっ

てデータ化することによって、生徒の指標となっ

たり、教員が生徒の変化を予測することができる

ようになるのではないか。 
・ 芸術も科学とそんなに離れていないと思うので、

クロスオーバープログラムから科学の世界に入

れるようなプログラムも大切である。 
・ 体験会は非常に良い取組である。 
・ 生徒のメタ認知によって、自己評価を積極的に行

うことも大切である。 
・ 探究活動を近隣の高校へ波及とあるが、どのよう

に波及させていくつもりなのか。 
・ 地域の理数教育の中心として活躍している。 
・ 普通科の探究のテーマ設定では科学的な要素を

どのように取り入れるのかが大切である。 
・ 卒業生の話を運営指導委員会の場で初めて直接

聞いた。  

運運営営指指導導員員会会のの記記録録（（令令和和５５年年度度））

●●第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】 令和５年６月 日（水） ： ～ ：

【場 所】 豊岡高校 ルーム（オンライン、対面での開催） 
●●第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】 令和６年１月 日（土） ： ～ ：

【場 所】 豊岡高校 ルーム（オンライン、対面での開催） 

【運営指導委員】 
東京大学 名誉教授 尾嶋 正治 様 東北大学大学院 教授 渡辺 正夫 様 
関西学院大学 教授 佐藤 真 様 芸術文化観光専門職大学 学長 平田 オリザ 様 
兵庫教育大学 教授 𠮷𠮷水 裕也 様 中田工芸株式会社 社長 中田 修平 様 
豊岡市立豊岡北中学校 校長 戸田 康夫 様 

【内 容（第 回）】

＜本校 企画室長による今年度の事業説明＞

・ ２年生は を取り入れた新課程学年である。

・ 基礎、実践、展開の各ステージは学年で区切られた

ものではなく を繰り返し行えるようになって

いる。

・ 課題研究の課題は学会での発表が少ない。「コウノ

トリ巣塔の地理的関係」の班が地球惑星科学連合

大会で発表、生物自然科学部が １のセミファイナ

ルへ進出など増えつつはある。

・ 評価方法につての課題 人文科学に対応したル

ーブリックになっていない→ＰＧＲの項目の改訂

（メタ認知などの項目を追加した）

・ 豊高アカデミアの課題 質疑応答の時間が長く

なる。また、発表会がイベント化して科学的な議論

が甘い→課題研究情報交換会の開発

・ Ⅳ期目に求められることは「深化と精選」。今年度

は精選にも重点を置きたい。

＜「課題研究Ⅲ」発表会について（講評）＞

・ 他流試合が必要。アグレッシブに発表会に行って

ほしい。英語でのプレゼンは原稿なしで行う。また

質疑応答も英語で行ってほしい。 も厳しい目で

お願いしたい。

・ 学会発表が少ないということであるがコロナ後ま

だ残っているリモート参加に積極的になってはど

うか。他校では生徒自ら探してくるところもある。

・ 英語で話す場は必要である。伝えたと思っていて

も伝わっていないことが多い。分からないことを

分かりやすく自信をもって伝えてほしい。結果が

理解しにくい部分もあったので、自分に対しても

批評的な見方をして研究を深めていってほしい。

・ ＜指導助言など＞

・ 在校生にとって将来の見通しができるため、卒業

生の先輩へのアンケートは続けてほしい（博士課

程進学者の割合は高いものがある）。

・ 科学の祭典のような高校生と児童生徒の科学的

な交流、また海外研修のような交流は大切にして

ほしい。

・ 植物を育てるという経験から得られるものも

大きい。 の は の他に

もいれてはどうか。

・ 教員の負担軽減も考えなくてはならない。生徒と

の対話など本質的なところに重点的に手をかけ

る。

・ すなわち今ならチャット の活用も考えて

はどうか。 の に も入れても。

・ Ⅳ期に向けて、教員の負担を考えながら事業を精

選していただきたい。豊高アカデミア等での波及

の効果がポイントになる。今回の発表会を見て、

目標をもっと絞ってもよいのではと感じた。英語

実践能力を伸ばす、研究の深化など。

・ 理数科が新学科に変わるにあたり、 が世間

にとって馴染みが薄いのでは。チャット を活

用には倫理観も育てなければいけない。海外研修

の経験は大切。クラウドファンディングや企業を

頼るという方法もある。
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運運営営指指導導員員会会のの記記録録（（令令和和５５年年度度））

●●第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】 令和５年６月 日（水） ： ～ ：

【場 所】 豊岡高校 ルーム（オンライン、対面での開催） 
●●第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】 令和６年１月 日（土） ： ～ ：

【場 所】 豊岡高校 ルーム（オンライン、対面での開催） 

【運営指導委員】 
東京大学 名誉教授 尾嶋 正治 様 東北大学大学院 教授 渡辺 正夫 様 
関西学院大学 教授 佐藤 真 様 芸術文化観光専門職大学 学長 平田 オリザ 様 
兵庫教育大学 教授 𠮷𠮷水 裕也 様 中田工芸株式会社 社長 中田 修平 様 
豊岡市立豊岡北中学校 校長 戸田 康夫 様 

【内 容（第 回）】

＜本校 企画室長による今年度の事業説明＞

・ ２年生は を取り入れた新課程学年である。

・ 基礎、実践、展開の各ステージは学年で区切られた

ものではなく を繰り返し行えるようになって

いる。

・ 課題研究の課題は学会での発表が少ない。「コウノ

トリ巣塔の地理的関係」の班が地球惑星科学連合

大会で発表、生物自然科学部が １のセミファイナ

ルへ進出など増えつつはある。

・ 評価方法につての課題 人文科学に対応したル

ーブリックになっていない→ＰＧＲの項目の改訂

（メタ認知などの項目を追加した）

・ 豊高アカデミアの課題 質疑応答の時間が長く

なる。また、発表会がイベント化して科学的な議論

が甘い→課題研究情報交換会の開発

・ Ⅳ期目に求められることは「深化と精選」。今年度

は精選にも重点を置きたい。

＜「課題研究Ⅲ」発表会について（講評）＞

・ 他流試合が必要。アグレッシブに発表会に行って

ほしい。英語でのプレゼンは原稿なしで行う。また

質疑応答も英語で行ってほしい。 も厳しい目で

お願いしたい。

・ 学会発表が少ないということであるがコロナ後ま

だ残っているリモート参加に積極的になってはど

うか。他校では生徒自ら探してくるところもある。

・ 英語で話す場は必要である。伝えたと思っていて

も伝わっていないことが多い。分からないことを

分かりやすく自信をもって伝えてほしい。結果が

理解しにくい部分もあったので、自分に対しても

批評的な見方をして研究を深めていってほしい。

・ ＜指導助言など＞

・ 在校生にとって将来の見通しができるため、卒業

生の先輩へのアンケートは続けてほしい（博士課

程進学者の割合は高いものがある）。

・ 科学の祭典のような高校生と児童生徒の科学的

な交流、また海外研修のような交流は大切にして

ほしい。

・ 植物を育てるという経験から得られるものも

大きい。 の は の他に

もいれてはどうか。

・ 教員の負担軽減も考えなくてはならない。生徒と

の対話など本質的なところに重点的に手をかけ

る。

・ すなわち今ならチャット の活用も考えて

はどうか。 の に も入れても。

・ Ⅳ期に向けて、教員の負担を考えながら事業を精

選していただきたい。豊高アカデミア等での波及

の効果がポイントになる。今回の発表会を見て、

目標をもっと絞ってもよいのではと感じた。英語

実践能力を伸ばす、研究の深化など。

・ 理数科が新学科に変わるにあたり、 が世間

にとって馴染みが薄いのでは。チャット を活

用には倫理観も育てなければいけない。海外研修

の経験は大切。クラウドファンディングや企業を

頼るという方法もある。
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【内 容（第２回）】

＜本校 企画室長による今年度の事業説明＞

（研究開発の概要）

・理数探究、課題研究実践、理数探究基礎の開発と実

施

・コロナ禍で中止していた海外研修の実施

・豊高アカデミアを も活用したハイブリッド型発

表会として充実

・豊高アカデミアにおいて県外の 校教諭を招いて、

教員交流研修会を実施した

（研究開発の成果と課題）

・理数科の理数探究基礎による成果

・海外研修の実施による成果

・ を活用し、対面とオンラインのハイブリッド型

発表会「豊高アカデミア」の実施

・長期間の 指定校としての他校との繋がりによる

成果

＜質疑応答及び意見交換＞

・ アカデミアの運営面が良かったと思います。問題提

起までは良いが、追究が甘いので深めていってほし

いです。海外研修のプレゼンを楽しく見せてもらい

ました。 の活用の仕方を工夫していってほしい

と思います。これからは文理融合が重要です。高校

から全員にプログラミングへの意識を向上させた

い。文系だからできないというのは今後は通用しな

いと思います。

・ この４年でオンライン化がさらに進んだことを実

感しました。発表に対する質問が少なかったと思

います。そのため、発表する側の探究の詰めが甘く

なるのではと思います。批判的、客観的な視点で発

表を聞くことを養ってほしいです。自分の大学で

は学生間相互評価を取り入れています。自然科学

の研究においても社会科学的な考えを教科間連携

で補っていくことが必要だと思います。海外研修

の発表では、韓国の歴史や日本との社会的な関わ

りの要素も入れて発表するべきではないかと思い

ました。探究活動の際に様々な面でお役に立てる

可能性があるため、本学も是非利用してください。

・ 前回は音楽に関する内容でメロディを聞くような

内容もあったように思います。前回に比べると発

表の個性が薄れていたように感じました。発表時

間が短いためか、質問の時間が短い場面があり、も

う少し活発な質問を期待したいです。運営はスム

ーズだったと思います。教師のなり手を増やすな

どの教育にかかわる探究で、例えば県内の識者に

聞くことも有益だと思います。生物自然科学部の

イモリの研究も素晴らしかったが、レビュー論文

が示されるとよりありがたいです。

・ Ｂブースで卒業生同士での高度なディスカッショ

ンがあった。そのような姿を目にすることで在校

生は良い影響を受ける、在校生のロールモデルに

なると思います。卒業生が探究活動の指導をして

いる高校もあります。母校と関わることで母校へ

の愛情が生まれ、豊岡高校を大事に思う人が増え

ていくと思います。盛岡三高は 指定を１期で

やめたが、 サイエンスリサーチハイスクール

をうたい、取組を継続しうまくいっています。豊岡

高校も 年先の姿を見据えてほしいと思います。

仙台三高は小中高大まで連携して取組を行い、そ

れぞれの次代を担うにあたり、良い影響を与えて

いる。質問力、発表力を上げる取組として、リモー

トでの他校との相互発表を普段から行うという方

法がある。

・ 発表で言葉の意味を間違えている班がありました。

教員のなり手を増やすことをテーマにした発表を

見ましたが、給料等も大事だが、教員を目指す意義

や楽しさに注目すると能動的に目指す人が増える

かもしれません。

・ 理数探究の植物発電やフラクタルを見させてもら

いました。生徒たちは良い経験をしていると思い

ます。 Ⅳ期は深化と精選を掲げておられまし

たが、中間ヒアリングに向けて実現していただき

たいと思います。学科改変も伴い、豊岡高校にかか

る期待は大きいです。頑張ってください。
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【内 容（第２回）】

＜本校 企画室長による今年度の事業説明＞

（研究開発の概要）

・理数探究、課題研究実践、理数探究基礎の開発と実

施

・コロナ禍で中止していた海外研修の実施

・豊高アカデミアを も活用したハイブリッド型発

表会として充実

・豊高アカデミアにおいて県外の 校教諭を招いて、

教員交流研修会を実施した

（研究開発の成果と課題）

・理数科の理数探究基礎による成果

・海外研修の実施による成果

・ を活用し、対面とオンラインのハイブリッド型

発表会「豊高アカデミア」の実施

・長期間の 指定校としての他校との繋がりによる

成果

＜質疑応答及び意見交換＞

・ アカデミアの運営面が良かったと思います。問題提

起までは良いが、追究が甘いので深めていってほし

いです。海外研修のプレゼンを楽しく見せてもらい

ました。 の活用の仕方を工夫していってほしい

と思います。これからは文理融合が重要です。高校

から全員にプログラミングへの意識を向上させた

い。文系だからできないというのは今後は通用しな

いと思います。

・ この４年でオンライン化がさらに進んだことを実

感しました。発表に対する質問が少なかったと思

います。そのため、発表する側の探究の詰めが甘く

なるのではと思います。批判的、客観的な視点で発

表を聞くことを養ってほしいです。自分の大学で

は学生間相互評価を取り入れています。自然科学

の研究においても社会科学的な考えを教科間連携

で補っていくことが必要だと思います。海外研修

の発表では、韓国の歴史や日本との社会的な関わ

りの要素も入れて発表するべきではないかと思い

ました。探究活動の際に様々な面でお役に立てる

可能性があるため、本学も是非利用してください。

・ 前回は音楽に関する内容でメロディを聞くような

内容もあったように思います。前回に比べると発

表の個性が薄れていたように感じました。発表時

間が短いためか、質問の時間が短い場面があり、も

う少し活発な質問を期待したいです。運営はスム

ーズだったと思います。教師のなり手を増やすな

どの教育にかかわる探究で、例えば県内の識者に

聞くことも有益だと思います。生物自然科学部の

イモリの研究も素晴らしかったが、レビュー論文

が示されるとよりありがたいです。

・ Ｂブースで卒業生同士での高度なディスカッショ

ンがあった。そのような姿を目にすることで在校

生は良い影響を受ける、在校生のロールモデルに

なると思います。卒業生が探究活動の指導をして

いる高校もあります。母校と関わることで母校へ

の愛情が生まれ、豊岡高校を大事に思う人が増え

ていくと思います。盛岡三高は 指定を１期で

やめたが、 サイエンスリサーチハイスクール

をうたい、取組を継続しうまくいっています。豊岡

高校も 年先の姿を見据えてほしいと思います。

仙台三高は小中高大まで連携して取組を行い、そ

れぞれの次代を担うにあたり、良い影響を与えて

いる。質問力、発表力を上げる取組として、リモー

トでの他校との相互発表を普段から行うという方

法がある。

・ 発表で言葉の意味を間違えている班がありました。

教員のなり手を増やすことをテーマにした発表を

見ましたが、給料等も大事だが、教員を目指す意義

や楽しさに注目すると能動的に目指す人が増える

かもしれません。

・ 理数探究の植物発電やフラクタルを見させてもら

いました。生徒たちは良い経験をしていると思い

ます。 Ⅳ期は深化と精選を掲げておられまし

たが、中間ヒアリングに向けて実現していただき

たいと思います。学科改変も伴い、豊岡高校にかか

る期待は大きいです。頑張ってください。

生生徒徒意意識識調調査査・・ テテスストト結結果果

生徒意識調査

テスト結果

正答率（％） 1年普通科 1年理数科 2年普通科 2年理数科 3年普通科 3年理数科

マジックワードとは、①と②のどちらか。 12月 12月 4月 12月 12月 4月 12月 12月 4月 12月 4月 12月 12月 4月 12月 4月 12月 12月
①聞こえはよいが、具体的に何を意味するかわからない言葉。

②一言ですべてを説明できる言葉。

データ・研究活動によって得られた結果などを真正でないものに加

工すること。
↑89.7

ほかの研究者のアイデア、研究結果などを、当該研究者の了解もし

くは適切な表示なく流用すること。

ほかの研究者が書いた文章やデータなどについて、一定のルールに

従って使用すること。

図書館などを利用すれば、昔の新聞を閲覧することができる。

インターネットニュースは、永久に情報を閲覧することができる。 ↓47.5 ↓38.9

図書館は，そこに行かなければ蔵書を調べることができない。 ↑79.5 ↓61.9 ↑72.2

あとで必要になるかもしれないので、思いついた質問はすべて入れ

る。
↑64.1

仮説を裏付ける回答が導かれるように誘導した質問を入れる。 ↑73.9 ↑75
質問はできるだけ少ないほうがよいので、１つの質問に２つの論点

を含める。
↑83.3

実験の準備ができたら、

①本番の実験を１回で行う　②本番の前に予備実験を行う。

仮説と異なった結果が出た場合、①仮説を修正する　②結果を修正

する。
↓74.4

記録は１週間に１度、まとめて行う。

だれでも記述を消して訂正できるよう、鉛筆で記入する。 ↑82.1 ↑67.5 ↑72.2 ↑80
気づいた点や、次に何をすべきかなども書く。

ポスター発表について適切なのは、①と②のどちらか。

①聞き手の理解度に合わせて，説明を適宜加えてもよい

②まずは原稿内容を読み上げることを優先する。

1年理数科
78期

2年普通科
76期77期

2年理数科1年普通科

↑52

「研究理論」について、①盗用②捏造③改ざん④引用のどれに当てはまるか。

「研究ノートの記録」について正しいものに①、誤っているものに②をマーク。

実験において気をつけるべきことについて、適切な番号をマーク。

「情報源」について、正しいものに①、誤っているものに②をマーク。

「アンケート調査で気をつけること」について、正しいものに①、誤ってい

るものに②をマーク。

1年理数科

↑50

1年普通科

1よくあてはまる　　　　　２ややあてはまる

３あまりあてはまらない　  ４あてはまらない　　　　 年度当初 年度当初 年度当初 年度当初 年度当初 年度当初

入学前にＳＳＨ指定校であることを知っていた

教科書・図説などは発展内容のページまでよく読む ↓ ↓ ↓ ↓
目的を理解した上で観察や実験などに取り組んでいる ↓
観察や実験の結果を的確に記録・整理できる ↓ ↑
実験をレポートにまとめたり授業をノートにまとめたりすると理解が深まる ↓
観察や実験の結果から新たな課題を考えることができる ↓
授業での疑問点は出来るだけ早いうちに解決しようとしている ↓
授業での学習内容を日常生活や社会とのかかわりに関連づけて考えることができる ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↑
ニュースなどで気になった事項について調べてみることがよくある ↑
話題になっているニュースについて自分の意見を持てる

現在の技術ではわかっていない、答えのない問題について興味がある ↑
答えのない問題や話題について友人と話し合うことが好きである ↑ ↑
物事に自らすすんで取り組むことができる ↓ ↓
周囲と協力して取り組むことができる

何事にも粘り強く取り組むことができる

独自なものを創り出そうとする姿勢がある ↓
新たな問題を発見したり気づいたりすることができる ↑
自分の考えを他者に伝えることができる ↓ ↓ ↑
英語で自分の考えを他者に伝えることができる ↓ ↓
「探究」もしくは「課題研究」の授業により、４月に比べて探究心が増した

令和3年入学普通科 令和3年入学理数科

2年

年度当初

2年

年度当初

2年

年度当初

3年

年度当初

2年 3年

年度当初 年度当初年末 年末

令和4年入学普通科 令和4年入学理数科

年末

令和5年入学普通科

1年

年末

令和5年入学理数科

1年

年末

1年 1年

年末 年末

1年

年末

1年

年末 年末年末 年末
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生生徒徒自自己己評評価価結結果果一一覧覧

生徒自己評価結果

兵庫県立豊岡高等学校ＳＳＨ事業　評価項目一覧

ａ
関
係
構
築
力

ｂ
積
極
性
・
責
任
感

ｃ
発
想
・
想
像
力

ｄ
知
的
探
究
力

メ
タ
認
知

や
り
抜
く
力

ａ
計
画
立
案
力

ｂ
調
査
す
る
技
能

ｃ
デ
ー

タ
を
分
析
・
統
合

　
す
る
力

ｄ
仮
説
を
立
て
る
力

課
題
突
破
力
（

）

論
文
に
ま
と
め
る
力

論
理
的
表
現
力

発
表
態
度

（

課
題
研
究
Ⅲ
は
英
語
）

発
表
資
料
の
工
夫

質
問
す
る
力

質
問
へ
の
対
応

英
語
で
の

　
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

基礎ステージ

探究Ⅰ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

探究Ⅰ（Dream Speech） ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆

探究Ⅰ（未来からの挑戦状）

理数探究基礎 ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

大学模擬授業・高大連携講座

小学校実験教室 ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆

小学校算数教室

豊高サイエンスラボ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

全校リスニング ☆☆

海外研修

科学の祭典

留学生との交流 ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆

実践ステージ

サイエンスツアーＩ

サイエンスツアーⅡ

学校設定科目

探究Ⅱ

探究Ⅲ

理数探究

課題研究Ⅲ

展開ステージ

豊高アカデミア

コンテストへの参加

他校SSH発表会 ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆

①生涯にわたり協働して課題を発見し解
決する力

②高度で実践的な科学的思考力
③わかりやすく伝える表現力と

国際的討議力
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アアンンケケーートト・・ルルーーブブリリッッククののままととめめ

１．令和５年度より各事業において生徒が自己評価するためのルーブリックを改定

フォーム解答画面（抜粋）

生生徒徒がが自自己己評評価価すするるたためめののルルーーブブリリッックク

上記の図は年度当初に決定した 活動で「つけたい力」 項目の自己評価のためのルーブリックである。

後の集計がしやすいように、事業ごとに フォームを使用し自己評価を行わせた。他事業の評価観点

は （ 事業 評価項目一覧）参照。

高い自己評価（４ 、３ 選択）をした生徒の割合を第２章研究開発の内容の各ページで年度ごとに示

し、今年度の一覧を （生徒の自己評価結果）に載せている。
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２．探究Ⅱ自己評価（振り返り）シート（ ）

 
３．医療系人材養成・教員養成プログラムで使用したルーブリック（ ）

資資質質・・
能能力力

項項目目 11 55月月 1100月月 33月月

➀➀ 関関係係構構築築力力 自律的に意見交換ができる
人の話が聞ける、

または自分を語れる
挨拶ができる、 返事ができる 人と話すことができない

➀➀ｂｂ 知知的的探探求求力力
自ら疑問をもち、日ごろから情
報収集できる、経験と知識を

関係づけられる
より詳しく事前学習をする 事前学習をする

知識をつけようとしない、調べ
ようとしない

➀➀ｃｃ 課課題題突突破破力力
講義の振り返りをし、普段の生
活を見直し次に活かすことが

できる

講義の振り返りはしたが、普段
の生活を見直すが次に活かす

ことができていない

講義の振り返りはしたが、普段
の生活を見直すことができて

いない

講義の振り返りができていな
い

②②aa 分分析析すするる力力
データ・情報を集め、自分なり
に図や表を作成し分類するこ

とができる

データ・情報を集め、特徴や要
点を自分なりに考察できる

データ・情報を集めているが、
まとめきれていない

データ・情報を十分に集めるこ
とができていない

②②ｂｂ 調調査査すするる技技能能
様々な媒体を効果的に使用

し、目的のデータを得ることが
できる

インターネットなどを利用して
目的のデータを得ることがで

きる

ある程度インターネットを利用
して目的のデータを得ることが

できる

適切に情報を収集することが
できない

②②ｃｃ レレポポーートトににままととめめるる力力
得られたデータや参考文献な
どを適切な書式で書き加え、

信頼性を確保できる

データや参考文献を文章にま
とめ、レポートにまとめることが

できる

文章にまとめることはできる
が、レポートの書き方がわかっ

ていない

何から手をつけていいのかわ
かっていない

③③aa レレポポーートトのの工工夫夫
資料の見せ方が効果的であ

る・できるだけ平易な言葉を使
う

要点がよくまとまっており、流
れを理解できる

工夫はしているが、流れを理解
することができない

工夫が見られない

③③bb 質質問問すするる力力
メモをしながら的を射た質問を

することができる
質問をすることができる

質問をすることはできるが、的
を射ていない

質問ができない

③③cc 議議論論すするる力力
相手の意見を受け入れ、客観
的データを踏まえ発言すること

ができる

客観的データを踏まえ、自分
の意見を発言することができ

る

自分の意見を発言することが
できる

自分の意見を発言することが
できない

令令和和55年年度度人人材材養養成成ププロロググララムム　　ルルーーブブリリッックク 　　　　  年年　　  　　HH　　  　　番番    氏氏名名

①①
課課
題題
をを
発発
見見
しし
解解

決決
すす
るる
力力

②②
医医
療療
・・
教教
育育
にに
対対
すす
るる
実実

践践
的的
なな
思思
考考
力力

③③
わわ
かか
りり
やや
すす
くく
伝伝

ええ
るる
表表
現現
力力
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４．海外研修の面接試験で使用したルーブリック

・日本語で意欲を評価する

・英語で英語運用能力を評価する

 
優  

(5) 

良  

(4) 

平均  

(3) 

平均未満 

 (2) 

不足  

(1) 

1.文文化化的的認認識識

• 韓国について何を知っ
ているか？

• 豊岡や日本について伝
えたいことは何？

に加えて、豊岡と韓

国の文化を比較し、良

さと課題を述べること

ができる。

豊岡や日本について

伝えたいことがあ

り、韓国についても

一般的な知識があ

る。

豊岡について伝えた

いことがあり、韓国

についても少し知識

がある。

豊岡や日本について

は伝えたいことがあ

る。

伝えたい内容が不十分

である。または、誤っ

た内容を含んでいる。

2.動動機機とと熱熱意意

• 動機は何か？何のため
に韓国行きたいのか？

• 最初に韓国に行きたい
と思ったきっかけは何
か？

に加えて、研修で生

かせる特技や強みを持

っており、自らをアピ

動機も熱意も十分に

持っており、それら

を滞りなく述べるこ

とができる。

動機も熱意も十分に

持っているが、少し

説明に詰まるところ

がある。

参加の動機が不十分

であるが、熱意が感

じられる。

参加の動機が不十分で

あり、熱意が感じられ

ない。

 
Excellent  

(5) 

Above Average  

(4) 

Average  

(3) 

Below Average 

 (2) 

Insufficient  

(1) 

1. Communication 

Skills: 

•

•

’

’

2. Listening 

Comprehension

•
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令令和和３３年年度度入入学学生生 教教育育課課程程表表

文系 理系 文系 理系

国 語 総 合

現 代 文 Ｂ

古 典 Ｂ

世 界 史 Ａ 2△

世 界 史 Ｂ 4○ 4○

日 本 史 Ａ 2△

日 本 史 Ｂ 4○ 3○ 3○ 4○ 2○ 2○

地 理 Ｂ 3○ 3○ 2○ 2○

※ 歴 史 講 座 2＊

現 代 社 会

倫 理 2●

※ 現 代 社 会 講 座 2●

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ 7▲

数 学 Ａ

数 学 Ｂ 2☆

※ 数 学 探 究 Ⅰ 2＊

※ 数 学 探 究 Ⅱ 4＊ 4▲

※ 数 学 総 合 2☆ 2▲

物 理 基 礎

物 理 2▽ 4▽

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物 2▽ 4▽

※※ 理理 科科 探探 究究 22◎◎

※※ 課課 題題 研研 究究 基基 礎礎

※※ 課課 題題 研研 究究 実実 践践

体 育 7～8

保 健

音 楽 Ⅰ 2□ 2□

音 楽 Ⅱ

美 術 Ⅰ 2□ 2□

美 術 Ⅱ

書 道 Ⅰ 2□ 2□

書 道 Ⅱ

※ 総 合 芸 術 2☆ 2＊
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅲ 3・4▲

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

家 庭 家 庭 基 礎

情 報 社 会 と 情 報

情 報 ※※ 数数 理理 情情 報報

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～88

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 66～～1122

理理 数数 数数 学学 特特 論論 22～～88

理理 数数 物物 理理 33～～99 55★★

理理 数数 化化 学学 33～～99

理理 数数 生生 物物 33～～99 55★★

課課 題題 研研 究究 11～～66

音 楽 ソ ル フ ェ ー ジ ュ 4～12 2＊

英 語 総 合 英 語 5～13 2＊
22☆☆

SS  TT  EE  AA  MM  基基  礎礎 22◎◎
33～～66

２年 ３年

普通科 理数科
普通科

理数科
普通科

理数科

数
　
学

教
　
科

科　目
標準
単位

１年

国
語

地
理
歴
史

公
民

総総 合合 的的 なな 探探 究究 のの 時時 間間

ホ ー ム ル ー ム 活 動
週 当 た り 授 業 時 数

※は学校設定科目および学校設定教科である。「課題研究基礎」と「課題研究実践」は特定期間に実施する。

理
　
科

保
体

芸
　
術

外
　
国
　
語

理
　
数

※※CCrroossss
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令令和和４４年年度度入入学学生生 教教育育課課程程表表

文系 理系 文系 理系

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究 2○ 2○ 3○ 2○

歴 史 総 合

日 本 史 探 究 3○ 2○ 2○ 3○ 3○ 2○

世 界 史 探 究 3○ 3○

公 共

倫 理 2●

政 治 ・ 経 済 2●

※ 公 民 詳 論

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ 5△

数 学 Ａ

数 学 Ｂ 1◇

数 学 Ｃ 1◇

※ 数 学 探 究 基 礎 2＊

※ 数 学 探 究 2＊ 2△

※ 数 学 総 合 2☆ 2△

※ 数 学 研 究 2◇

物 理 基 礎

物 理 2▽ 4▽

化 学 基 礎

化 学 4▼・2▼

生 物 基 礎

生 物 2▽ 4▽

※※ 理理 科科 探探 究究

※※ 理理 科科 研研 究究 22◎◎

※※ 課課 題題 研研 究究 実実 践践

体 育 7～8

保 健

音 楽 Ⅰ 2□ 2□

美 術 Ⅰ 2□ 2□

書 道 Ⅰ 2□ 2□

※ 総 合 芸 術 2◇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

※ 英 語 実 践 1△

※ 英 語 研 究 2◇

家 庭 家 庭 基 礎

情 報 情 報 Ⅰ

理理 数数 探探 究究 基基 礎礎

理理 数数 探探 究究 22～～55

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～88

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 66～～1122

理理 数数 数数 学学 特特 論論 22～～88

理理 数数 物物 理理 33～～99 55★★

理理 数数 化化 学学 33～～99

理理 数数 生生 物物 33～～99 55★★

音 楽 ソ ル フ ェ ー ジ ュ 4～12 2＊
22☆☆ 22▼▼

SS  TT  EE  AA  MM  概概  論論
リリベベララルルアアーーツツ 22◎◎

22▼▼
33～～66

理数科

理
　
数

普通科
理数科

国
語

地
理
歴
史

公
民

数
　
学

教
　
科

科　目
標準
単位

１年 ２年 ３年

普通科 理数科
普通科

理
　
科

保
体

芸
　
術

外
　
国
　
語

※は学校設定科目および学校設定教科である。「STEAM概論」と「課題研究実践」は特定期間に実施する。

理数

※※CCrroossss

総総 合合 的的 なな 探探 究究 のの 時時 間間

ホ ー ム ル ー ム 活 動
週 当 た り 授 業 時 数
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令令和和５５年年度度入入学学生生 教教育育課課程程表表

文系 理系 文系 理系

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究 2○ 2○ 3○ 2○

歴 史 総 合

日 本 史 探 究 3○ 2○ 2○ 3○ 3○ 2○

世 界 史 探 究 3○ 3○

公 共

倫 理 2●

政 治 ・ 経 済 2●

※ 公 民 詳 論

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ 5△

数 学 Ａ

数 学 Ｂ 1◇

数 学 Ｃ 1◇

※ 数 学 探 究 基 礎 2＊

※ 数 学 探 究 2＊ 2△

※ 数 学 総 合 2☆ 2△

※ 数 学 研 究 2◇

物 理 基 礎

物 理 2▽ 4▽

化 学 基 礎

化 学 4▼・2▼

生 物 基 礎

生 物 2▽ 4▽

※※ 理理 科科 探探 究究

※※ 理理 科科 研研 究究 22◎◎

※※ 課課 題題 研研 究究 実実 践践

体 育 7～8

保 健

音 楽 Ⅰ 2□ 2□

美 術 Ⅰ 2□ 2□

書 道 Ⅰ 2□ 2□
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

※ 英 語 実 践 1△

※ 英 語 研 究 2◇

家 庭 家 庭 基 礎

情 報 情 報 Ⅰ

理理 数数 探探 究究 基基 礎礎

理理 数数 探探 究究 22～～55

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～88

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 66～～1122

理理 数数 数数 学学 特特 論論 22～～88

理理 数数 物物 理理 33～～99 55★★

理理 数数 化化 学学 33～～99

理理 数数 生生 物物 33～～99 55★★

演 奏 研 究 2～6 2◇ 2＊

ソ ル フ ェ ー ジ ュ 4～12 2＊
22☆☆ 22▼▼

SS  TT  EE  AA  MM  概概  論論
リリベベララルルアアーーツツ 22◎◎

22▼▼
33～～66

２年 ３年

普通科 理数科
普通科

理数科
普通科

理数科

数
　
学

教
　
科

科　目
標準
単位

１年

国
語

地
理
歴
史

公
民

音楽

理
　
科

保
体

芸
　
術

外
　
国
　
語

理数

理
　
数

※※CCrroossss

総総 合合 的的 なな 探探 究究 のの 時時 間間

ホ ー ム ル ー ム 活 動
週 当 た り 授 業 時 数

※は学校設定科目および学校設定教科である。「STEAM概論」と「課題研究実践」は特定期間に実施する。
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課課題題研研究究 探探究究テテーーママ一一覧覧

探探究究ⅠⅠ（（普普通通科科１１年年））

豊岡のあるべき姿～北の都豊岡～ 大開通りの空き店舗の活用

中核としての豊岡 大開通のステキなお店たち

豊岡の現状とこれから 外国人を関係人口増加のカギに！

豊岡市を活性化するにはどうしたらいいか？
．

～地域活性化のために～

○○を再利用！？マッチングでハッピーに の底力見せつけやー

そうだ 豊岡に行こう 関係人口増～リピーターを増やすには～

はばたけ！コウノトリとともに城崎と オンライン教育をあばけ

繋がろう！外国人と城崎で オンライン教育が広まる中で学校のあるべき姿

豊岡鞄をバズらせるために 実技のオンライン授業について

豊岡鞄を世界へ 年齢層による端末の使用方法の違い

豊岡鞄を世界に広めるためには 高齢者の健康増進～ ～

大企業に負けない豊岡鞄 酢。

交通機関の待ち時間はどうやったら楽になるのか 目の健康寿命をのばす

学生が楽しく暮らすための地方公共交通をめざして 高齢者の目について知ろう

学生が楽しく暮らせる公共交通デザイン 自分の路へ

～誰もが楽しく利用できる機関に～ ．

いと人勝ちなりたる大開通へ 町にとけこむ点字ブロック

大開通りが長く感じるのは何故か？ “ＴＴＳ”～ ～

概概論論（（ササイイエエンンススツツアアーーⅠⅠ））（（理理数数科科１１年年））

制限酵素による 切断と電気泳動 パイナップルのプロテアーゼ活性の測定

プロテアーゼによる牛乳の変化
プロトプラストの単離と細胞融合で理想の植物を

作ろう

プロトプラストの色素分布

探探究究ⅡⅡ（（普普通通科科２２年年））

天才になりたい！ リハビリで健康寿命を伸ばすために

豊岡を な街へ！ 少子高齢化による医療現場の人手不足を解消するには

は場所と世代による方言の違い 献血において困っている人を助ける方法

だんじり祭りはなぜ楽しい？ ＡＩを使ってよりよい医療にするために

聴覚障がいのある方と音楽を楽しむ方法 時代は米粉～小麦から米粉へ～

視覚・聴覚による記憶の残りやすさ 味覚で感じる但馬の魅力

配色が私達に与える印象 俺たちも家で楽しくスポーツが見たいんじゃ！！

大切なお知らせ～豊岡劇場より～ ベストパフォーマンスを発揮するには

何度も見る夢の秘密を解明し、睡眠の質を上げよう！
スポーツをする高校生のベストコンディションを作

るための食事とは？

老老介護を身近に考える 栄養バランスの良い食事法とは？

少子高齢化の要因と今後の展望 高校生のストレスとの向き合い方
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豊岡に女性議員を増やせ！

～女性が活躍できる町にするために～
疲れのとれるお風呂の入り方

道の駅と地元 昆虫食の可能性

こげーな にがこい 豊岡を考えてみた 硬式ボールを速く投げる方法

マナーブックから学ぶ日本と外国の文化の違い シューズとタイムの関係

海外の教育制度を取り入れた新しい教育制度を作ろう！ 日焼けをしたくない！！

子どもの体力を向上させよう！ スポーツにおけるジェンダーレス

授業中に寝ない方法とは 筋トレの可能性

新しい板書スタイルを確立しよう 植物の生長と音楽の関係

ＡＩの家庭学習への活用方法 楽しく学習できるアプリ

楽しく授業を受けるには 景観の維持と未来に向けた発電

教師のなり手を増やすためには

理理数数探探究究（（理理数数科科２２年年））

線審の機械化 踏んで発電！ピエゾ素子

プラスチックがラディッシュ（植物）の生育を促進？！ 乳酸を用いたカビの抑制

フラクタルを用いた温度調節 但馬の地質と水の硬度の関係性と新たな産業の発掘

カラシとカビの繁殖について 植物発電を最適化する

クレヨン ～廃油と野菜の端材でエコ

なクレヨンがつくれるんじゃない？～

課課題題研研究究ⅢⅢ（（理理数数科科３３年年））

Let‘s Survive the Tajima Winter!! ～

～

－ －

※ 課題研究Ⅲは課題研究Ⅱの内容をより深く考察し、英訳したものである。

生生物物自自然然科科学学部部

生物分野 アカハライモリの人為的移入の可能性について

生物分野 地球温暖化を抑制する微生物を探す

生物分野 学校周辺のダンゴムシの調査
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報報道道記記事事・・ホホーームムペペーージジのの改改善善とと運運用用

●報道記事

毎日新聞 令和５年８月１日（火） 神戸新聞 令和５年８月１日（火）

●学校評価にかかる保護者アンケート（ホームページ関連）

学校の情報はどこから入手されますか。（複数回答可）

年年 年年 年年 全全校校 割割合合 割割合合

お子様

学級通信

学年通信

学校通信

ＰＴＡ会員

学校ホームページ

その他

豊高ホームページはどれくらいご覧になりますか。

年年 年年 年年 全全校校 割割合合 割割合合

よく見る

％

時々見る

あまり見ない

見たことがない

●ホームページに掲載されているＳＳＨ研究開発成果の共有項目

・課題研究発表交流会の実施要項 ・課題研究Ⅰ 抽出実験発表資料の作り方（英語）

・探究Ⅱ・課題研究Ⅱアドヴァイスシート ・課題研究・探究テーマ一覧（平成 年度～令和４年度）

・課題研究情報交換会 指導案とワークシート ・課題研究・探究 研究で用いる英語表現

・探究Ⅲ発表会要旨集 ・中和滴定実験生徒用（理数化学）

・研究開発実施報告書 ・豊高アカデミア実施要項

・ホームページで情報を入手する保護者が減少した。

ホームページデザインに関して古風であるという意見が出

ており、閲覧数減少の一因の可能性がある。今後の課題と

して検討していく。

・まとまった情報発信はホームページの長所であることか

ら情報発信を継続した。また新着任教員によるブログを更

新し、親しみやすいホームページを目指した。

・今年度のホームページ更新回数は 回であった（令和

６年２月現在）。
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